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8月9日(土)一 般大会午前 の部 における説教

神殿 を建;てる民

大管長

ス ベ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル

'郭
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愛 する兄弟姉妹の皆様・
私たちは全世界の教会員か ら挨拶

を携えて参 りました。世界各地の教会

員 と指導者からの愛をお伝 えしたいと

思います。

皆様方が大挙して教会本部 を訪れる

ことが不可能な状態にあるため、私た

ちが皆様の国を訪れ、地域総大会を開

くことにな りました。この大会におい

て教会の大管長会 と幹部に会い、私た

ちの話 を聞き、さらには教会幹部を支

持する挙手 を行 ない、神の王国 とその

業について皆様が心に感 じておられる

ことを表明していただきたいと思いま

す。

御承知のように、すべての教会貝は

ソル トレー ク ・シティーで開かれる総：

大会に招かれています。しか し、遠距

離であることや 、費用の関係で、皆様

方全員が ソル トレー ク ・シティーを訪

れることは不可能ですので、私たちが

定期的に皆様のもとを訪れることにな

りました。 この大会を通 じて皆様が喜

び と満たされた気持 とを抱き、証が強

め られ、全世界に及ぶ偉大な教会の一

員であってしかも重要な一員であるこ

とをはっきり知 っていただければと願

っています。9

5年 程前に私たちは日本を訪れ、こ

の国における最初のステーキ部 を組織

致 しま したが、わずか5年 の間に教会

がこれほど発展するとは考 えていませ

んでした。1958年 以前は、北アメ リカ

以外にステーキ・部はありませんでした。
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そ の後17年 間 に、私 たちは121の 新 し

いステー キ部 を組 織 し、教 会員 のため

に祝福 の道 を開 いて参 りました 。 日本

に3つ 、韓：国 にひ とつ 、フ ィ リピ ンに

ひ とつ 、そ して世 界の他 の地 域 に100

以 上 のステー キ部 を組織致 しま レた。

また現 在全世 界には700以 上 のステ

ー キ・部 と133の 伝 道部が あ り
、約2万

人 の宣教 師が働 いて います 。.その内の

約1，400名 は 地元 出身の宣教 師です 。

10年 前の全教会 の会員数 は、 わずか

に250万 人 で した。 しか し今 日では教

会ユニ ッ トは7，000か ら8，000に 及 び、

約350万 人 の会貝 を数 えて います 。

その間私 た ちは毎 年 、10万 人か らの

改 宗者 を得 て参 りました。 そして現 在、

ス テー キ部 と伝 道部 は広 く世 界 に及 ん

で います 。

私 たちに とって誇 りとすべ きこ とが

もうひ とつ あ ります 。 それは、教会 の

ス テー キ・部 と伝 道部 に は約7ゴ000も の

ワー ド部 と支部が あ ります が、そ のほ

とん どを地 元の指導 者が効 果的 にまた

能率 的 に管理 してい る とい うこ とです 。

地 元の指導 者は 、折 に臨み 、 また必要

に応 じて立 派に その務 め を果 た してい

るのです。

私 が生 まれた 当時 、教会 員は全世 界

で20万8，000人 で した。 またステー キ

部 はわずか37に 過 ぎず、 その内 カナ ダ

とメキシ コにひ とつず つ あるだけで 、

残 りはすべ て西部の ロ ッキー 山中に あ

りました。確 かに主 は、オ リブ山に立

って、使徒 たち を全世 界に遣 わ され た

とき、限 りな いビジ ョン を抱 いてお ら

れたに違 いあ りませ ん。主 は「全世 界」

とい う言葉 を使 ってお られ、限界 を設

け られ ませ ん で「した。(マ ル コ16：15

参 照)

私 たちはかつ て経験 したこ との ない

大 きな一 歩 を踏 み出 しま した。私 た ち

は大都 市 、大 平原、、高 い 山々 、数 え切 ・

れな い島 .々、 そ して人々 の.問に足 を踏

み入れ 、数 百万 の善 人 をキ リス トの も

とに招 いて参 りました。 その数 は この

ア ジァ地域 だけ で も約6万2千 人にの

ぼ ります 。

この世 におけ るキ リス トの最 後の教

え を聞 くため に、キ リス トに従 って オ

リブ 山に登 っ た人々はわずか11人 で し

た。 また、キ リス トが主 であ るこ とを

認 めて いた人々 は広 く各地 にい ま した

が 、その数 は少 なか った と思 われ ます 。

今 日、 このア ジア におい て主 に従 う人

々 は、 オ リブ画 で神聖 な 出来事 が起 こ

った当時全世 界 にいた主 に従 う人々 よ

りも、恐 ら く数 において まさって いる

と思 われ ます 。 キ リス トはその足 もと 』

にい る使徒 た ちに お話 しになった とき、

キ リス ト御 自身は御 存知 で したが、使

徒 たちは福音 と教会 には無限 の可能性

が あ るこ とに気づ いてい なか ったに違

いあ りませ ん。

教会 は初期 の時代 には、 オハ イオ州

カー トラン ドにそ の中心 を置 き、次い

で イ リノイ州 ノー ブー 、 そしてユ タ州

ソル トレー ク ・シテ ィーに移 りま した。

また教会 には 、合 衆 国西部に隣接 す る

〕
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諸州 で急速 に発 展 した後、 ロ ッキ・一 山

間地 方、次 いで太平洋 沿岸地方 、 さ ら

には北ア メ リカ全域 に及び 、現 在 では

全世 界の主要 な地域 で発展 してい ます 。

私 たちは、ステー キ・部長会 、伝道部

長会 、そのほかすべ ての指導 者 と教会

員 をこの大会 にお招 き致 しました。そ

れは 、主 と主の計画 とを知 って いただ

くため です。

「われ創世 の前 よ り隠 され たるこ と、

すな わち時満 ちたる神 権 の時代 に関す

るこ とをわ が 教会 に 示さんと図 れ ば な

り。」(教 義 と聖約124：41)

主 は 、 その 目的の ため に主 のみ名に

よって建 て られた宮居 で民に この真理

を明 らか にす る と仰 せ られ ま した。灌

油 の儀 式 、死者 のため のバ プテスマ 、

聖会 、記念 と神託 、 これ らはすべ て聖

なる場 所 である神 殿 にお いて行 な われ

る もの であ り、 またシオ ンの基に関す

る啓示 も神殿 で与 え られ るのです。 こ

の ようにすべ ての神聖 な事柄 は、主が

建 て よ と命 じられ た建 物 の中での み扱

われ るの です 。

主は 回復 の時代 の初期 に、 自ら次の

ように述べ てお られ ます。'・

「われ は、神 の子 イエ ス ・キ リス トな

り。 この故 に汝 ら腰 をひ きか らげ よ。

さらば、われに わか に わが神 殿 に来 ら

ん。誠 に然 り、アー メン。」(教 義 と聖

約36：8)

「… …わが 民 を救 わ ん が ため に これ

をなす な り。」(教 義 と聖 約42：36)

主 は ミズー リ州 インデペ ンデ ンスや

その他 の地 を神 殿用地 としてお選 び に

な りました。

主 は、主 の長 老た ちがエ ンダ ウメン

トと祝福 を受 け るこ どがで きる よ っに、

オハ イオ州 カー トラ ン ドに神殿 を建 て

る よう命 じられ ま した。

そ して民が定 着 し、教 会 の組織が さ

らに充実す ると、主 は時 を移 さず 予言

者 た ちに啓 示 を与 えて、神殿 を建 て る

よ うに命 じて こられ ま した。

主は民が所 有 してい た金 、銀 、宝石 、

古代 の遺物 、貴重 な木 、鉄 、銅 、真鍮 、

亜 鉛につ いて次 の ように仰せ られ まし

た。

「而 して わが名 によ り、 最 と高 き者

の住むべ き一つ の宮居 を建 て よ と。

そは彼来 りた もうて、汝 らのす でに

失 いた る もの、すな わち彼 の取 り去 り

たまい し もの、す なわち完全 な る神権

を再 び 回復 した も う土地 は このほか世

に一 つ もあ らざれば な り。

そは彼 ら、す なわちわが聖徒 らが死

者 に代 りてバ プ テスマ を受 くるため の

浸礼 盤世 になけれ ばな り。」(教 義 と聖

糸勺124：27-29)

主 は 、いつの時代 も主 の民が神殿 を

建 てて きた こ とをは っき りと告 げてお

られ ます 。主は次 の よ うに仰 せ られ ま

した。

「この故 を以 て
、 われ モー セに荒 野

に在 りて共に運 び歩 くよう幕屋 を造 る

べ し、 と命 じた り。」(教 義 と聖 約124

：38)

「さ れ ど
、 も しわが 家 汚 さ る る時は

わ れその 中に入 り来 らじ、 さればわが

栄光 その家 にあ らざ らん。 そは汚れ た

る神殿 に は、われ入 る を欲せ ざれば な

り。」(教 義 と聖 約97：17)

この ため 、善 良 な民の犠 牲 と非常 な

努 力に よって、 オハ イ オ州 カー トラン

ドに神殿 が建 て られ ま した。そ して完

成後 、1836年3月27日 に 、予 言者 ジ ョ

セ ブ ・ス ミスに よって献堂 され ました。

次 いで予言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス とシ ド

ニー ・リグ ドンは、 この神 殿内で驚嘆

すべ き示現 を受 け たの で した。救 い主

イエ ス ・キ リス トがふ た りを訪 れ 、そ

れ まで地上か ら取 り去 られて いた多 く

の大切 な真理 を明 らか に され たのです 。

民は ミズー リ州 を追 われ 、イ リノイ

州 に移 り住 む と、す ぐさま もうひ とつ

の神 殿 、す なわ ち民 が 祝福 を受 け る宮

居 の建 築 に着手 しました。

この壮大 な建物 の建 築 には、 多 くの

費用 と時 間、 それ に非常 な労 力 を要 し

ました。神 殿の完 成 を間近 に控 え、一

部 の献堂 を終 えた ころ、 ノー ブーか ら

の追放 にあい 、何 万 とい う会 員た ちが

神 殿や公共 の建 物 、家 庭 、 畑 、そ し

て約束 の地 を追 われ たので した。 ノー

ブー市 はわずか7年 で滅 びて しまいま

した。 そ して 、世 界の歴 史上最 大の脱

出 が 始 まっ たの です。 善 良 な 民 は約

2，400キ ロ に及 ぶ道 の りを徒 歩 で進 み、

419

「

剣



匿

L

丘 や 谷、川 を越 え、山 を登 り、病 気や

飢え、疲 労、凍結 、 インデ ィア ン、野

獣 、酷 暑 と厳寒 にい どんだので した。

当時は、汽車 も飛行 機 も船 もな く、

もち ろん皆様 の国にあ るよ うな新 幹線

もあ りませ ん で した。 ノー ブーか らソ

ル トレー ク盆地 までは 、非常 に長 い旅

で した。

民は牛や馬 を集 め、幌 馬車 を用 意 し

て持 てるだけ の荷物 を載せ て、氷結 し

た北米最 大の川 を渡 って 、 グレー トソ

ル トレー ク盆地 の約 束の地 を目指 して

西へ西へ と旅 したので した。

牛や 馬 さえ持 たない人 も大勢 い まし

た。けれ ども約 束の地 に どうして も行

きたい とい う気持 が強 く、彼 らは二 輪

の手車 を作 って、それ を引いて全行 程

を徒 歩で旅 したので した。

6，000人 を越 え る人々が旅 の途 中で

平 原に葬 られ ま した。 この旅 は非常 に

つ らい もので 、亡 くな った人々 は道 の

傍 らに葬 られ たの で した。

この不毛 の地 を横切 った手 車隊 は10

隊 ほ どあ りました。 これ らの善 良 で勇

敢 な人々は、飢 えや病 気 、渇 き、降 雨、

極度 の疲労 、か なえ られ ない望 み 、こ

の よ うな現 実の只 中で、 ほぼ3ヵ 月間

も道 な き平 原 を歩 き続け たので した。

これ らの人々は強 い証 を持 って いま し

た。彼 らが歩 いた道 の りは 、延 べ にす

る と、地球 を2，000周 す るほ どの 距離

にな ります。

91，000名 ほ どの教会 貝は 、帆船 で大

西洋 を渡 りました。

最：初 の隊がや っ との思 いで グレー ト

ソル トレー ク盆地 に着 いた とき、ブ リ

ガム ・ヤ ング大管長 はステ ッキ を立 て

て、「私 たちはこ こに主 の神 殿 を建 て

よ う」 と言われ ま した。 この神 殿は約

40年 か けて建 設 され ま した。 そ して そ

の建築 中に、ユ タ州 には さ らに3つ の

神殿が建 て られたの で した。

今年 の初 め、私 たちはブ ラジルのサ

ンパウ ロで地域 総大会 を開 き、教会 の

ため に今 ひ とつ の神殿 を建 て る こ とを

承認致 しま した。南米 に新 しい神 殿が

建 て られ るこ とを、地 元の 人々は歓 喜

して受 け入れ ました。

さて ここで、皆様方 とア ジアの国 々

お よび世 界中の人々 に、非常 に大切 な
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事柄 をお知 らせ したいと思います。昨

日私たちは、ステーキ部長、伝道部長1

その他の指導者 と集会 を開 き、この極

めて重要な事柄について話 し合いまし

た。十二使徒であったマシュー ・カウ

リー長老は、アジアと日本に神殿が建

つ ことを予言致 しました。そして、私

たちの多 くは、この地に神殿 を建 てる

ことができる時を、待 ち望んでいまし

た。そこで私たちはこの会場にお集 り

の皆様に、全アジアのため 日本の東京

に神殿 を建てることを提案致 します。

この提案に対する賛否を表明する前に、

新 しい神殿の建築予想図を、ご覧に入

れたいと思います。建築用地 はすでに

教会の所有 となっています。

その住所は東京都港区南麻布5-8-

10です。 この建築計画については、す

でに東京都 より認可 を受けています。

この美しい神殿は完成します と、 日本

の教会員ならびに他のアジアの国々か

ら訪れる教会貝のために使用 されるこ

とにな ります。この神殿の建築にあた

っては、地元の方々に建築資金の一部

を負担していた.だきたい と思います。

皆様はす ぐにも献金 を始めて下 されば

と思います。神殿建築の費用は大半を

教会が受 け持 ちます。 この費用は、皆

様のために犠牲をお払いになる全世界

の教会貝の什分の一か ら支払われるこ

とにな ります。 日本に神殿を建設する

ことならびに神殿事業 を支援す ること

に賛成下 さる方々は、右手を挙げてそ

の意 を表わして下 さい。

どうも1ありがとうございました。

このためにす ぐに も貯金を始めてい

ただ きたいと思います。

皆様はハワイ神殿あるいはソル トレ
ー ク神殿へ行 くために、これまで多額

のお金 を使って参 りました。この費用

をあてれば、かな りの貯金ができるか

と思います。

ブ リガム ・ヤング大管長は、将来数

百の神殿が建つであろうと言われまし

た。現在すでに16の 神殿があ ります。

当然のことなが ら、現状では、人々が

望むすべての場所に神殿 を建てること

はできません。神殿を人で満たし、そ

の運営 を継続するためには大勢の会貝

が必要です。

しか し私 た ちは お約 束 申 し上 げ ます。

人々に備 えがで きた ときに、数 多 くの

神殿 が与 え られ るこ とで し ょう。私 た

ちが この たび訪 れ てい るこのア ジアの

地域 には 、現 在約62，000名 の教会 員が

います。皆様 は ステー キ部長 に、あ る

いは伝 道部長 にす ぐにも献金 を始 めて

いただ きたい と思 い ます。 そ うすれば 、

皆様 には納 めた金額 の領 収書 が発行 さ い

れ ます。

皆様 は 、主 イエ ス ・キ リス トがニ コ

デ モに語 られた言葉 を覚 えてお られ る

と思 い ます 。主 は次 の よ うに仰せ られ

ま した。

「よくよくあなたに言 ってお く
。だれ

で も、水 と霊 とか ら生れ なければ、神

の 国には いる こ とはで きない。」(ヨ ハ

ネ3：5)

教 養 豊か なニ コデ モが この言葉 を理

解 で きなか った こ とを、.主は意 外に思

われた よ うです 。

主 イエ ス ・キ リス トが十字架 にかけ

ら.れ、 まさに死 なん とした ときに、同

じ く十字架 にかけ られて いた盗 人のひ

とりが主に 、「あ なたが 御 国 の権 威 を

もって おい でにな る時には1わ た しを

思 い出 して くだ さい」 と声 をか け まし

た。 そ して主 は その こ とを約束 な さい

ま した。 しか し後に 園でマ リヤ と語 ら

れ た ときに は、 まだ天 父のみ も とに上

って いない と言 って お られ ます 。主は

その こ とを説か れ、ペ テ ロは それ を私

た ちに次 の よ うに語 ってい ます。

「キ リス トも
、あな たが た を神 に近 づ

け よ っとして 、 自らは義 な るか たであ

るの に、不義 な る人 々のため に、ひ と

たび 罪のゆ えに死 な れた。 ただ し、肉

にお いては殺 されたが 、霊 にお いては

生か されたの であ る。

こ うして 、彼 は獄 に捕 われて いる霊

どもの ところに下 って行 き、宣べ伝 え

るこ とをされ た。

これ らの霊 とい うの は、むか しノア

の箱舟が 造 られ てい た間、神 が寛容 を

もって待 ってお られ たのに従 わ なか っ

た者 ど もの こ とであ る。 その箱舟 に乗

り込 み 、水 を経 て救 われ たのは、 わず

かに八名 だけで あっ た。」(1ペ テ ロ3

：18-20)

ペ テ ロは また 、死 者の ための業が大
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切なことを次の ように宣べています。
「死人にさえ福音が宣べ伝 えられた

のは、彼らは肉においては人間として

さば きを受けるが、霊においては神に

従って生 きるようになるためである。」

(1ペ テロ4：6)

この理由か ら、私たちは歩みを早め

て、この世の大勢の人々に福音を宣べ

伝 え、また系図探求 を行 ない、主の神

殿において死者のための業 を行なって

いるのです。

主はまた、獄中の捕われ人のために

門戸が開かれる必要 のあることを述べ

たイザヤの言葉 を引用なさいました。

私たち、主の教会の会貝が十分に信

頼されるに足る者 となって、福音 を宣

べ伝え、神権 を授け、霊界にいる人々

のために門戸 を開かなければならない

理由はここにあるのです。

パウロの語 った次のような言葉 も覚

えてお られ る と思い ます 。

「そうでない とすれば 、死 者 のために

バ プテスマ を受 け る人々は 、なぜ それ

をす るのだ ろ うか。 もし死者が 全 くよ

みが え らない とすれ ば、 なぜ 人々が死

者 のため にバ プテ スマ を受 け るのか 。」

(1コ リン ト15：29)

今 私 たちは皆様 と共 に喜 んで います 。

そ して 、皆 様が この素 晴 らしいみ業 の

中に あって皆様 の心 の望 みがか なえ ら

れ ます よ う、主 の祝 福 と、主が下 さる

繁 栄 を祈 って い ます。すべ ての幼 な子、

すべ ての若人 、す べて の成 人が 、 この

偉大 なみ業に貢献 していた だければ と

願 ってい ます 。 また、すべ ての教 会員

は清 く徳高 く生 活 し、神 殿が完 成 した

暁 にはそ の宮 居に参 入で きる ように し

ていただ きた い と思 い ます 。

イザヤ は次の よ うに記 してい ます。

「主 の器 をに な う者 よ
、 おのれ を清

く保て。」(イ ザヤ52：11)

さて私たちは、すでに世 を去った人

々のために神殿 を建てるという偉大な

事業 を始めようとしています。皆様が

住んでおられ る地域に神殿を建てるよ

う霊感 を与えて下 さったことに対 し、

心か らの感謝 を主に示 して下さればと

思います。皆様の家庭に、家族に、ま

た個人の生活において主が皆様方すべ

てを祝福され、シオンがこの地に確立

されるよう、私たちは祈 ってやみませ

ん。ここで私の証 を申し上げます。こ

の神殿の業は真理にかなった業です。

予言者ジョセブ ・ス ミスと他の指導者

たちに啓示されたその他の業 もすべて

真理に基 くものです。私はこれが主の

み業で あることを知 っています。

イエス ・キ'リス トのみ名によって証

申し上げます。アーメン。

8月9日(土)一 般大会午前 の部 にお ける説教

福音の律法に従おう

十二使徒評議員会地区代表

エ ドワ ー ド ・Y・ 岡 崎

する兄弟姉妹の皆様、お早 うござ
愛 います

.。 れほ どた くさんの方々

がイエス ・キリス トの福音 に興味をも

って、御家族共々集っている光景は何

と素晴らしいことでしょうか。また神

殿が 日本の地にで きることはまことに

素晴らしいことで、日本人のために、

アジアの人々のために大きな祝福が与

えちれたことを心か ら感謝 します。

この大会は歴史的な出来事であるば

か りでな く、私の生涯にとって、最 も幸

せな時であります。74年前、すなわち1901

年、日本に初めての宣教師が召されて

以来、教会の大管長 と幹部 を迎えて地

域総大会が開かれるのは、日本の教会

史上 では じめてのことです。なぜ 、こ

の 日が私の生涯に とって最 も幸せな日

か と申します と、 日本の教会の発展の

ために大きな貢献をされた方々 と共に、

この大会に出席 しているか らです。発

展 と成功の鍵はあなた方の深い福音へ

の信仰 と戒めに対す る従順 さ、指導者

への信仰深い支持であります。それか

ら、宣教師に対す る皆さんの愛 と援助、

求道者への歓迎 と友情、，そして福音に

そった日常生活の模範であ ります。こ

うした成長 と発展の背後には、指導者

とその家族 、また宣教師とその御両親

の偉大な犠牲の賜があったからです。

この素晴らしい機会に心からの敬意 を

表 したい と思います。こうしたすべて、

の努力がこの偉大な地域総大会 とい う

形で報われているのです。 この大会で

お話する機会をいただ き、心から感謝

しています。私 たちは予言者を通 じて、

今が末の 日であることを教 えられてい

ます。ですから、主イエス ・キ リス ト

の再降臨に備 えなければなりません。

一体備 えとは何を意味するのでしょう

か。

マタイ伝25章 の十人のおとめのた と

え話を御存知 でしょう。兄弟姉妹、主
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の再降臨に備 えて皆さんは どの よう・に

準備 しておられますか。什分の一の律

法を御存知でしょうb皆 さんは什分の
一をきちんと払っていますか。従順の

律法を御存知でしょう。皆さんは神様

の戒めに完全に従っていますか。支持

の律法を御存知で しょう。皆 さんは皆

さんを管理するすべての監督や支部長

を心か ら支持 していますか。実行の律

法 を御存知で しょう。皆さんはイエス
・キ リス トの福音にそった生活をして

いますか。主イエス ・キリス トの生活

は心臓と同じように、皆さんの体の中

でもっとも大切なものになっています

か。知恵の言葉を御存知でしょう。皆

さんはいつどこにあっても知恵の言葉

を守 り通していますか。愛の律法 を御

存知でしょう。皆 さんは、自分 自身を

愛するように、隣人を愛 していますか。

皆さんは自分の妻や夫や子供たちゃ御両

親やそして兄弟 を愛 し尊敬 しています

か。聖句を毎 日読むように教えられま

したね。教会の基準にそった 口常生活

をするように教えられましたね。皆 さ'

んは 自分 をそのように訓練 しています

か。神殿に行かれた方々は、手 を上げ

て主 と誓約をかわしましたね。皆 さん

は今 も神殿での誓約を守 り通 していら

っしゃいますか。感謝の気持で什分の
一を納めることを初め として、これら

すべての神様の戒めを守 るたびに皆さ

んはランプの油をさし続けているので

す。やがて主の再降臨があ り、主がこ

の地 を統治されます。花婿が来た とき

油 をいっぱい備 えていた賢いおとめた

ちと同 じように、皆 さん も油がいっぱ

いに入ったランプを備えることができ

るようにお祈 りします。

私は福音が真実であることを証 しま

す。神様は私 たちのお父様です。天の

神様は私たちを大変愛していらっしゃ

います。神様 は教会 を設立するために

イエス ・キ リス トをこの地上に遣わさ

れました。長い背教の後、神様はこの

末の 日に予 言者 ジ ョセブ ・ス ミスを通

して教会 を回復 な さい ました。私 はス

ペ ンサー ・W・ キンボー ル大管長が 、

神 様が 啓示 を与 えられる現代の予 言者

で ある ことを知 って い ます。 も し私 た

ちが予 言者の警告 に 聞 き従 い、福 音の

律 法 に従 順 であれば 、主 イエ ス ・キ リ

ス トが 来 られ る とき、私 たちのランプ

は油が い っぱ いに入 ってお り、主に ま い

み える こ とが で きる ことを証 します。

私の 身 も心 も、皆様 と同 じよ うに 日本

人 です 。兄弟姉 妹 、この大会 に出席 し

た こ とを契機 に、共 に神 様の戒 めに そ

うべ くこれ まで以上 の決意 を固め よ う

では あ りませ んか。 そ して神様 のみ前

.で 再会 で きる よ うに、 ランプに油 を満

た し続け よ うでは あ りませ んか。主の

み た まが常 に皆 さんの上 にある ように

お祈 りし、イエ ス ・キ リス トのみ名 に

よって 申 し上 げ ます 。アー メン。

8月9日(土)一 般 大会午前 の部 におけ る説教

教会福祉 プ日グラム

日本大阪ステーキ部部長

神 尾 昇

先 頃・アメリ給 衆国ユタ州 を訪問
しました ときに、私は強 く感銘い

たしました。 と申しますのは、当地で

の福祉プログラムが誠に神様か らの啓

示に基づ いた素晴らしいものであること

を知 ったからです。

ソル トレー ク ・シティーでは、小麦、

ミルク、パン、缶詰食品、それに石け

んや靴など、あらゆる生活必需物資を

生産す る福祉生産工場が各所にあ りま

す。そこで作 られた各種製品はすべて、

生活に困っている教会員に責任者 を通

して無償で提供 されています。また驚

いたことは、教会員以外の人たちにも

それが行 なわれていることでした。

末日聖徒イエス ・キ.リス ト教会が、，

神様の啓示により物心両面で人々に救

いをもたらす福音を実践していること

を自分自身の目で確かめることができ

て、感謝 してお ります。

私がそれらの福祉工場 を視察 してい

て、最 も感激したことがあります。そ

れはその工場で働いている多 くの人々

の姿を目にしたことです。ある工場で

は90歳 にもなる高齢の姉妹が、旧式の

はた織 り機で ドアマ ットを織っておら

れましたが、その光景は本当に素晴ら

しいものでした。その姉妹の姿が実に

生 き生 きとしているのです。高齢で身

寄 りのない老人とは とても思えません

で した。その姉妹の姿は生きる喜 びに

満ちあふれてお り、気高ささえ感じさ

せ られました。.この老姉妹は自分の責

任を良 く理解 しており、自分の仕事 に

ついて大きな誇 り.を持 っているようで

した。
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く埋解 す るこ とがで き ました。

「わが子羊 を養 え… …」とは
、真 に主

の み 占葉 ですが 、必要 とされ るな らば、

必要 な もの を必要 なだ けいつ で も提供

で きるのが 、この教会 の福 祉計 画です 。

私 は この素晴 らしいプロ グラム が、 ソ

ル トレー ク ・シテ ィー で完全 に実施 さ

れ てい るこ とを見て参 りま した。そ し

て これ らの プロ グラム は、すべ て兄弟

愛 と相 互の犠牲 の精神 を根本 に して い

ます 。 またそれ と共 に 自立精神 を も基

本に して いるのです。

かね てよ り予 言者 は私た ちに、「1年

分 の食糧や生 活必需物 資 を貯蔵 す るよ

うに」 と勧告 して い ます。 どうか この

予 言者 の言葉 に従順 に 、忠実 に従 って

下 さい。 モルモ ン とは 、明 る く朗 らか

な民 であ り、正 直な誠実 な民で あ り、

従順 で忠 実 な民 であ ります。主 の戒め

に完全 に従 ってい る民 であ ります 。予

言者 、教 会の指導 者 、国の権i威に従順

な民 であ ります 。

今 、 この 日本 の地 で も、教会 の福 祉

プ ロ グラムが始 め られ よ う としてい ま

す。 しか し、 これ を成功へ 導 くのは、

皆 さん一 人一 人の 自立精 神で あ り、相

互の犠 牲の精神 で あ ります。私 は この

日本 で もソル トレー ク ・シテ ィ・一の よ

うな素 晴 らしい福 祉 プロ グラムが必ず

実現 され る もの と確信 して い ます 。家

庭 の夕べ によ って 各家庭 の 中に愛 を育

て、福祉 プロ グラム に よ り物心両 而 で

も福祉 が もた らされ る とい うのが 、神

様 の考 えであ り、 この教会の教 えであ

ります。

家 庭の 中にあ っては、家長 である父

親 を中心 に して 、正 しい神権管理 の も

とに信仰が築 かれ 、福音が実行 される

ときに 、大 きな導 きと祝福が ある こと

を証 いた します。 明 るい家庭 こそ限 り

ない明 日の 日本 の基礎 に なる と確信 し

てい ます 。

末 日聖徒 イエ ヌ、・キ リス ト教会 の教

えは 、真 の平 和 、家族 の団結 をす すめ、

勇気 を もって今 日正 し く生 きる 方法 を

教 えて くれ ます 。スペ ンサー ・、W・ キ

ンボー ル大管長 が、生け る予 言者であ

るこ とを心か ら証 い た します 。 イエ ス

・キ リス トのみ 名に よって申 し上げ ま

す。 アー メン。
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主に尋ねる

十二使徒評議員会補助

セ オ ト ァ ・M・ ハ ー ト ン

弟姉妹 、友 人の皆 さん 、先 日、北兄
アフ リカの悲惨な飢饅 の記事 を読

みましたが、何千人もの人が、食料不

足のために餓死 したとありました。こ

の記者は、人々の飢えや死の原因は、

人ロ過剰にあると指摘しました。人口

が増えすぎて、農業生産で支えること

ができな くなったとい うわけです。ま

た記者は、この地方の旅行談 をつぶさ

に書いています。

私はこの記事 をよんで、その誤 った

結論 に失望を感じました。彼はこの地

方の民族は、家畜の飼料用の水 を、雨

水に頼ってきた原始人であると言って

います。

以前、この地域では、樹木やかん木

や青草で家畜 を養っていましたが、家

畜が増えると、その群れが青草 を食い

始め、それを食いつ くす とかん木を、

さらに、かん木 も皆食べて しまうと、

人々は樹木を切 り倒 して、その葉を家

畜に与えました。こうして緑が皆なく

なると、土を固定 してお くものが失な

われ、砂風が吹 き荒れるようになった

わけです。その結果、雨が降 ると洪水

が起 きて、残った土 も流され、人々や

家畜の死 を招 いたのです。今ではその

土地 も、荒地や砂地 と化 し、かんばつ

が続 くようになりました。記者はこれ

らの原因は人口の過剰にあると述べて

います。

この記事をよんで、この記者の誤っ

た結論に大変驚 きました。この災害の

原因は人口過剰ではなく、無知なので

す。 災害の真 の原因 を見極 め もしない

で、すべ てを人 口過剰 のせ いに してい

ます 。

問題 は 、人 口過 剰 ではな く適切 な農

耕法 を知 らなか った こ とに よるのです。

人々は いつ までた って も進歩せ ず、昔

なが らの能率 の悪 い農作 業 に頼 って い

ました。 もし、 この 人々が 、土地 利用

や土壌 管理 、養分供 給や 農作物 の使用 、

また土地 、水 、家畜 の管理な どにつ い

て正 し く教 え られ ていた な ら、 この災

害は避 け られた はず でする真理 は あっ

て も、それ を知 らなか ったために 、餓

死 して しまったのです 。

神 は多 くの真理 を備 え られ ましたが 、

私 たちがその扱 い方 を知 らず、利用 し

ない限 り、真理 も役 に立 ち ません 。耳

を傾 けなければ 、 また理解 しない とし

たら、知 識は何 の用 をなす で し ょうか。

パ ウロは次の よ うに神か ら来 る知識 に

ついて、ローマ 人に説 いてい ます。.『主

のみ名 を呼び求 め る者 は、すべ て救 わ

れ る』とあ る。 しか し、信 じた こ とのな

い者 を、 ど うして呼 び求 め るこ とがあ

ろ うか。 聞 いた こ とのない者 を、 どう

して信 じるこ とが あろ うか。宣べ伝 え

る者 がい な くては 、 どうして聞 くこ と

が あろ うか 。」(ロ ーマ10：13、14)

この 点 は霊 的知識 も、 この世 の知識

も同様 に真実 で ある と言 えます。知 識

は実践す る ときに力 とな りますが、 ま

ずそれ を知 る必要が あ ります 。主が予

言者 を送 り、人 々に真理 を教 え られ る

の もこのためです 。時に は、神 の予言

者が存在 し、神が子供たちを愛 してい

て丸このような知識を送 られるなどと

いうことをなかなか信 じられないか も

しれません。

創世の昔 、人は皆、神について知っ

ていました。アダムやイブが、 自分の

経験か ら、神について教えたか らです。

家族が増えて、子供たちが親に不従順

になるにつれ、彼らは神 を離れ、神 を

信 じないようにな りました。こうして、

神の知識はある人々から失われ、この

世に罪や苦悩や不幸がもたらされまし

た。

それで も神は子供たちを愛 しておら

れ ます。私たちが神の喜ばれないこと

をす るとき、神 は悲 しまれますが、愛

す ることをやめたり、みそばに引き上

げる努力をやめられた りするこ とはあ

りませ ん。私たちは皆、神の子 ですか

ら、神は折にふれて、予言者 を送 り、

地上に光や知識をもたらされるのです。

その予言者が皆 さんの もとに送られ

ました。皆 さんが特別の子供だか らで

す。皆さんは、予言者が真理について

証 をしている今 日、それに耳を傾ける

特権があ ります。予言者たちの語る神

の言葉に耳を傾 けるならば、霊的な面

での真理だけでな く、この世について

の真理や知識 をも見い出すことでしょ

う。

またこの教えから、さらに健康にな

り、さらに幸福になり、日々の必要や

家族の必要を充たすのに十分なものが

得 られるでしょう。神の教 えに心から
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従 うな ら、神 は皆 さんや 、家族 に天 の

窓 を開か れ、あふ れ る程の祝福 を与 え

て下 さるこ とで しょう。

では なぜ世 の人 々は この知 識 を受 け

入れ ないので し ょうか。 またなぜ それ

か ら利益 を受 け よ うとしないので しょ

うか。.大部分 は 、無知 や無関心 が原 因

です。人 々は神 が存在 し、人々 を愛 し

てお り、幸福 にな る方 法 を告 げ る使者

を送 られ たこ とを素直 に信 じよう とし

ませ ん。私 た ちは 、 自分の生活 に安 住

し、親や隣 人の伝統 に縛 られ て、容易

に生活 を変 え よう とは しませ ん。偏 見

を持 って いた ら、決 して学べ ませ ん。

誰か が新 しい知 識 を持 ち込ん で も、周

囲の慣行 や信 条に従 お う とす る傾 向が

あ り、 自分 で耳 を傾 けて、決 断 を下 そ

うとは し ませ ん。伝 統 的な信 条や 慣行

が 、真実 の原則な ら、変 える必要 は あ

りませ んが 、それが よい こ とか ど うか

は、少な くともそれ を研 究 し、事 の真

偽 を確 かめ てか ら、知 る こ とが で きる

のです。

モルモ ン経 には 、この原則 の一 例が

記 されて います 。神 の予 言者 リ「 ハ イ

は、神 か ら、破壊 が 迫 って い ると警告

された とき、神 を宿 じました。 リーハ

イは家族 を連 れてエ ルサ レム を去 り、

神 が正 しい人のため に備 えられた地に

向けて旅 立 ち ました。 この家族 は 、度

々苦 難に遭 い ましたが 、 これ はす べて 、

彼 らを安 全 な良い土地 に導 くため で し

た。 この旅行 中、息子 の レーマ ン とレ

ミュエ ル が 父 親 に 背 き、父親 が与 え

た教 えを信 じるこ とを拒み ま した。ふ

た り共 、心が かた くなで、頑 固で ある

ばか りか 、こ とご とく神 の道 に反 した

こ とを行 なお う としました。リーハ イは

彼 らをきび し くしか り、心 を入れ変 え

て、神 を信 じるように言い ま した。神

の教 えに従 って、神 の加護 を得 て幸せ

にな るよ うすす め たの です。 それで も

息子 た ちの争 いは絶 えず、父の教 えに

背 いて 、父が予 言者 であ るこ とを信 じ

ませ んで した。 これ はち ょっ と変 わ っ

た例 ですが 、神 はす でに家族 のために

奇 跡 を行 ない、 またふ た り共 、父の言

葉 を証す る神 の天使 さえ も目に したの

です。 しか し、頑 固で無 関心 な彼 らは 、

神の命令 に従 お う とは しませ んで した。

父 リーハ イは、 た とえ を借 りて、神

は義 しい人 々 をその地 で守 られる と教

え、かん らんの木の た とえで、良 い枝

をつ ぐと良 い 実 が 得 られ る と説 明 し

ま した。木 の根 が弱 くな った場合 、野

性 の枝 をつ いで、良 い実 を結ばせ る と

い うものです。 こう して、 よ く面倒 を

みれ ば、良 い実 が とれ ます。 リーハ イ

の言 っこのか ん らんの木 のた とえ話 は、

地上 の義 しい人々 を守 られ る主 の計画

の こ とを言 って い ます。 この ため に彼

らは旅 立ち 、忠実 で ある限 り、彼 らと

その子供 た ちに栄光 ある将 来が約 束 さ

れ たのです。

しか しなが ら、 レーマ ン とレ ミュエ

ルは 、父 リーハ イの言葉 に耳 を傾 けず、

これ を理解 で きませ ん で した。耳 では

聞 いて も、心 では聞 いていなか ったの

です。一方 弟のニー フ ァイは 、この真

理 を皆 信 じ、 自ら主 に祈 り、父 である

予 言者リーハ イの教 えた ことを解 き明か

して くれ る よう願 い ました。ニマ ファ

イはみ たまに感 じ、父親の教 えて くれ

たことを悟 りま した。 ニー ファイは兄 た

ちがそれ につい て言 い争 うの を聞 いて、

暗 い気持 にな りま した。そ こで、兄 た

ちに争論 の原因 を尋 ね る と、次 のよ う

に答 えま した。「見 よ、われらの父は 『か

んらん』の木の元 の 自然 の枝 と異邦 人と

のこ とにつ いて話 をしたが 、その言葉 は

何 のことだかわからない。」(1ニー フ ァイ

15：7)ニ ー ファイは答 えて、 「それ

で私 は あなたが たは主に尋 ねたか と言

った ら、兄 弟た ちは 『主に尋ね てはい

ない。主 は こん なこ とをわ れわれに知

らせ な いか らで ある』と言 った。」(1ニ

ー フ ァイ15：8
，9)

この 答えは 、世 界 中の人々か らよく聞

きます。神 は過去 におけ る と同様 に今

日も予言者 を通 じて語 って お られ ます

が 、人 々はその こ とを信 じよ うとは し

ませ ん。 その ため に現状に満 足 し切 っ

て、無知 、盲 目の うちに過 ご してい る

のです。

偉 大 な予 言者 ニー フ ァイは、兄た ち

の 「神 はその よ うな こ とを人にはな さ

れない」 とい う言葉 を聞 き、これに対

して、偉大 な真理 を教 えま した。神の

み 言葉 を引用 して、ニー ファイは次の

よ うに答 え ました。

「もし汝 らその心 をか た くなにせ ず
、

答 えを受 くと信 じ、固 き信仰 を持 ち、わ
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・が 誠 命 を勤 勉 に守 りてわれ に願わ ば

必ず これ らの こ とを汝 らに示 さるべ し」

(1ニ ー フ ァイ15：11)

私 た ちは、神 の命令 に従 い、み こ こ

ろを行 ない、 それにつ いて祈 るな らば、

知識 ばか りで な く、祝 福 も受 けて 、家

族 をさ らに幸福 に し、 人生 の大 きな喜

び を見出す こ とが で きます 。神の戒 め

に完全に従 った生 活 を送 りさえす れば

よいのです。 た とえ 、光や知 識 を求 め

て も、 自分の生 活 を変 えよ うと しなけ

れば、』神の祝福 では あ りませ ん。 これ

は両親 とて も同 じです。 もし不従順 な

息子が いて 、言 いつけ を守 らな ければ 、

相 応の報 いや祝 福 は与 え られ ませ ん。

息子 を愛 していて も、報 い を与 え るの

は、彼が行 ない を改め て、勤勉 で従順

に なった時 です 。神 との関係 で も同 じ

こ とが言 え ます 。神 の教 えに従 って は

じめて 、さ らに偉大 な光 と知識 が与 え

られ るのです 。

天 には、私 た ち一 人一 人の 父で あ り、

生命 と行動 の源 である神 が存在 します 。

神 は生 きてお られ 、私 た ちを導 く予言

者 を召 されて、御 自身 をあ らわ され 、

真理や知識 を啓示 され るの です 。

私が 考え ます に、これ程 、平安 を も

た らす メッセー ジは他 にな い と思 いま

す 。神 は生 きてお られ ます。私 は孤独

ではあ りませ ん。私 は神の子 なの です 。

誰 で もその心に神聖 な きらめ きが あ り

ます。 これ を皆 、深 く悟 り、真 の知識

を持 って欲 しい と願 って います 。 この

知識 は何 とい う慰め 、何 とい う確 信 を

もた らす ことで し ょうか。小 さな例 を

あげて、神 の啓示に よって 、いかに信

仰 の面 で認 識が深め られるか ぐみて み.1

ま・しょう、。

東洋 には 、両親 と先祖 を敬 う伝 統が

あ ります。 これ は本 当に うるわ しい伝 、

統 です。 しか し、.一体 、何 人め人 が 、

この伝 統の起源や存 続理 由 を御 存知 で

しょうか。 この伝統 ほ、神 の神 聖 な真

理 に基づ くもの です 。 しか し、長年 の

うちに、 この習慣 の真 の 目的 と理由が

失 われて.しまいま したも 神 は この末 の

日に予 言者 を通 して、イ章大 な真 理.を示

され ましたが、 それ は 、「私 た ちは皆 、.

神 の子」 とい うこ と.にっ き ます 。

神権 すなわ ち神 の権能に基づ く祝福

は 、族長 の権威 に よって私 た ちに もた

らされ ます。私 た ちの血管 を流 れる血

液 は、私 た ちの実体 に満 ちて いる霊 に

よ く似 てい ます 。その霊 が、神 のみた

ま と交 わ って、その影響 力 を感ず ると、

神 の教 えに従 う、信仰 と勇気が わいて

き ます 。

こうして、血 統に よ り、私 たちは、

報 い と祝福 を受 け 、また神 が約束 され

た光 と知識 を受 けています。 これ を「先

祖 にな された約 束」 と言い ます 。

義 な る両 親に忠実 にな るこ とに よっ

て、正 統 の権i利や祝福 を受 けつ いで 、

子孫 に伝 える こ とが で きます 。 これ こ

そ真の意味 で、両親 を敬 うこ となの で

す 。幸 いに も、 白本 には 、両親 を敬 う

習慣が残 ってい ます 。 この偉大 な価値

あ る習慣 を残すに は、両親 が、神 に忠

実 で なければ な りませ ん。両 親が 、そ

り単 と知謙 を朱い・・神 の戒めを守 らな
壷 よう.たなるとご子供 たちも離れて、

祝福を堂げられタ<.な1>ま す6そ ：し}て

闇に迷い込んでしまうのです6で すか

らぐ両親に従 うことは、子供に と.って、

祝福にもめろいにもなるわけです』こ

醜 μとμ・＼光 ・・購 ζ㊥ 親ρ

行重かにか：かっでヤ・ま・す。

先祖が頃ちg)力 では どうにもできな

い状況の下に置かれたためにい神に閥

する教えを受け入れることがでぎなか

った場合でも、神1ヰや{：まり彼ちを愛 し、

決して拒まれないのです。ごの』ことは

末 目に与えちれ為啓示か ら明ちカ・です。

事実1神 は、私 た ち子孫が その先祖 を

.救 える方法 を備之て.下さいました。1.

死 んでゐ霊体生 きていますか ら・霊
界 で、宣融師φ教 えを受けていること

でレようρ.舞祖が霊界で、真理を牽け

入れて信仰を持てば、私たちが地上で

身代おり1の儀式 を受け ること.によって、

彼らも完全な栄光 を受けることができ

ます。ただ し、福音 を信 じ、受け入れ

ることが必要です。

ですから1祖 先 を敬 うことは、真理

が基になつて㍗るわけです。 しか し、

もっと先祖のために働 く必要がありま

す。思い由 した り祈 ったりす，るだけで
.は不十分です

。地上で、実 際に祖先の

ために働 く必要があ ります。祖先には

自分の手ででぎないことがあるか らで
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す 。 花や お供 えではな く、祖先 の ため

に本当の犠 牲 を払 って働か なければ な

りませ ん 。バ プテスマや他 の祝 福 を代

わって受 け るこ とです。 これ を理解す

る時に 、両 親 を敬 う東洋 の伝 統 も、真

理 が基礎 にな ってい るこ とがわか るの

です。.そ して 、ひ とたび、本当の理 由

を理 解す ると、 もっ ともっ と先祖 を敬

うよ うにな ります 。他 の人た ちは 、た い

だ理由 も知 らず に習慣 に従 って いるだ

けです 。その ような人 は、それ程先祖

を敬 ってい ませ ん。 で も真理 を悟 った

私 た ちは、完全 に敬 うこ とが で きます。

神 の真 の予言者 を持つ価値 は 、こ こに

あ ります 。

最：初 に 申 しました ように、知識 に飢

えるこ とが ない よ うた して下 さい。神

の望 んでお られ る豊か な家庭生活 が可

能 とな るよ う、真理 を求め 、その知 識

を用 い ま しょう。

証 申し上 げ ます 。神 は生 きてお られ 、

イエスは神 の独 り子 であ り、イエ スの

おか げで 、私 たちは、完全 な祝福 を受

ける こ とが で きるよ うに なったの です 。

ジ ョセ ブ ・ス ミスは確 か に神 と御 子 に

まみ えて 、・言葉 を交 わ し、また確 か に

私 た ちを神 のみ前 に導 くため の権 能 を ・

授 か りま した。

この末 日聖 徒 イエス ・キ リス ト教会

は、神が組織 され た教会 です。完全 な

知 識 と権能 を持つ 唯一の教会 です。私

た ちは神 に召 され 、権 能 を授 か って い

る予 言者 に導 かれています。 「主が この

ように言 った」 とは予言者 の言葉 です 。

隣i人や 友人め習慣 に押 されて道 をそ

れな いよ うに して下 さい。皆 さん も、

正 しい生 活 をして、真理 を求 ぬ られ ま

す よ うに。

それか ら、 キ リス トの福音 の回復 に

つ いて証 を自分 で得 るこ とがで きるよ

う、神 に願 い求め て下 さい。 この よ う

な知 識 を得 られ 、更に努 力 をつづ け る

と、一層 深レ{、光 と知 識 を得 、神の祝

福 を受 け ることが で きます。

イエ ス ・キ リス トのみ名 に よ り証 し

ます。アー メン。
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兄 弟姉妹の皆さん・.私はこのすばら
しい地 域総大会 に 出席 す るため 、

数 日前 に この美 し く偉：大 な 日本 の地 に

参 りま したが 、これ までに 目に した数

々 の もの、お会 い した人々 、それに心

に抱 いた数 々の思 いは、 まこ とに麗 し

い もので ござい ま した。 この機 会 をい

ただいて何 よ りもまず 、皆様 に とって

励 まし とな り、助け とな る事柄 につ い

てお話 したい と思 い ます。'それが可能

か 否か は ともか く、 そ うしたい気持 は

い っぱ いで す 。

数年前 に、 ソル トレー ク ・シテ ィー

の私の オフ ィスで経 験 した こ とをお話

したい と思い ます 。そ の 日、私 はカ リ

フ ォルニアか.らのふた りの客の訪 問 を

受 け ま した。 その うちのひ と りは教会

員 で した。彼 は 自己紹介 をす ませ る と、

他 のひ と りが教会 員 でない こ とを告 げ

ま した。 その友 人は 、長年 、法 律 を学

び 、法律 の業務 を営 んでい ま した。世

界 で最 も優れ た幾 人か の法律学 者の も

とで学び 、また長 い間法律 の仕 事 を続

けて、非常 な成功 をお さめ てい ま した。

最近8年 間は、 カ リフ ォル ニアの高等

裁 判所で判事 をしてい る との こ とで し

動 た。

愉快 な方 々で 、私 た ちはす っか り打

ち解 け合 い、楽 しい時 間 を過 ご しまし

た。 しか し、楽 し く語 ら うこ とが 目的

では ない ことを知 つていた私は、「ソル

トレー クに滞在 中、何か お手伝 いで き

るこ とがあ ります か」 と尋 ね ま した。

す る と判事 が 、「あな た の教 会 は正 当

8月9日(土)一 般大会午前の部 にお ける説教

青写真

十二使徒評議員会補助 ・

ス タ ー リン グ ・W・ シ ル

な権能 を もつ 、世 界で唯一 の真の教会

であ る と信 じてい らっしゃるの です ね」

と問 いか けて きました。その時の 彼の

目に は、 その ような こ とはあ り得 ない

し、 自分 の知 らない こ とをほか の人や

グルー プが知 ってい るな ど とは考 え ら

れ ない とい う気持 が あ りあ りとうかが

えま した。

私 は同 じよ うな事態 に遭 遇 した人の

こ とを知 ってい ます 。あ る人たちは、

自分 の見解 が幾分利 己的 で、独 断的だ

とみな され るこ とを恐れ 、その問 いに

答 え ないでその場か ら逃 げて しまい、

結局 ひ どく教 会 の威 信が損 なわれ て し

まったの です。

私 は それ を繰 り返 した くな い と思 い

ました。 ですか ら彼 に、「私 はそのよ う

に信 じてい ます。 しか し午 前 中いっぱ

いか けて もあなたは満 足な供 述書 をお

作 りになれ ない と思 います」 と答 えま

した。それか ら私 は彼 の質問 を確 認 し

て 、「この教 会 が正 しい権 能 をもつ、

世 界 で唯 一 の真 の教：会 であ るこ とを信

じています。」 と申しま.した。す ると彼

は 「ここに座 ってい る問に少 しばか り

あなたの こ とを観察 して いま した。 あ

なたは道理 をよ くわか ってい らっしゃ

る方 の よ うです。信 じるには それ相 当

の理 由が あ る と思 い ます」 とお っ しゃ

い ました。

そ こで私 が 、「もしよろしければ 、4

つ の理 由 を挙 げ まし ょう」 と申 します

と、彼 は 「是非 お聞かせ下 さい」 と言

われ ま した。 「喜 んでそうさせ ていただ

きます 。 です けれ ど も、 その前 に幾つ

か の質問 にお答 え下 さい ませ んか」 と

申「します と、「よろ しいです とも」 とい

う返事 で した。「先 ほ どの話 では、あな

たは長年法律 を学 び、法律 の仕事 をし

てい らっ しゃ った との こ とです ね」 と

尋 ね る と、「そ の とお りです」とい う返

事 で した。「そ して非 常 に成 功 してい

らっしゃるのです ね。」す ると彼は 「そ

うだ といいの です が」 と答え ました5

「あなたのこ友 入 の話 では
、 とて も成功

なさった との こ とです 。その よ うな印

象 を私 も受 け ます。 ところで 、 もし私

が カ リフ ォルニアの あな たの法廷 で、

何か 真実 でない事柄 を首尾 よ く通 そ う

とす る として も、ち ょっ とそれは難 し

いこ とで しょうね 。」する と彼は言われ

ま した。 「難 しいですね。法廷 では私 を

偽 れな いで し ょう。」 そこで私 が、「で

は今 朝 、私 が偽 りの全 くない真実 を語

った ら、あな たはそれ を真実 と見 きわ

め るこ とがお で きに な りますね」 と申

します と、彼 は 「で き ます」 と答 えま

した。 次に 「その よ うな御 方で した ら、

これ まで御 存知 なか った事 実 を見 いだ

した ら、そ れ を受け 入れ るこ とが で き

る と思 い ます が 、いかがですか」 と申

します と、「信 じる こ とはすべ ていつ

も受 け 入 れ ます 」 とい う返事 で した。

とて も楽 しい会話 で した。私 たちは

ひ ざをま じえ、手 を彼の ひ ざに置いて㌔

時折 親 しげに軽 くたたけ るほ どの距離

に座 りま した。そ して で きるか ぎ りの

親 しみ を込 め て、「それはすば らしい。
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私の話か ら、この教会が正当な権能 を

もつ、世界で唯一の真の教会であるこ

とを御理解いただけるで しょ'うが、そ

の前に申しあげたいことがあ ります」

と申しました。すると彼は 「望む とこ

ろです」 とおっしゃいました。私は リ

グラン ド・リチャー ズ長老のロサンゼ

ルス神殿の青写真の話をしました。

御存知のように、 リチャーズ長老は

ロサンゼルス神殿の建築中に管理監督

をしておられました。工事の仕上げが

行なわれていた丁度 その頃、全国の牧

師がソル トレー ク ・シティーのホテル

ユ タで会議 を開 きました。そのホテル

は教会本部 ビルのす ぐ隣 りにあ ります。

彼 らは5日 間滞在す る予定でした。そ

こで彼 らは、私たちの教会から正式に

だれかを招 いて一般 に言い広め られて

いるうわさではな く、直接にモルモン

が信 じている事柄 を説明 してもらうと

いうことに しました。

大管長会へ宛てたこの招請に応えて、

リグラン ド・リチャーズ長老がその会

議に出席することになり、 リチャーズ

長老はロサンゼルス神殿の青写真 を携

えて行かれたわけです。

その青写真は87ペ ージにのぼ り、大

きさは縦1.2メ ー トル横75セ ンチでロ

サ ンゼルス神殿のすべてが網羅 されて

いました。 ドアや窓、通 風 孔、 照 明

設備、壁板 、床、そのすべてが記入さ

れていました。 リチャーズ長老はそれ

を彼らに見せると、「世 界には数 限 り

ない建物がありますが、これに合致す

るものはただひとつです」と話されま

した。

それから新約聖書 を取 り上げて言わ

れました。「およそ1900年 前に神の御

子はこの地上に教会 を設立 され ました

が、教会を表わすのにやは りこの建物

のたとえを使っておられます。『建物全

体が組み合わされ、主にある聖なる宮

に成長 し』(エ ペ ソ2：21)と 聖書に

あ ります。」次い で出席 している人々

に言われ ました。「話に入る前に、皆

さんが新約聖書 をどう考えていらっし

ゃるか、まず知ってお きたい と思いま

す。」ーするとひ とりが立ち上がって、
「新約聖書はキリス ト教の信仰 と慣例

を規定する唯一の書物です」 と答えら
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れ ま した。

「では
、 どの位 の割 合 で信 じてお ら

れ ますか 。10パ ー セ ン トですか 、50パ

ーセン トですか
、90パ ーセ ン トですか 。」

ひ と りの人が答 え られ ま した。 「100パ

ー セ ン トです
。」 「それ では話は簡単 で

す 。青写真 に合 う教 会 を見 つけ さえす

れば よいわけ です 。正 しい教 会 はふ た

つ とな い の です 。『主 は一 つ、信仰 は

一 つ
、バ プテ スマ は一 つ 』(エ ペ ソ4

：5)と 聖 書 にあ ります。 認め られて

いな い教義 を説 くことは極 めて重 い罪

で ある と使 徒パ ウロは言 うてい ます 。

『た とい わ た したちで あろ う と
、天 か

らの御使 いで あろ うと、わた したちが

宣 べ伝 えた福音 に反す るこ とをあなた

が たに宣べ伝 えるな ら、その人 はのろ

われ るべ きで ある』(ガ ラテヤ1：8)

と彼 は語 って います 。 これはか な り厳

しい言葉 です」 と リチ ャー ズ長老 は話

され ま した。

それ か ら私 は ふ だ りの訪 問者 に、

「これ につ いで話 し合 いませ んか」と申

しました。す る と判事 は 、 「私 もその

牧 師の よ うに、 キ リス ト教 の信仰 と慣

例 を規定す るもの は聖 書 だけだ と思 い

ます」 とおっ しゃい ま した。それ で私

は、「私 は この教 会 を代 表 します ので

あな たは他 の教会すべ て を代 表 して下

さい。 そ して青写真 に合致 す る教会 を

見つけ ま しょ う」 と提 案 しました。

「キ リス トの 本 当 の教 会 は完 全 でな

ければ な りません 。教 義 に過不 足が あ

っては な らな いの です。 『私 は適 当 に

や って い ます』 とい う人が い ましたが 、

キ・リス トの教会はそのようなあいまい

なものではあ りません。完全な もので

す。聖書の一部を信 じるだけではキリ

ス トの弟子 とは言えません。無神論者

でも聖書の一部は信 じているのですか

ら。教義はみな人の教義ではな くキ リ

ス トの教義でなければな りません。歴

史を見ると、正 しくない教義 を教えた

例がたくさんあります。キ リス トの時

代に起こった苦難について、イザヤは

言っています。『地 はその住む民の下

に汚された。これは彼らが律法にそむ.

き、儀式をかえ、とこしえの契約を破っ

たからだ』(欽 定訳 イザヤ24：5)そ れ

か ら新約聖 書の終 りのところに、『も

しこれに書 き加える者があれば、神は

その人に、この書に書かれている災害

を加 えられる。また、もしこの預言の

書の言葉 をとり除 く者があれば、神は

その人の受 くべ き分 を、この書に書か

れ ているいのちの木と聖なる都か らと

り除か れる』(黙 示22：18、19)と あ

ります。つ まり、青写真 を変 えてはな

らないのです。あなたがある建物の設

計者だったと致 しましょう。そこへあ

る人が来て計画を変 えたとします。窓

をつけるはずの所ヘ ドアをつけ、照明

設備の所へ空気孔をつけ、建物本来の

機能 を果たさないように部屋の配置 を

変えた とします。これでは全部 を壊 し

たほうがまだましでしょう。」、

判事 もこの考 えには納得されました。

そこで私 は申しました。「私 たちはた

だ青写真に合致 した教義を見つけ出す

だけです。そのひ とつは、主がおっし

司
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やった主の教会 につ いて です 。教会 は

主 のみ名 で呼 ばれ 、教 会 のこ とは主 の

み名に よって、つ ま りイエ ス ・キ・リス

トのみ名 に よって行 な うよ うに とお っ

しゃって い ます。判事 さん、あ なたは

この教会以 外に 、イエ ス ・キ リス ト教

会 と呼 ばれ て い る教 会 を御 存 知 です

か。 もちろん私 たちの教会 の名 には末

日聖徒 とつ いて い ますが 、 これ は他 の

時代 の教会 と区別す るたあ この ように

呼ぶ よ う、主が直接 に命 じられ たか ら

です。」 す る と彼 は 「存 じ ませ ん」 と

答 えられ ました。

「教 義 の第2番 目は
、『使徒 たちや預

言者 たち とい う土 台の上 に建 て られ た

もの であ って 、キ リス ト ・イエ ス ご 自

身が隅 のか し ら石 で ある』(エ ペ ソ2

：20)と い う点 です。 この教会 以外 に

使徒 や予 言者 とい う土 台の上 に建 て ら

れ 、キ リス トが 隅のか しら石 であ る教

会 を御 存知 です か。」 「存 じませ ん」 と

彼 は答 えま した。

「教 義 の第3番 目は
、主が お っ しゃ

った ように 、教 会 に その他 の役 員が い

るか とい うこ とです 。すなわ ち、・大祭

司 、七十 人、長老 、監督 、祭 司、教師 、

執事が いて 、信仰 の一致 に到達 す る よ

うに と、主 は言 っていらっしゃいますd

判 事 は その ような教会 を知 りませ んで

した。

「教 義 の第4番 目として
、無 報酬 で

働 く宣 教師のいる教会 を御存知 ですかd

そ の答 も否 で した。

「教 義 の 第5番 目は
、主が お っ しゃ

った方 法 で召 され た人が いるか ど うか
F
阿 売 齪 巨

です。主 は 『わた しが あな たが た を選

んだの であ る』(ヨ ハ ネ15：16)と お

っ しゃってい ます 。主 のみ名 を使 って

自分 を召す こ とは重大 な罪 で す 。」 判

事 は 「わか りま した」 と答 え られ まし

た。

「今 日の他 の 教会 の牧 師 は 自らを召

して います。 医師や弁護士 や牧 師に も

な りたいが、特 に牧師 になり たか った

とします。 そのため に神 学校へ行 って

学び 、宗教 を説け るよ うに訓練 を受 け

ます。 そ して 自分 が正 しい と思 った こ

とを教 え ます 。で もこれは 、主 の時代

の方法 では あ りませ ん。 『だ れ もこの

栄誉 あ る務 を 自分 で得 るの ではな く、

ア ロ ンの場合 の よ うに、神 の召 しに よ

って受けるのであ る。』(ヘ ブル5：4)

と聖 書 に あ ります。」 す る と彼は 「その

よ うな 自分か ら職 を望 まない教 会 は、

あなたの教会 だけ です 」 と答 えられ ま

した。

ほかに も永遠の結婚 や神 殿の 目的 な

ど、た くさんの こ とを話 し合 い ま した。

そ して最後 に聖書 に述べ られて いる死

者 の救 い につ いて話 しま した。「死者 の

バ プテ スマ を行 ない、神殿 で神 聖 な儀

式 を行 なって いる教 会 をほかに御存知

ですか。」 彼 は知 らな い と答 え られ ま

した。 「けれ ども聖 書 に は その こ とが

記 さ れ て い ます ね 。」私が そ う言 うと、

彼 は「は い」 と答 え られ ま した。 「イエ

スは獄 に捕 われ てい る霊 、つ ま りノア

の箱舟 が造 られ ていた 間、神 が寛容 を

もって待 ってお られた のに従 わなか っ

た者 たちの所へ行 かれ たこ とか ら、イ'
口 襲[穿[虜[

エス ご 自身 もこれ を信 じてお られ たこ

とが わか ります ね。」(1ペ テ ロ3：19、

20参 照)「は いd「 パ ウロ もですね。」「は

いd「 ペ テロ もです ね。」「は い。」 匹み な

そ の こ とを説 いて いますねd「 はいd「で

もあなたはお信 じに な らな いd「 はいd

私 は手 を伸 ば して彼 のひ ざを軽 くた

た き、「あ な た はす ば らしい方です。

立派 な法 律家 で、立派 な方で あ り、立

派な判事 です 。 この話 に入 る前に 、あ

な たは新 約聖書 のすべ て を信 じている

とお っ しゃい ましたね。で もあなたの

信 じてお られ る こ とは何 ひ とつ 出て き

ませ ん。けれ ども最：も大切 な教義 につ

いてた くさんお話 しました。 もしあな

たが新約 聖書 を信 じてお られ るな ら、

その教義 をお 認め にな るはず です 。 も

し教義 をお認 めに な らなけれ ば、新約

聖書 を信 じてい る と言い切 れ ないはず

です 。 ところで話 を まとめ ます が、私

たちの語 り合 ったこれ らすべ ての教義

を信 じている教会 がほかにあ りますか。」

「いい え
。」 「で は この 内 の10パ ーセ ン

トで も信 じてい る教 会が ほか にあ りま

すかd「 いい えd「 私の属 してい る教

会 が その教義 か ら外れた り、ほんの ち

ょっ とで も信 じてい ない点が どこか あ

りますかd「 いいえ司 「では この教会

は正 当な権 威 を もつ 、世 界で唯一真の

教会 とい うわけ ですねd「 そ うか も し

れ ませ んd

そ こで私 は こ う言 い ま した 。 「判 事

さん 、私 が カ リフ オルニ アであな たの

法廷 に立 ち、一 点の疑 う余地 もな い確

実 な 、権 威あ る証拠 が あ り、あな たが
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完全 に それ を認めて い る時 に、『そ う

か もしれ ませ ん』 と答 えて よい もの で

しょうかd「 いい えd「 では返事 を変

えていた だ きたいの です がd「 は い司

「結構 です
。 では もう一 度 質 問 をしま

しょう。私 たちの話 し合 った新約 聖書

の教義 をすべ て信 じてい る教会 を、こ

の教 会以外に御存知ですかd「 いいえ。」

「では10パ ー セ ン トで も信 じてい る教

会 を御存知 ですかd「 い いえd「 では、

私の属 してい る教会 がその教義 か ら外

れ 、ほんのち ょっ とで も信 じて いない

点 が どこか あ ります か。」「い い え。」

「それでは この教 会 は 正 当 な 権 能 を も

つ 、世 界で唯一真 の教 会 とい うわけで

すね。」 「はいd「 そ うお信 じに な りま

すかd「 はい，」 「ではお 入 りに な りま

す かd「 は いd「 今 す ぐに で す か司

「はい
。」 その午後 、彼はバ プテ スマ を

受 け られ ました。

それは私の力 に よる ものだ とは思い

ませ ん。教会員が 彼 を連 れて来 られた

のです。 きっ と彼は福音 を研 究 し、バ

プテスマの約束 をとって お られ たので

しょう。 自分 の誤 った考 えで な く、主

のみ言葉 に確信 を持 つ必要 が あ るとい

う大切 な原則が 、 この対話 の 中にあ る

と思い ます。新約聖 書 を全面的 に信 じ

る と言 う ときには、選択 の余地 は全 く

あ りませ ん。 この教 会 を信 じなければ

な らないの です 。 このこ とを全世 界の

人々に 申し上 げたい と思 い ます 。

真の教会 を確 認す るために は、主 の

献身的な弟子 として その教 えに従 って

生活す る とい う過 去 の体 験は必要 あ り

ませ ん。聖書 を読 ん で理 解す れば、 そ

れだけ で主 の教 会は どれかが わか りま

す。

話は そこまで進み 、私 はふ た りに 、

「私 の属 してい る教 会 を信 じるには4

つ の理由が あ る と初め に 申 し上 げ ま し

たが 、以上が その ひ とつ です 。他の3

つ の理由 を申 しあげ ましょ うかdと 話

しました所 、¶「是 非 お願 い します」と

の こ とで した。「第2の 理 由 は この教

会では 自分 で真理 の証 を持づ こ とが で

きる乏 い うこ とです 。モ ロナ イは モル

モ ン経の記録 を残す に当た って この よ

うに記 して い ます。 『ま たこの 記 録 を

受け る時vそ れが真実 な もの か ど うか
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を キ リス トの御 名に よって永遠 の父な'

る神 に問 え。 もし誠心誠 意 でその上 キ

リス トを信 じなが ら問 うな らば 、神 は

聖霊 の力に よって この記録が確 かな も

の であ るこ とをあな たた ちに示 した も

うにちが いない。』(モ ロナ イ10：4)

こ れ はモル モ ン経の 言葉 です。 ですか

ら受 け入れ るか否か は 自由 です 。 しか

し聖書 に も同様 な意 味の言葉が た くさ 幽

ん あ ります 。 例 えば 、 『求め よ、そ う

す れば、与 え られ るであ ろ う。捜せ 、

そ うすれば 、見 いだす で あ ろ う。』 こ

れ は と りもなお さず 、捜 さない者は見

いだせ ない とい うこ とです 。 また 『門

をたたけ 、そ うすれ ば、 あけて もらえ

るであ ろ う』 とい う言葉 もあ ります。

第3の 理 由は 『神 のみ こ ころ を行 お

うと思 う者 であれ ば、だれ で も……教

えがわか るであ ろ う』(ヨ ハ ネ7：17)

とい う主 の言葉 にあ ります 。私 はかつ

て経験 したあ る事柄 を友 人た ちに話 し

た こ とが あ ります 。それ は、あ る友 人

が私 を職場 か ら自動 車 で家 まで送 って

くれ た ときの こ とです。私 た ちはシー

トベ ル トを締め てい ま した。間 もな く

彼は太 い葉巻 きタバ コに火 をつ け、私

た ちは もうも うたる煙 に包 まれ た まま

家に 向か い ま した。か な り走 った所 で

彼 は こう切 り出 しま した。 『シル兄 弟。

僕 も君 と同 じよ うに福音 に対す る強い

証 を持 ち たい と思 うよ。』『福 音 に対 す

る強 い証 を持 ちたい って、 ど うい う意

味だ い。』『その言葉 どお りさ。君 と同

じよ うに福 音 に対 す る強い証 を持 ちた

いの さ。』私 は 少 し砕 けた態 度 で要点

をはずさないように と願 いなが ら、『ビ

ル 、1日 に何本 吸 って い るんだ い』 と

言 いま した。彼 は 『7本 さ∫ と答 え ま

した。 『毎 月 どの位 飲む んだ い。』『150

ドル だね。』 『君 は道徳 の点 で も少 しル

ー ズなん じゃないのか
。女 の子 を追 い

まわ して、 しちゃ いけ ない こ とをた く

さん して るん だ ろ う。』 す る と彼 は、

『そ うなんだ
。 で も、福 音 が真 実 だ っ

て こ と知 ってた ら、 そんな こ としなか

った と思 うよ。』.『ビル、君 は大切 な こ

とを誤 解 してい るよ うだね。主 は、姦

淫 をして いる老 や酒 を飲む者や1戒 め

に従 わな い者 にそのみ こころを知 らせ

る とはお っ.しゃって いない よ。主が そ

のみ ここ ろを知 らせ て下 さるのは、予

言者や 、福 音 の原則 に従 って生 活 して

い る人々 だ よ。』 こ の よ うな話 をしま

した。信 じたい と思 う人は 、その教 え

に生 きるこ とです。 酒の好 きな入に禁

酒 を説 いて も難 しいですが 、知 恵の言

葉 の正 しさは、そ れに従 うときに よ く

わか ります。 師

第4の 理由 は、 自分 自身 にその鍵が

あ ります。神 は私 たちに 、この上 ない

す ば らしい器 官 を下 さいま した。 それ

は 人の脳 です 。大 きさは両手 に入 るほ

どです が 、140億 もの驚 くべ き能 力を

持 つ細 胞 でで きあが っています。例 え

ば 、十 戒が与 え られた時 、私 は シナ イ

山にい ませ んで したが 、そこに いた人

と同 じ位 、その戒 めの正 しさと重要性

を知 るこ とが で き ます。

自分 自身の こ ともわか ります。 この

肉体 は邪悪 で あるので死 ねば それか ら

免 れ るこ とが で きる とい う人が います 。

しか しそ うで はあ りませ ん。 この体 が

善 でなけ れば 、決 して創造 され は しな

か っ たで しょ う。 も しこの肉体が 永遠

に必要 なけれ ば復 活 もな く、父 な る神

に とろて骨 肉 の体 が必要 なければ 、イ

エス も復 活な さ らなか ったで しょう。

神御 自身の こ ともわか ります。遺 伝

の法則か ら、 イエ ス ・キ リス トの御 父

は、体 も器官 も感 情 もな く、宇宙 に満

ち る広大 な形 のな い神 な どで ない こと

がわか ります 。層聖典 の 言 うよ うに、神

の御子 は、御 父の本質 の真の姿 です。・

(ヘ ブル1：1.一3参 照)

私 たちが ホー ム テ ィーチ ン グプ ログ

ラム を よ く行 な って 、担当の家族 に福

音 の原 則 を教 え る とき、神 は お喜 びに

な ります 。 また家庭 の夕べ も幸せ をも

た らす もの です 』

これ ら4つ を組み合 わせ る と、私 た ・

ちの心 には 、 日の光栄 の王国 に入れ る

とい う強 い確信 が生 まれ ます。 そのた

め に主 の助け が あ り ます よ うに。」 イ

エ ス ・キ リス トのみ名 に よってお祈 り

い た します。 アー メン。
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8月9日(土)一 般 大会午後 の部 におけ る説教

町

神 はこの国 にみ手を

置いておられる

十二使徒評議員会会員

コ ー ト ン ・B・ ヒ ン ク レ ー

する兄弟姉妹の皆様 、再びこの日
愛
本を訪問 し、この歴史的な大会に

出席できるのは、すばらしいことです。

私は皆様 の多 くを昔か ら知っています。

皆様 と共にいられることは実にすばら

しいことです。

私が初めて 日本を訪問 したのは1960

年5月 のことでした。その時から、日

本の聖徒 を知 り、愛す るようにな りま

した。その愛は変わっていませんδむ

しろ年 と共に強 く・な り、深 くなってい

ます。かつて8年 間、日本を担当する

責任が与 えられました。この間に私は'

日本中を旅 し、北は北海道か ら南は沖

縄まで数 多くの支部を訪れました。そ

の頃の集会は、例外な く、小 さな古び

た家で開かれました。ほ とん どが借家

でした。当時アジアには、ひとつ も教

会堂があ りませんで した。

私 はこの国で、土地の購入 を手伝い、

教会堂の建築 を推せん し、鍬入れ式を

行ない、献堂式を執 り1行ないました。

教会 としては、アジアで初めての大事

業でした。

私はこの偉大な国の聖徒たちが主の

予言者の指示の もとに教会の総大会に

集 うこの 日の訪れを長い間待 ち望んで

きました。

私が担当していた頃、この地域には

ひとつの伝道部 しかな く、韓国も同じ

伝道部に属 していました。支部はまだ

小さ く、会員 も方々に広 く分散 してい

ました。しか し今では3つ のステーキ

部 と.6つの伝道部があります。きょ、う

の皆様 のお顔 を拝 見 して、感謝 の言葉

もあ りませ ん。会場 に は、民族 こそ違

え、1万 人以上 の兄 弟姉妹 が 、同 じ信

仰 と同 じ神 権 と、同 じ聖約 の もとに、

生 け る神 と御 子 イエス ・キ リス トを礼

拝 す るため に集 ってい ます 。 この国に

起 きた こ とを見 れば、神 のみ業 は否 定

で きませ 鵡 神 は この 国に その み手 を

置 かれ 、みた まが 人々 に注 がれ てい ま

す 。そ して証 を聞 くた びに、 この国民

は、心 を動 か されて きたので した。

しか し一 朝一 夕に こ うな った のでは

あ りませ ん。古代 のエ レ ミヤの予 言の

よ うに 、「町 か らひ とり、 氏族 か らふ

た りを取 って」(エ レ ミヤ3：14)宣

教 師は働 いて きたのです。教会 に加 入

しよう としてい ろいろ悩 んだ こ とで し

ぽ う。胸 の さけ る思 いで 、両親 が涙 を

流す の を見 、先祖伝 来の信仰 を捨 て な

け れば な りませ ん で した。 しか し、聖

きみた まが 、教 えの真 実で あ るこ とを

証 し、皆様 はそれ を否定 しませ んで し

た。 ですか ら、バプ テスマ を受 け、聖

霊の賜 を授か りました。 しか し、 この

よ うに真理 を受 け入れ た人の数 も多い

ですが 、宣教師 の証 を拒 んだ 人 もまた

数 多 くい ま した。時の初 めか らそ うで

した。今 日ここには 、私 た ちの 目には

見 えな い聴 衆 も集 って いる と思 います。

その中 には、 ヒーバ ー ・J・ グラン ト

大管 長 もい ます。 グラン ト大管長 は、

1901年 に3人 の 同僚 と 日本 で伝 道 を始

め ました。 この地 を福音 の地 と して奉

献 しました。彼 らには言葉 の問題 もあ

りま した。機 会 をと らえて、人々に教

え ま したが、23年 後 に伝 道 部は閉鎖 に

な りま した。 この23年 間 で 、200人 に

満 た ない人が改宗 しま した。その 中に

は、今 この会 場 にお られる、東京の奈

良兄弟や大 阪の桂 兄弟 、札 幌の熊谷姉

妹 が いま した。

戦後 、み業 は再 開 され、以来、実 り

多い収穫 が続 いてい ます 。今私 は戦前 、

戦 後 を通 じて働 いた伝 道部長や 宣教師

の こ とを考 えてい ます。 その方 々が生

きてお られた ら、皆 この偉 大な大会に

出席 して欲 しい と願 ってい ます。

伝 道部長 と.しては、エ ドワー ド・L・

ク リソー ド、バ イナル ・G・ マース、

ヒル トン ・A・ ロバ ー トソン、ポール

・C・ ア ン ドラス
、 ドウェイン ・N・

ア ンダー セン、ア ドニー ・Y、 小松 部

長 。 この方 々の ときには 、 日本 も沖縄

も、そ して韓 国 も含 まれて い ました。

それか ら、分 割 した後 では、ビルス、

岡崎 、堀 内、ア ポ、清水、渡辺 、そ し

て現在 の伝道 部長 。 さらに何千 とい う

若 い男女が 、宣教師 として予言者 の召

しに応 えて 、全 くな じみの ない言葉 を

話 す国 にや って来 たので した。言 葉 の

問題 と言 えば 、言語訓練伝 道部が で き

る前は もっ と大変 で した。宣教師 たち

が 、異 言 を語 る賜 を求 めて主に祈 った

とい うこ とを何度 も耳 に しました。全

く落 胆 しきった宣教 師 と面 接 したこ と

もあ ります 。彼 は、 どんなに努 力 しそ

も言葉が わか らない と言 い ました。彼

は涙 を流 しなが らその苦労 を語 りまし
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た。家族 も断 食 し'、祈 って い ました。

そ して彼 は私 に祝 福 を求 め ま した ので、

私 は頭に手 をお いて 、神 権の権能 によ

って 、確 信 をもって 、その言葉 を語 れ

るよう祝福 しました。 その祝 福 は神 の

力でか なえ られ ました。彼は偉 大 な宣

教師 とな り、帰国後 、大 学 を卒 業す る

と、 日本語 の知 識 を生か して大 学院 の

奨学生 とな り、博 士号 もと りました。

そ して政府 の役 人 とな り、現在 、 その

日本語が上手 なため に、 ここのア メ リ

カ大使館 で信任 あ る地位 につ いて いま

す。 また教会 で も責任 あ る職 につ いて

い ます。皆様 も御 存知 の方です 。彼 も

この会場 にいて、感謝 の念に打 たれ て

い ます。彼 の生涯 は 、聖典 の成就 と言

えましょう。 「あな たのパンを水 の上 に

投 げ よ、 多 くの 日のの ち、あ なたは そ

れ を得 るか らであ る。」(伝.道11：1)

また 、言葉 の障害の なか った宣教師

の ことも考 えてい ます。 それ は、 この

日本で福 音 を受 け入れ 、 日本 で働 い た

青年 た ちの こ とです。私 は数 年前 の証

会 の ことを思 い出 して い ます。 その会

で若 い 日本人長老 が証 を しま した。 そ

の会 には皆断 食 して集 い ましたので、

主 のみた まが あ りました。その長 老は 、

立 ち上 が ると 、初 めて英語 で証 を しま

した。忘 れ もしませ ん 。 「天 の お 父様

を愛 してい ます。主 イエ ス ・キ リス ト

を愛 してい ます。予 言者 ジ ョセ ブ ・ス

ミス を愛 して い ます。」 その あ とは つ

まって声 にな りませ んで した。 それで

十分 でし た。 その言葉 は何 よ りもす ば

ら しい説教 で した。

私 たちは皆 涙 を流 しま した。私 はみ

たまに促 され て 立 ち上 が る と、 「菊地

長老 、主 のみ名に よって約束 します 。

忠実 で、戒め を守 り、教 えに よ く従 っ

た ら、人々の中で成功 し、教会 で も素

晴 ら しい指導 者に なるで し ょうd

彼 も今 日この会場 にいて 、 目に涙 し

て います。 この言葉が 与 え られた とき、

彼は まだ若 い寧教師 で、財産 も教 育 も

将来の約束 もあ りませ んで した。 しか

し、今 では日本 東 京ス テー キ部部長 と

な り、私 は昔 を思 い出 して、深 い愛 を

感 じて お ります。

これは皆 、現代 の奇 跡です 。主 は、

その業 をはや め ると言 われ ま した。今
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が そ の ときです。私 た ちは神 の王国 の ，

建設 に努 め る よう、大管 長か ら大 きな

チ ャ レンジ を受 け ま した。1848年 、教

会貝 は、合衆 国の あち こちに散 在 して

いま した。 グレー トソル トレー クの盆

地 には、少数 の開拓者 しか い ませ ん で

した。他 の聖徒 は 、は るか東 の ミズー

リ河畔 で キ・ヤンプ してい ま した。ブ リ
し

ガム ・ヤ ン グは第一 隊 をソル トレー ク

盆地 まで導 くと、 ミズー リのキ ャンプ

へ 引 き返 しま した。 その当時 あ るもの

と言 えば、背 負 えるだけの衣服 、それ

に幌 馬車の 中味 が少 しだけ で した。教

会 は小 さ く、ひ弱で した。 しか しみ業

の将来 を見通 して いたブ リガム ・ヤ ン

グは丸 太造 りの タバナ クル で言 い まし

た。主 な る神 は この王 国が この ように

進展す るまで、育 て 、導 いて下 さった。

今後 もそれは続 き、 あ らゆ る ものが完

成 し、教会 は勝 利 をお さめ るであろ うd

(ブ リガム ・ヤ ン グTん θMα ηαπd伍8

防 殖 「人物 と功 績」 ニブ レー 、P.117)

信 仰 のため には、生命 を もか け る程

の証 を持 って いたヤ ン グ大管長 たちは 、

家 も、 お金 も、友 もない中で 、荒野 を

進み、 ロ ッキ・一 山中に道 を切 り開 き、

一 大社会 を建 設 したの で した
。 そ して

そ こか ら、世 界各 国に福音 を宣べ伝 え

る人々 を送 り出 したの で した。

現 在 、教会 の基盤 は万全 です。教会

に反対す る人が いる こ とも事 実 です が、

それで も教会 は50年 前に は考 えられ な

かった尊敬 を受けています。このよう

な強い基盤に立って、素手 と信仰で仕

事を始めた開拓者以上の業 を果たそう

ではあ りませんか。 日本の国ほど様々

な機会に恵まれた国はありません。 き

ょうから偉大な未来が始まるのです。

私は日本での主のみ業に満足じていま

す。そして、私 たちは弱 くとも、主の

器にならなければな りません。 日本に

美しい神殿が建つのも偶然の結果では

あ りません。皆様は、ハワイや ソル ト

レー クの神殿訪問に際し、多大な犠牲

を払ってこれ らました。会員の中には、

貧しい人々を助けるため、第1'日 曜 日

以外にも断食 した人が大勢います。ま

た、インフレとたたか い、断食：をして

食費をきりつめ、親子そろって永遠の

結び固めを受けるために海を越えて行

った方々もいます。聖なる神様のもと

に、死にも時にも動 じない誓約 を受け

に渡っていったのです。また、主の宮

居へ行 くために衣食住 を共に切 りつめ

た家庭が多いことも知 っています。

私は、主が皆 さんのこうした心から

の犠牲 を捧げる姿 に目を留めて、それ

に報いて下 さ り、この日本の地に主の

宮居を建てるという祝福 をお与え下 さ

ったのだと思います。私はきょうここ

におられるすべての若い兄弟に、誉れ

と徳 と善の道を歩み、主の宮居に入る

にふさわしい者 となるようにチャレン

ジします 。また若い姉妹にも、そのよ

'諦

ピ



うに生活することにより汚れのない身

で監督や支部長の前に出て、主の宮居

に入るにふさわしい者 となれるように

チャレンジします1教 会貝の中か ら伴

侶 を見つけて下 さい。そうすれば今 も

永世にもわたる結婚ができるでしょう

し、皆 さんの子供 もまたその子供 も誓

約のもとに生まれることになるのです。

昔から、日本人は先祖 を敬 う民で レ

た。真実の福音はあ りま沖 んでレ孝が、

先祖 を敬 う伝統は神聖なものです。「父

と母 を敬 え、これは、あタ牟φ神 、.主

が賜わる地で、あなたが長 く生 きるた

めである。」(出 工ジプ ト2σご12>'

これはシナイ山で主がその指で書か

れた言葉です。過去の人々に感謝す る

気持がなければ、決 じて偉大な.人物に
'はなれません

。
融 これか ら皆様方教会員は

、本当の意

味で先祖 を敬 う機会 を持つ ようにな り

ます。この感謝 と愛に満ちた本当の精

神は、神の啓示を通 して与えられたも

のです。祖先 を敬 う精神が最 も美 しい

形で表われるのは、すでに幕のかなた

に去った人々に神の御子の福音に伴 う

大きな祝福 を分け与 えるときです5死

者は、永遠の祝福 をもたらす儀式 を受

けることはできません。 しかし救われ

るためには、バプテスマ、神権、聖な

るエンダウメン トとその指示 、約束、

誓約、家族が永遠にひ とつ.となる結び

鮪～

固めの儀 式 な どが必要 です。教会 の初

期 の頃 、予言者 は敵 に捕 え られ た とき、

次 の よ うに 叫 び祈 りました。「おお神

よ、汝 はいず こにお わ した もうや切 こ

れに対 し、主 は次の よ うな偉大 な啓示

で答 え られ ま した。，

「流 水 いつ までか 濁 りてあ ち ん
、如

何 なる力 か よ く諸天 の運 行 を止 めんや。

何 人か よ く.かよわ き腕 をさ し伸べ て、

神 の命 じたまえ る水路 を流 るる ミズー

りの流 を止め 、 また は これ を逆 流せ し

む る こ とを得 んや。 もし、 よ くこれ を

為 し得 れば全能 の神が 末 日聖徒 の頭 上

にい と高 き所 よ り知 識 を注 ぎた もうを

止 む るこ とを得 ん。」(教 義 と聖約121：

33)

こ の み業 を妨 げ よ.うとす る人がい る

か もしれ ませ ん。教会 の敵 は、 あざけ

り、愚弄す るか も しれ ませ ん。 しか し、

神 はそ の力 を持 って この民 に天か ら知

識 を注がれ るこ とで しょ う。

このみ業 を開始す るに あたって 、主

は このみ業 の4つ の 目的 を次 の ように

宣 言 され ました。、

1.「 され どこは、あ らゆ る人々主 な

る神 す なわ ち世 の救 い主 の名に よ りて

語 らん ため、

2.信 仰 もまた世 に高 ま り、

3.わ が永遠 の誓約 は確 立せ られ、

4.完 全な るわが福 音 、 弱 き者 た ち

単 純 な る者 たちに よ りて世 界の いや は

撫 ，

てまでも宣べ られ、また王 と統治者 と

の前 に宣べ られんがためな りd(教 義

と聖約1：20-23)

これ以上の祝福はあるでしょうか。

世の救 い主である主なる神のみ名によ

って語 り、聖 なる神権の力 を使 って神

の務めに携わる権能に勝るものがある

でしょうか。

このみ業の回復によって、信仰が高

まったということを疑 う人がいるでし

ょうか。今 日皆様がここにおられるこ

とそれ自体が、この信仰が増 した証拠

です。ここに集いたい という夢、その

ために払 った犠牲、これは皆純粋で強

く大きな信仰がある証拠です。

エホバはアブラハム と誓約 を交わし、

「わた しはあなたがたの神 とな り、あ

なたがたはわたしの民 となるであろう」

(レビ26：12参 照)と 告げられました。

この永遠の誓約は、バプテスマの時、

忠実に奉仕の業に励む とき、そして、

主の宮居で神聖な義務 を引き受けると

き、再確認されます。

完全な永遠の福音は、私たち弱い者、

単純な者によって世界の果てまでも広

め られ、また王 と統治者の前で宣べ ら

れています。そして彼 らは主の告げる

真理 を理解 しつつあるのです。

愛する兄弟姉妹の皆様に、神の祝福

があります ように。そしてこのすばら

しい大会の会場をあとにするときに、

主の道を歩み、主の思いを知る決意 を

さらに強 くできます ように。このみ業

に対する証 を共に分かち合ろたこの素

晴 らしい大会 を共に過 ごし、もっと忠

実に奉仕 したい、もっと良い家庭 を築

きたい、 もっ と愛 と感謝を示 し合いた

いという気持が強 くなったことでしょ

う。証 申し上げます。永遠の父なる神

は生きておられ、、肉における神の独 り

子イエス ・キ リス トは私たちの救い主

であ り、またこのみ業の隅のかしら石

です。私たちには予言者がいて、今こ

の大会は予言者により管理 されていま

す。皆様に平安があり、あふれんばか

りに神の祝福があ ります よう、イエス

・キ リス トのみ名によってお祈 りいた

します。アー メン。
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8月9日(土)一 般 大会 午後 の部 における説教

両親には子供たちを

教える責任：がある

十二使徒評議員会補助

0・ レ ス リ ー ・ス トー ン

'ぜ隣

する兄弟姉妹の皆 さん。私はこの
愛
度の大会に出席できたことを喜ん

でいます。ここで与えられた時間、子

供 たちを教える両親の責任についてお

話 ししたいと思います。

予言者アルマはその生涯 を閉 じよう

とする時息子 ヒラマンに、 リーハイの

民がエルサレムを出発 して以来の出来

事 を記 した記録 を託 しました。 この記

録には民の日常生活 と宗教上の出来事

が記されていました。

アルマはその息子に悔改め と主 イエ

ス ・キ リス トを信 じる信仰 を人々に説

くよう命じ、次のような助言を与 えま

した。
「わが子 よ、忘れずに青年の時智恵を

得 よ。青年の時から神の命令 を守る事

を習慣とせよ。」

今 日この言葉は、若人のみならず、

すべての両親に対するチャレンジとな

っています。もし両親が教 えなければ

子供は、どのようにして敬慶や従順 ま

た神の戒めを守 ることを学ぶのでしょ

うか。

聖典には、両親の教えに従って非常

に大きな成功 を見た若者の例がたくさ

ん挙げられています。 また、主が信頼

を寄せ られた若者の例 もた くさんあり

ます。

誰が17歳 の時にエジプ トに売 られて

いったヨセブの話 を忘れることができ

ましょ.うか。主は戒めに従順であった

ことでヨセブを物心両面において、お

守 りにな りました。そしてヨセブはそ

の高潔 さに よ り、エ ジプ ト全国 の司の

地位 を得 たので した。 また、彼 の偉 大

さは、 自分 を奴隷 として売 り払 った兄

た ちに再会 した時 に もうかが え ます。

「わ た しに近寄 って ください ……わ た

しは あなたが たの弟 ヨセ ブです 。 あな

たが たが エ ジプ トに売 った者 です。 し

か しわ た しを こ こに売 っ た の を嘆 く

こ とも、悔 む こ ともい りませ ん。神 は

命 を救 うため に、あなたが た よ りさ き

に わた しをつか わ され たの です。… …

神 は、あ なたが たのす え を地 に残 す

ため 、 また大 いな る救 い をもってあな

たが たの命 を助 け るため に、わ た しを

あなたが たよ りさきにつか わ され たの

です 。 それ ゆえ、わた しをここにつ か

わ したのは あなたが たではな く、神 で

す 。神 は わた しをパ ロの父 とし、その

全家 の主 とし、 またエ ジフ.ト全国 の司

とされ ま した。」(創世45：4、5、7、

8)

どれ 程の 人々が ヨセブが青年時代 に

示 したよ うな従順 さ を持 て るで しょ う

か 。 また円 熟 した ヨセ ブの この ような

気 高 い赦 しを示せ る人が どれ程 い るで

しょうか 。

ニー フ ァイがすべ ての面 で偉 大で あ

ったこ とを御 存知 で しょ う。 モル モン

経 の、 その胸 を打つ歴 史の まさに最 初

の書 に、ニー ファイが どこか らその生

涯 に見 られ る偉大 な信仰 と従順 を学 ん

だかが記 され てい ます。1ニ ー ファイ

1：1に 次の よ うに記 さ.れてい ます 。

「私
、すなわ ちニー フ ァイは善 い父母

か ら生れたので、父の知 っていたすべ

ての学問の中からいくらかの教えを受

けた。………そして、生澤主の厚い恵

みを受けた。」

またその後、レーバ ンの家に戻 って

真鍮板を手に入れて くるよう主から指

示 された時に、ニーファイは次のよう

な証 を残 しています。
「私は主が命 じた もりたことを行 って

行 う。私 は、'主が命 じたもうことには

人がそれを為 しとげるために前以てあ

る方法が備えてあ り、それでなくては

主は何の命令 も人に下 したまわないこ

とを承知 しているからである。」

両親 と祖父母の皆様 は、父 リーハ イ

が義にかなった息子ニーファイに感 じ

た満足と誇 りと喜びがおわか りになる

でしょう。少年が予言者ニーファイの

ように成長す る時、はっきりと両親の

指導 と模範の賜 をみることができます。

また、モルモンがニーファイの民か

ら全軍の司令長官に任命 されたのは弱

冠16歳 の時でした。この重大な責任が

16歳 の若者の双肩に課せ られたのです。

しかし予言者 ジョセブ ・スミスが初

めて示現を受けたのは、わずか14歳 の

時です。この若者が世 の人々に力強い

影響 を与えたことを誰が否定できるで

しょうか。

若人の双肩には、重い責任が課せ ら

れています。親が考 える以上に若人に

は力があ ります。私 たちは若人を正 し

く導 き、持て る力を十分に発揮できる

ように助ける責任があ ります。
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しか し必ず しも家庭の中に、ニーフ

ァイやモロナイ、モルモンやエジプ ト

に売 られたヨセブがいる必要はありま

せん。ただ、神の力 と神権が再びこの

地上に回復 されたことを確信 し、その

力 と神権 を十分に行使する、忠実で従

順 で、しっか りした市民 となる子供た

ちであれば良いのです。これらのこと

を教える責任は両親にあ ります。

人生にどのような霊的な価値がある

かを知 らない子供に、それを受 け入れ

従 うことを期待できるでしょうか。

私たちは親 として、子供が善悪 を正

しく判断できるよう教えることに関心

を払 っているでしょうか。必要な指示

と指導 を与えているでしょうか。幼 い

頃から肉体 と同 じく霊 を養っているで
・しょうか。わずらわしいのを嫌 って放

任 してはいないでしょうか。

若人は、自分に一番必要 なのは、学

校教育や流行、パーティー、この世の

物などか ら得 られる安易な生活だ と思

うかもしれません。 しかし若人が必要

だと考 えているもの を、ひ とこと教育

という言葉で表わすことができます。

そして教育は親の責任なのです。

多くの親が、子供たちが罪と苦難に

陥 っているのをみて、「何 で もしてあ

げたのに、欲 しが るものは何でも与え

たのに」 と嘆 くのです。 でも それだ

けでは不充分 なのです。このような親

は一番安易な道を選んでいると言えま

しょう。物 を与える.ということは、自

分 自身を与えることに比べ至極安易な

ことなのです。私たちはこの世の物 を

与えるこ≧に汲々とし、見過 ごしにし

ていることがあ ります。それは、基本

原則 を子供たちに教えることによって

最 も大切なもの'を与えるとい うことで

す。この原則の幾つか を挙げてみまし

ょう。

1.神 に近づ くためには敬凄さが必

要である。

2.神 のごとくになるためには正直

で高潔な聾度が必要である。

3.，この世における私 たちの責任 は

、 受けるだけでな く与えることで

ある。

4.私 たちはこの世で、重大な決定

を下す ことを求められる。その

際、目前のことだけではな く、

永遠に まで及ぶ長期のことを考

え、祈 りの気持 で決定 を下す よ

うにす る。

5.い つか試 しと誘惑の時が訪れる。

その時に、家族や教会の指導者

とりわけ天父に助言 と勧告 を求

めるようにする。

6.神 は愛の神 であり、私たちはい

つ も心の交流を図ることができ

る。

私たちはこれらの原則 を子供や孫に

教えるだけで満足してはな りません。

それ を行 ないによって示 さなければな

りません。例えば、祈 りの原則 を単に

説明するだけでな く、祈 る方法 も教え

ます。救 い主は模範め重要性を説かれ

ましたが、これはすべての親が課題 と

すべ きものです。

あなたがたの光 を人々の前に輝か し

そして、人々があなたがたのよいおこ

ないを見て、天にいますあなたがたの

父 をあがめるようにしなさい。

(マ タイ5：16)

今 日の若人には将来の希望がかけら

れています。ですか ら、無責任、不道

徳、享楽を追い求める気持 を抱かせて

はな りません。む しろ天父のみもとに

戻れるように、人生の真の意義を教え

るようにしようではあ りませんか。今

日多 くの家庭は自分たちの都合燈けに

合わせて営 まれています。しかし家庭

は本来、教育 と祈 りと礼拝の場なので

す。

この多難な時代にあって、親子の関

係 を正 しく保つことは是非 とも必要で

す。私たちが子 どもたちに残 していこ

うとしている遺産 を思 うと身も震 うば

か りです。

家庭での互いの関係はどうでし ょう

か。夫婦の関係はいかがですか。親子

の関係はいかがですか。子供同士はい

かがですか。

ここで 子供 の養 育に関す る、幾人

かの大管長の助言と勧告 を引肘させて

いただきたいと思います。ブ リガム ・

ヤング大管長はこう語っています。

「子供にその義務 を教え、ひだ飾 りの

っいた立派な ドレスで身体 を飾ること

に代 わって、その心 を飾るものを教え

なさい。両親は子供 を追い立てるので

はなく、彼らを導 き、受け入れる備 え

ので きた心に知識 を与えなさい。」

ウィルフォー ド・ウッ ドラフ大管長
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は言 って い ます 。.

「両親か ら
、正 直 、誠実 、真実 、徳の

原 則 を学ぶ子供 は、100人 の 内99人 ま

でがそれ を守 り通す であろ う。」

ジ ョー ジ ・ア ルバー ト ・ス ミス大管

長 は こう語 ってい ますこ

「何 に も増 して大 きな感化 を受 け る場

所 は、私 たちの住む家庭 であ る。… …

私 た ちの家庭 に生 まれ る子供 を教 え る

こ とは私 たちの務め であ る。私 は この

責任 が私 たちにあ り、この世 の何 人に

も渡せ な い ものであ るこ とを強調 した

い 。」

両親である皆 さんはこの原則にかな

っているでしょうか。子供たちと共に

静かにひざを交 じえ、真の霊性、正直

敬慶、良き人格などの原則について教

えているでしょうか。子供たちに絶 え

ず定期的に福音 を教えていますか。子

供たちはそれを信 じていますか。皆 さ

ん自身はいかがですか。不信仰な親が

子供に信仰 を植 えつけるこ とができる

でしょうか。家庭の夕べは家族に福音

を教える絶好の機会です。

私たちは子供 たちと近 しい関係 を保

ち、よく理解 を示 し見守 る必要があり

ます。また、彼らが教会 と近 しい関係

を保てるよう必要 に応 じて助け、主が

賢明な目的 をもって設けられた神権組

織や補助組織で活発に働けるようにし

なければな りません。

この私たちの素晴 らしい教会の補助

組織 を過小評価することはないにして

も、私 たちは、それはあ くまでも補助

であることを認識 しなければなりませ

ん。つまり、道徳について教え、人格

を築 くという責任 をこの組織の教師に

転 じることはできないのです。彼 らと

私たちの子供の交わる時間はご くわず

かだか らです。

子供たちを道徳的、霊的に進歩 させ

る第1の 責任は、両親にあ ります。末

日聖徒の親はすべて、この人生の真の

目的 を子供 たちに教え、彼らが天父の

み もとに戻れるようにす る責任 を神 よ

り託 されているのです。両親は主 と協

力 して子供 をこの世 に送 り出 します。

そして、責任 を持 って自分の役割 を果

たすのです。

子供たちに良い模範を示 して教えな

か った こ とで、裁 きの 日に 、本分 を尽

くす の を怠 った主 の愚 か な僕 と言われ

るこ とを欲す る人が い るで しょうか。

若 人の皆 さ凶 は両親 との結 びつ きを

密 に して 、義 にか なった生活 を送 れ る

よ うに していただ きたい と思 い ます。

また、両 親 の皆 さん は、 自分 の召 しに

全力 を尽 くして下 さい。子 供 に福 音 を
'験

教 え、模 範 に よって導 いて下 さい。

皆 さん に証 申し上 げ ます。 イェ ス ・

キ リス トの真 の福 音は現在 この地上 に

回復 され てい ます。 ジ ョセ ブ ・ス ミス

は予言者 であ り、主の み手 の 内にあ っ

て この回復 をな しとげ ま した。 スペ ン

サー ・W・ キンボール大管 長は現代 の

予 言 者 で あ り、私 た ち を導 き、「歩み

を早め」、 この地 上 に王 国 を確 立す る

ため に～神か ら霊 感 と啓示 を絶 えず受

け てお られ ます 。私の声 の とどく範 囲

内に いるすべ ての方 々 に、 この証 と祝

福 をお残 し致 します。 イエ ス ・キ リス

トのみ名 に よって申 し.ヒげ ました。 ア

ー メン
。

8月9日(土)一 般大会午後 の部 にお ける説教

模 範

十二使徒評議員会補助 ・

ア ト'ニ ー ・Y・ 小 松

.

《

する兄弟姉妹の皆 さん、この日本愛
で最初の地域総：大会に皆ざんと共

し
　

ロ 　

に出席 し、また素晴 らしいみたまを感

じることができますご とを感謝 レてい

ます。主が この歴史的な大会に出席 し

ていゐ皆 さん方 を祝福 されていること

を、私ははっきり知っています。

ここに出席 している皆 さんを見て、

日本での教会の進歩 と成長の様子 を知

}沢 私の心 は悪謝7)気 持で一杯 です。

ユ0年前、、、日本 と沖縄 にはひとつの伝

道蔀 しかな く、』会貝も8;000人 程度で

した。今 日では日本全体で6つ の伝道

部 と3つ のステーキ部、そして会貝は

およそ2万5千 人にのぼっています。

このような教会の発展は、末 日聖徒

.イエス ・キ・リス ト教会の基 を築 いた宣

教師や会貝たちの努力 と忠実な犠牲の

賜です。今ではB本 の教会員数は、10

年前の3倍 になっていますが、しか し

1億1千 万人の 日本の総人口 と比べる

と、まだ多くの人々にイエス ・キリス

トの福音 を教 えなければな りません。

今 日ここに集まっている私 たち教会

の改宗者は、宣教師や会員たちが彼ら

の時間を使って喜 んでイエス ・キ リス

トの福音の原則 を教えて くれたことに
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深 く感謝 しなけれ ばな りませ ん6

私 たちが年 を とって 、人生 の いろい

ろな経験 をした とき、この福音 につ い

て得 た証 が 、か けが えのな い もので あ

るこ とを知 るに違 いあ りま.せ ん。、

神 は生 きて お られ ます 。 そしてイエ

スは生 け る神 の御子 キ・リス トであ り、

世 の救 い主で あ ります 。 またジ ョセブ

・ス ミスは この末の世 に
、完全 な福 音

を回復 す るよ うに召 された神 の予 言者

です 。 また、スペ ンサ ー ・W・ キ ンボ

ー ル大管長 は今 日世 界 中の末 日聖 徒 イ

エ ス ・キ リス ト教会 を指 導 し、管理す

るよ うに召 され た生 け る神 の予 言者 で

す。 この ことをよ く理 解 し、知 るこ と

は 、私 たちの証 とな り、永遠 の生命 を

得 るため に非常 に大切な こ とです 。

それ では、私 たちは どのよ うに して

この大切 で、神聖 な証 を持 ち続け 、最

後 まで耐 え忍 んでふ さわ しい忠実 な者

とな るこ とが で きるで しょっか。

そのひ とつ の方法 は私 た ちが持 って

い る証 を愛す る人々や友 だ ちや近所 の

人々 と分 か ち合 い、彼 らもまたイエス

・キ リス トの福音 に よる祝 福 を受ける

こ とがで きる ようにす る ことです 。

'あ なたが たの うち
、多 くの 人は家族

の 中で初 め て教 会員 にな った人であ り、

家族 に とっては文字通 り開拓者 です。

それは教会 が組織 され た当時の開拓者

たちと全 く同 じです。彼らも真の福音

に生 きるために多 くの困難に遭 いまし

た。

もし私たちが主からの祝福 を受けた

いならば、私たちが遭 う困難に もめげ

ず、信仰 を持ち、主の戒め を忠実に守

らなければなりません。

この福音の原則を友だちや両親や近

所の人々に話す とき、彼 らがその原則

を理解できなくても決 して落胆 しては

な りません。

どうぞ忍耐強 くあって ください。な

ぜ ならば、私たちの両親や兄弟姉妹や

友だちは、私たちの生活にとって非常

に大切な人であ ります。私たちは彼 ら

を愛 し、彼らのために最善を尽 くしてあ

げなければなりません。

この世で も、次の世でも、私たちが

得る喜び と幸福は家族の昇栄 と共に与

えられます。

もしあなたが、まだ独身であって、

両親や兄弟姉妹 と共に住んでいて、彼

らがあなたの新 しい生活を受け入れな

くても、彼 らを尊敬 し、愛 し、あなた

の模範によって福音の真理 を教 えてい

ただきたいと思います。

救い主は次のように述べています。
「あなたが たの光 を人々の前に輝か

し、そして、人々があなたがたのよい

お こないを見て、天にいますあなたが

たの父をあがめるようにしなさい。」

(マ タイ5：16)

最近開かれた断食証会で、ひとりの

青年が感銘深い証 を述べました。それ

は彼が教会に入って初めて述べた証で

した。

「兄は私のよい模範です。私 は兄が

神権の召しを全力を尽 くして果たすこ

とによって、彼が大変変わってきたこ

とに気づ きました。私は彼が神から召

されていることをよく知っています。

なぜならば、兄は深い思いや りと奉仕

の精神で熱心に、謙遜にまた喜んで主

の業に励んでいたからです。それで私

も兄のようになりたい と思います」 と

彼は証 しました。

この兄のよい模範によって、弟は正

しい道 を学びました。確かにこのふた

りの兄弟は、両親にとってもよい福音

の模範になっていることでしょう。

このように、私たちは価値あること

に心 を留め、いつ も喜びと感謝 を見い

だす ように努力しなければな りません。

そして柔和 と温情 と親切 と堅忍によ

って、私 たちの愛する者 を幸福に導 く

ことができるのです。

皆 さんの中にはまだ若 く学校に通っ

て、両親か ら援助 を受けている人もい

ます。皆さんはまだ両親の もとで生活
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して います 。 ど うか両 親 を尊敬 し、彼

らの願 いを無駄 に しない でいただ きた

い と思 い ます。'

そ うす れば親元 を離 れ て 自分 の家庭

を築 くとき、皆 さんは福音 のすべ ての

原則に従 って 自 らの家 庭 を治 め るこ と

が できるで しょ う。 それ まで落胆せず

に 、福音 の原則 を守 って生活 し、両親

を愛 し、尊敬 していただ きたい と思 い

ます。

もし、私 た ちが謙遜 に この道 を歩む

な らば 、主 は私 たち 自身 の救 い を も与

え る と約束 され てい ます。

「も し汝善 を行 わん と欲 し誠に終 り

まで変 るこ とな く忠信 な らば、神 の王

国に救 わるべ し。 こは、神の 賜の うち

最大 なる ものな り。 お よそ、救いの賜

に勝 る賜 はあ らざれ ばな り。」(教 義 と

聖糸勺6：13)

で す か ら、私 たちは一 人一 人が イエ

ス ・キ リス トのみ名 を受 け、福音 に従

って生 きなけれ ばな りませ ん。

教会 のい ろいろな集会 に出席 し、主

の戒 め を守 って いただ きた いと思 い ま

す。 また、両親や 友だ ちや近 所 の人々

に対 して もよい模範 とな って くだ さい。

主 の特 別 な祝福 が皆 さんの上 にあ り

ます よ うに 、心 か ら祈 って います 。

イエ ス ・キ リストの御 名 に よってお話

し申 し上げ ました。アー メン い

8月9日(土)一 般大会午後 の部 にお ける説教

忠実な しもべ

十二使徒評議員会補助

J・ 卜一 マ ス ・フ ア イ ア ンズ

する兄弟姉妹の皆 さん。創世の始
愛
め よ り、主 は必要 に応 じて忠 実 な

しもべに語 りかけて こ られ ま した。忠

実な しもべ とは どん な人で しょうか。

辞 書には忠実 を定義 して、信仰 の篤 い

こ と、愛情や信 義に偽 りが ないこ と と

記 され てい ます。

では忠実 な しもべ は どこに いるの で

しょうか。 この大会 の この会場 にい ま

す。 ステー キ部 長会 、伝 道部長会 、教

会の ワー ド部 、支部 で働 く人々です。

皆 さんの周 囲に 目を向けて下 さい。地

上 に神の王 国 を建 設す るため に、時間

や才 能や財産 を捧げ てい る忠実 な し も

べ 、指導者 、教 会貝 を数 限 りな く見 る

ことがで きるはず です 。

聖典 か ら例 を引 いてみ ま しょう。か

の ノアは天 よ り受け た命令に従 い、箱

舟 を造 り、命 じられ たすべて の もの を

積 み込み ま した。

「ノァ はす べ て神 の命 じられた よ う

に した」(創 世6：22)と 記 され てい

ます。 さ らに創世記7章1節 に は、「あ

なた と家族 とはみな箱舟 には い りな さ

い。 あなたが この時代 の人々の 中で 、

わ た しの前 に正 しい 人であ る とわた し

は認 めたか らであ る」 と述べ られて い

ます 。

神 に忠 実 であ った ノアは家族 を救 っ

たの です 。

モルモ ン経 には こ うあ ります 。

「… …私 ニ ー フ ァ イは
、主 の深 い憐

み は主 を信ず る信 仰が あ るか ら選 ばれ

たすべ ての者 の上 に及 び、 この人た ち

を強 くして あ らゆ る悪か ら救 われ る力

を与 えた も うこ とをあなたた ちに これ

か ら示 そ う。」(1ニ ー フ ァイ1：20)

ま た 父 と家族 が救 い出 され るこ とに

つ いて、ニー フ ァイ第一 書2章1、2

節 には こう述べ られ てい ます。

「ご らん
、主 は まこ とに夢 の中で私

の 父に向い 『リーハ イよ、汝 は汝 の行

いのために さいわ いな り。汝 は忠 実 な

る者 に して わが 命 じたる こ とをこの民

に宣べ伝 え し故 、見 よか れ らは汝 の命

を とらん と謀 るな り』 と仰せ になっ た。

そして主はまことに夢の中で私の父

に妻子 をつれて荒野へ出て行け と命 じ

た もうた。」

このほかに も聖典にはアブラハムや

モーセなど、天の導 きを受けて滅亡 を

免れた例が数多くあ ります。

天よ りの霊感は必ず しも物理的な変

化を必要 としません。事実、霊的な変

化、つ まり、主のみたまを受けるにふ

さわしい状態へ と変わることが必要な

のです。これら物心両面 で変わるには

信仰が必要です。

今 までは聖典から過去の例 を見て き

ましたが、ここで数年前に経験 したあ

る出来事を紹介 したいと思います。大

管長会 と十二使徒評議員会が翻訳事業

部を東洋に設けるよう決定 したとき、

教会幹部 と伝道部長は中心 となる人物

を推薦するように言われました。この

人物は忠実で信仰の篤い人でなければ

な りませんでした。ある人々は渡辺驕

兄弟を推薦致 しました。そして私が東

京で渡辺兄弟 と面接することになりま
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した。現在十二使徒評議員会補助であ

り、当時 日本伝道部伝道部長であった

ア ドニー・小松長老は、渡辺兄弟の推薦

の理由を次のように話 してくれました。

渡辺兄弟は当時、小松部長の副伝道

部長 として日本伝道部 で働いていまし

た。ある日渡辺兄弟 との会話 で小松部

長は、「あなたの住 んでいるところは

ここか ら何百キ・ロも離れているので、

私はまるで片腕 を背中にしば られてボ

クシングをしているみたいです よ」 と

語 りました。こう言ったのは、渡辺兄

弟が伝道部長会で大 きな役割 を果たし

ていることに感謝 を示すつ もりだった

のです。

この会話から程な くして、渡辺兄弟

は東京の伝道本部に現われ、小松部長

にこう言いました。「伝道部長 、や っ

てきましたよ。」小松部長 は 「確かに

目の前にいますね」 と言いました。渡

辺兄弟は 「私が 申し上げているのは、

東京に来たとい うことなんです。仕事

をやめて、家族 と一緒に東京へ引っ越

して来ました。伝道部長が片腕 を背中

にしばられてボクシングしなくてもよ

いように、や って来たんです」と説明

しました。何 とすばらしい信仰でしょ

うか。間 もな く渡辺兄弟は、非常によ

い待遇である会社に就職できました。

渡辺兄弟が部屋に案内されてきま七

た。私たちは、東洋で教会の資料の翻

訳、印刷 、出版の仕事 を管理す る人が

必要であることを説明し、こう尋ねま

した。「この責 任 を引 き受けたい と思

いますか。」す ぐに答えがありました。

「主 の望 んでお られることでした ら、

喜んで引 き受けたいと思います。」

そのように私たちは彼に主の命令に

喜んで従 う気持のあることがわか りま

した。

過去、そして現在、そうした経験 を

お持 ちの方 もこの会場にはいらっしゃ

ると思います。事実、皆 さんは主のみ

言葉 を聞 こうと、信仰を持ってここに

いらっしゃいました。

信仰は一定の方法で行動するならば、

所期 の結果を得 られるという確信 を与

えるものです。例 をあげます と、部屋

を出たいと思 うならば、立ち上が って

出口に歩いて行 きます。電灯を消す と

きは、スイッチが電灯 と接続 している

という確信のもとにスイッチ を切 りま

す。私たちは新 しい経験 を通、じて種々

の事柄 を学ぶ ものですが、信仰によっ

て所期の目標に到達できるという気持

を抱かなければ、新 しい道に身を投 じ

ようとしないのが常です。信仰は経験

の上に打ち立てられる心の状態であり、

私たちはこれによって生活のあらゆる

面で気持 を奮い立たされるのです。

永続す る信仰は正 しい原則を基 とし

なければな りません。信仰 を築 く過程

は知識が真理か どうかを試すことと言

えます。信仰は知識が増すに従って篤

くなります。 しかしその信仰の度合い

は信ずる強さに比例 します。限られた

知識でも大きな信仰は持てます。そし

てその信仰は人を行動に駆 りたてる力

があります。

全能の父は私たちが力をつけるよう

望んでおられ、そのために自由意志 を

与えて、自分で選ぶことがで きるよう

にして下 さいました。

ジョセブ ・フィールディング ・ス ミ

ス大管長は次のように述べています。

「天 の只 中よ り天使 を遣 わして、全

地の人にジョセブ ・ス ミスは神の予言

者だと叫ばせ ることは、主に とっては

簡単なことであろう。だがこれは主の

方法ではない。私たちがこの世に来た

のは、試 しを受け、いかなる信仰かを

証明し、信仰によって歩むためであるd

信仰の原則は全人類の生活全般に及

ぶ基本原則であ り、イエス ・キ リス ト

の福音の第一原則でもあ ります。救い

の基本は、イエスをキ・リス トであると

信ずる信仰です。イエスが神の御子で

あ り、全人類のために犠牲 を払われた

ことに、また戒めに従えば永遠の生命

を得 られるという事実に、ゆるぎない
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信仰 を抱 く必要があ ります。そしてそ

の報いは信仰 を行ないに移す とき与 え

られるのです。

日常生活で信仰はどのような働 きを

するのでしょうか。まず積極性が生 ま

れまず。主の約束を成就するには、体

を清 く、健康な状態に維持する必要が

あります。私たちはバプテスマを受け、

聖餐 を受け、福音の計画に従い、戒め

を守 るという約束と誓約 を交わ してい

ます。この約束 を果たすには、常に正

直でなければなりませんし、与えられ

た責任 を忠実に、全力を尽 くして果た

さなければなりません。信仰は知識 を

増 し、才能や技術 を伸ばして、自己 を

高めたいという意欲 を生みます。そし

て人生のあらゆる面で力となるのです。
一方霊的に成長するには

、祈 りによっ

て天父のみこころをうかがい、聖典 を

読み、現代の予言者の勧告に耳を傾け、

友 として聖霊の導きを受けられるよう

な生活 をす る必要 があ ります。

私 たちは常 に決 断 を迫 られて い ます5

ど こへ行 くか、 目標 の地 点 に行 くの に

どの道 を通 るか とい った決 断 を毎 日下

して います 。

ある時 、父親が娘 を車 に乗せ て空地

に乗 り入れ、車 をバ ッ クさせ て いま し

た。す る と娘が 「お父 さん 、穴に落 ち

るわ よ」 と言 いま した。 しか し父親 は

気 に も とめ ず、バ ックし続 け ました。

けれ ども繰 り返 して 娘 が叫ぶ ので、彼

はブ レー キ を踏 み 、車 を前 に出 しま し

た。車 を降 りてみ る と、大 きな穴に腐

った板 が渡 してあ り、あ と30セ ンチ も

バ ックすれ ば、 とん で もな いこ とに な

る ところで した。

その父親 は、「多分 私 は娘 を信頼 し

て いなか ったんで しょ うね。愚か に も

私の判 断の方が正 しい んだ と信 じて き

て いたんです。 そのため娘 を信 じよ う

と しませ ん で した。娘の言葉 を信ず る

のでな くて、娘 の金切 り声 で ようや く

車 をとめ たのです。」

私 た ちは神 の警告 を これ と同 じよう

な姿 勢 で受 け取 ってい ます。 しもべ は 、

「ス トップ ノま っす ぐで狭 い道 か らそ

れ ます よ、進路 を変 えな さい」 と警告

して います。私 た ちは 、すべ ての戒 め

に従 うよ うに との神の しもべの勧告 に

応 ず る信仰 を持 ってい るで しょうか 。 い

その よ うな信仰 があれ ば、神は必ず約

束 を果 た され ます。私 たちは正 しい道

を見出 し、 この世 では幸福 と繁栄 を、

次 の世 では永遠 の生 命 を受 け るの です 。

ここで証 したい と思 います。天父 は

生 きてお られ ます 。神 の御子 イエ ス ・

キ リス トは私 た ちの救 い主 であ り、贈

い主 です。現在 ここに は主のみ 言葉 を

伝 える予言者が い ます 。神 殿 の建 設発

表が主 のみ た まの も とに予 言者 に よっ

て な された こ とを、 イエス ・キ リス ト

のみ名 を通 して証 します 。アー メ ン。

8月9日(土)一 般大会午後の部 にお ける説教

みたまは証する

十二使徒評議員会補助

シ エ ー ム ス ・A・ カ リモ ア

す る兄弟姉妹、このすばらしい大愛
会に出席できたことを心から感謝

しています。私は日本の皆様に、特に

教会貝の方々に大 きな愛 を感 じていま

す。皆様の信仰 とみ業に献身している

姿に触れるたびに、その愛は一層大き

くなって参 りました。私は 日本 を訪れ

るたびに心め温まるのを覚 えます。か

つてお会いした方々に再びまみえ、ま

た皆様が非常に信仰篤 くこの大会に臨

んでおられることを知 ってうれしく思

っています。私 は皆様の心 と証 を強 く

感 じています。

私がアジア地区を担当する責任 を受

けましたとき、この地に住む大部分の

人々が仏教か神道か、またはキ リス ト

教以外の宗教 を信 じているので、「キリ

ス ト教 とは何か」か ら入って、それか

らモルモンの教 えに移 って行かなけれ

ばならないと考 えました。 しか し間 も

な くその考 えが間違っていたことに気

づ きました。

3年 ほど前になりますが、私は東南

アジア伝道部 を伝道部長 と一緒にまわ

った時のことです。支部 を組織す るた

めにイン ドネシアのバ ンドン市に参 り

ま した。 そこで、新 し く支部長 に召 さ

れた兄弟か ら とて も興 味深 い話 を うか

がい ま した。彼 はす ば らしい人で した。

この教 会 に入れた こ とをとて も喜 ん で

いま した。私 は彼が どの よ うに して教

会 を知 ったか を尋 ね ま した。す る と非

常 に興 味深 い話 をして くれ たの です 。

彼 はあ る時病気 で医師 の も とへ行 きま

した。診察 を終 える とその医師 は、「あ

なたは熱心 な ク リスチ ャ ンで し ょ う」

と言 い ました。 「い い え 、私 は仏教徒

です。 それ もとて も熱心 な」 と彼 は答

えた そ うです 。けれ ども医師 は、「で

♂
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も私 は、あ なたは きっ と立派 な ク リス

チ ャンにな る と思 い ます 。 この町 にあ

るキ リス ト教 につ いて調 べて みた らい

かが です か。」 そ う言 っ て 、 い くつか

宗派 の名前 をあげ ま した。 「で も、 ひ

とつ 注意 してお きま しょ う。 モル モン

だけには気 をつけ な さい よ。」 こ の時

彼は モルモ ン とい う言葉 を初め て耳に

しま した。 そ して これが 彼の好奇心 を

あお った のです。彼 はその晩百科 事典

を引 っ張 り出 し、モルモ ンにつ いて調

べ ま した。 で もあ ま りいい こ とは書 い

てあ りませ んで した。それ で も好 奇心

はお さ まらず 、 さらに調べ て い ました。

それか ら、1日 か2日 後 の こ と、宣教

師が彼 の家の ドア をノ ックしたので し

た。 こう して3、4週 間後 に、彼は奥

さん と子 供 と一 緒に この教会 に入 りま

した。彼は それ まで福音 につ いて全 く

知 りませ んで した し、礼 拝 の方 法 も宗

教的 な事 柄 につ いて の理 解 も全 く異 っ

て いま した。 けれ ど も彼 は見事 に変 わ

った のです 。私 は彼 の話 を聞 きなが ら、

ひ とつの こ とを考 え ました。 それ は、

彼が キ リス ト教徒 でなか った ときでさ

え も、回復 され た福音 は彼の心 を打 ち、

聖霊 はそれが真 実で あ るこ とを証 した

も うた とい うこ とです 。

そ して、全 くその通 りだ と感 じま し

た。予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスが森 に入

って祈 りを捧 げ 、答 えを受 けた とき、

ゼ の教 会に加 わ るべ きか主 に尋 ね ま し

た。す る と主 は 、いずれの教会 に も加

わっては な らな い と言われ ま した。 ジ

ョセブ ・ス ミス はキ・リス ト教 であ る と

な しとを問 わず どの教会 に も加 わ りま

せ ん で した。主が 、すべ ての教会 は こ

とご とく誤 って いる と言 われたか らで

す。聖霊 は心の正 直な人 に福 音の真理

を証 した もうの です 。

今 日、世 界の 多 くの国々 で、その 国

の言葉 で福音 が宣べ伝 えられ、宣教 師

が外国語 を覚 え、人々 と話す能 力 を授

け られて い る様 を見 るにつ け、私 は主

が予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスに語 られ だ

言葉 を思 い出 し ます 。

「そ れ よ り主 の腕 は力 を もて現 われ
、

諸 々の 国民 と異教 の国々 とヨセ ブの家

一に、彼 らの救 いの福 音 を真 に信ぜ しむ

る 日来 るな り。

その 日、 イエ ス ・キ リス トを啓示 す

るため に彼 らの上 に注が る る『慰め主』

の施 した も うに よ りて この能 力 を授 け

られた る者 たちの 口よ り、あ らゆる人

人 は己が国語 と己が言葉 にて完全 な る

福音 を聞か ん。」(教 義 と聖 約90：10、

11)

そ の 国の 言葉 を使 って伝 道す ること

は非常 に大切 な こ とです 。 フィ リピン

か ら台湾 に向か う飛行機 でア ンダー ソ

ン とい うひ と りの牧師 と一緒 にな りま

した。彼 は台湾で集会 を開 くこ とに な

ってお り、その事 を国中に宣伝 して い

ま した。 そ して そのテーマ とい うのが 、

「私 は キ リス ト教徒 にな るために なぜ

モル モン教 会 を離 れたか」 とい う もの

で した。 あ る宣教 師た ちは その集会 に

行 って話 を聞 きま した。，そ して集会後 、

ア ンダー ソン牧師 の も とに行 き、少 し

話 を しま した。 ア ンダー ソ ン牧 師 は通

訳 を使 って話 してい ま したので 、宣教

師 たちが 中国語 を話 すの に驚い てい ま

した。 けれ ど も宣教 師 たちに とって も
.
っ とお もしろ いこ とが あ りました。通

訳が あま り上手 でなか ったため 、モル

モ ン教会 を攻撃す るほ こ先 がず れてい

たの です。ア ンダー ソン牧 師は モルモ

ン教会 には 「神権 」が ない と言 ったの

ですが 、通訳 は 「司祭」 が いない と訳

して しまったのです。 もち ろんこれで

は 、ア ンダー ソン牧師 の言お うとした

こ とと全 く違 って きます 。

どこに住 んでい て も、人は聖霊 の力

を受 けて福音 の真理 を知 るこ とがで き

ます。 また神 が生 きてお られ 、イエス

が キ リス トであ り、キ リス トが 時の絶

頂 に降誕 して、教会 をお建 てにな り、

ユ ダヤ人 に よって十字架 にか け られ た

ことを知 る こ とが で きます。

キ リス トの死 と復活 の後 、大 きな背

教 が起 こ り、神 のみ名に よって行 な う

権 能 を持つ 人 は地上 にひ とりもい な く

な σま した。 それ か ら長 い年 月の後 、、

主は福音 を回復す る準備 をされ ま した。

この ように 、福 音が 回復 ざれ たこ と

を説 明 して い くとき、 それ が真実 であ

るこ とは キ リス ト教徒 であ るな しにか

かわ らず 、ユ ダヤ 人で も異邦 人 で も、

心が正 直で あ りさえすれ ば、み た まの

告 げ る証 に ようて理解 で きるの です 。

約3年 半 前に私は イ ン ドネシアを訪 れ

た とき、 ジャカル タに来 て4ヵ 月 しか

経 って いない4人 の宣教 師に会 いま し

た。彼 らにはた った一 つの翻訳 された

チ ラシ しか な く、 「モルモ ン経」「教義

と聖約 」 「高 価 な る真 珠 」 は まだ翻訳

されて い ませ んで した。 しか し宣教師

たちは謙遜 にそ して熱心 に伝 道 して い

ま した。福音 の回復につ いて語 り、証

を述べ 、す でに24人 の人 たちにバプ テ

スマ を施 してい ました。私 た ちは 日曜

日の集会 に 出席 したの ですが 、 日曜学

校 も聖餐 会 も約100人 の 出席があ り、

その うち教会 員は わず か24人 でした。

宣教 師は大 きな祝福 を受 けてい ました。

集会 には主のみ た まが とどまって いま

した。子 供 たちは 「わ た しは 神 の子」

を歌 い、 とて も上 手で した。扶助協 会

も美 しい コー ラス を聞かせ て くれ まし

た。

讃美歌 を歌 い、証 を聞 き、聖餐 を受

け 、私 はそ こでみ た まの証 をかつ てな

く強 く感 じま した。本 当に福 音は人 を

変 えます 。 ここに集 われて いる方 々も、

かつ ての家族 や社会 の習 わ しか ら訣別

して 、イエス ・キ リス トの福音へ と大

き く生活 を変 え られた こ とと思 い ます。

福 音 とその教 えを完全 に受け 入れ、そ

の教 えに従 って生活す るならば、必ず

幸せ がや って きます 。

予 言者 ジョセ ブ ・ス ミスは次 の よう

に言 ってい ます。 「幸福 こそが 、私 た

ちの存在す る目的 であ り、理 由である。

そ して、 それが人生 の 目標で ある。こ

の道 は、徳 、高潔 、忠 実、神 の戒め を

すべ て守 る ことで ある。」 しか し神 の

戒 め を知 らず して守 る こ とは で きませ

ん。 またさ らに深 く知 るため には、今

知 ってい る戒 め を守 る必要 があノります。

ア メ リカのあ る大学教授 が、最 も幸せ

な男女の グループ につ いて調査 し、幸

福 に なる条件 をあげてい ます。彼 の調

査 に よる と、 その グループ全員が程度

の差 こそあれ、特定 の心構 え を持 って

いた こ とが わか りま した。

まず第1は 、仕事 に打込む こ とです 。

私 の 会 った 人 々で 、 幸福 と言 える人

は、一人 の例 外 もな く、何か 自分 自身

のこ と以 外の仕事 とか 主義の ため に働

か なけれ ばな らな い、 という 義務感 を
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もってい ま した。.こ うい う人 々は人生

に対 して一つ の使命感 を持 ってい るの

で 、 自己 中心 的で あった り自分 だけの

殼 に と じこ もった りは しませ ん。彼 ら

に とって幸福 は義務 と活動の副産 物 な

のです。

第2は あ りの ままの 自己 を認め るこ

とです 。つ ま り恥 ずか しが った り悩 ん

だ りす るこ とな しに、 自分 自身、 自分

の性質 をあ るが ままに認め ます。不幸

に出会 えば、彼 らもや は り他 の人 々 と

同様 に苦 しみ ますが 、ど うに もな らな

いこ とはそれ を耐 え忍 んで、 人生 のつ

とめ を果 してゆ く力 を現 わす のです。

彼 らは今 さ ら呼返 す よ しもな い夢 を思

い出 して くよ くよす るよ うな ことをあ

ま りしませ ん。

第3は 不確 実 な もの に耐 え る力 です。

幸福 な人 は恐 れ た りおび えた りす るこ

とな しに 、未知 な る もの と一緒 に住む

こ とが でき ます。彼 らは未知 な もの を

受入れ 、 ときに はそれに心 を引かれ る

こ とさえあ ります。正体 の ほ どが わか

らない ときに も、わか らない ままその

未知 なる もの を受 入れ るの です。

第4に リア リズム 。幸 福 な人は リア

リス トで、見せか けの もの、 まやか し

もの 、不正 直な ものな どを見 抜 くす ぐ

れた能 力 をもってい ます。 彼 らは人生

を桃 色の眼鏡や黒 いガ ラス を通 して見

よ うとは しませ ん。 彼 らは 自分の欲求 、

希望 、心配 な どよ りも、む しろそこに

現実 に存 在す る もの を見 ます。 また左

右いずれに も極端 に片寄 るこ とをしま

せ ん。

第5に もの を玩 味す る能 力です。 幸

福 な人は 日常生 活の ありふれた楽 しみ

を何度 で も、新 し くす なおに味 わい と

るこ との で きる、ふ しぎな能 力 をもっ

てい ます。生活 をた い くつな ものにす

るような こ とは決 して しませ ん。そ し

て 人々か ら受 け たこ とに対 して、糸色え

ず感謝 を表 わ します。(「 リー ダー ズ ・

ダイジェス ト」.1967年12月 号 、 ジ ョン

・コー ド ・ラン グマ ン)

福 音 を理 解 している人に とって 、こ

れ まで述べ た5つ の点は さ らに大 きな

意味が あ ります。マ ッケイ大管 長 は次

の ように言 われ ま した。 「幸 福 だ け を

捜 し求 めて いる人は往々 に して幸福 を

見 出せ な いが 、他 人のこ とを考 えて生

活 を営 む 人、他 人 の幸福 の ために 己れ

をむ な し くす る人 は、2倍 の幸福 を得

る。 幸福 とは、心 に感 じる暖 か く安 ら

いだ気持 であ る。」(デ ビ ッ ド ・0・ マ

ッケ イSεcγ 醗so∫aHαPPツL∬e，

「幸 福 な生 活の秘訣 」p .171-175)

本 当 の喜 び と幸福 は イエス ・キ リス

トの福音 に従 って初 めて得 られ る・もの

です。幸 福の源 は福音 を理 解 し、それ

に従 うところにあ ります 。

私 た ちには、宣教 師 とな って、人々

に悔改め を叫 ぶ責 任が課せ られてい ま

す。 人が悔 い改め た とき、私 たちはそ

の 人 と共 に喜 び を抱 くこ とが で きるの

です 。 「而 して、悔 い改む る人 を見 て

彼 の悦 び は如 何に大 いな るか 。而 して

汝 らも し.生涯今 の世 の人々に 向いて悔

改め を叫ぶ こ とに 力 を尽 し、唯 一 人の

入た りともわれに導か ば 、わが御 父 の

国 に於 て彼 と共に汝 らの悦び如何 ばか

りそや。」(教 義 と聖約18：13、15)

ジ ョセ ブ ・フ ィー ルデ ィン グ ・ス ミ

ス大管長 は次 の よ うに述 べて い ます。

「この 世 の 悪 を正す のは
、主 イエ ス ・

キ リス トの福 音 をおいて ほか に ない。

平和 へ の望 み 、この 世 と霊 的な繁栄へ

の望 み 、 また終局 的に神 の王 国に住 み

たい とい う望 みは 、 この 回復 され た福

音 にのみ 、 またその福 音 を通 じて のみ

見出 され るものであ る。我 々の誰 もが

携 わ るこ とので きる仕事 の うちで、福

音 を宣べ伝 え、この地上 に教 会 、すな

わ ち神 の王国 を打 ち建 て るこ とほ ど重

要 な ものは ないのであ る。」(1972年4

月 大会 説教 「聖徒 の道」1972年12月 号)

福 音 は それ を受.け入れ 、 それ に・従 っ

て生活す るすべ ての 人に平安 と幸 福 を

もた らす の です 。

私 たちは世 の人々 に次 の よ うな メ ッ

セー ジを宣べ伝 えて い ます。

1.イ エ ス ・キ リス トは神 の御 子 で

あ り、人類 の贈 い主、救 い主 で

あ って、救 いは御子 を通 じて も

た らされ る。使徒ペ テ ロ もこの

ように述 べ て い ます 。 「わた し

.たちを救 い うる名 は 、これ を別

に しては、天下の だれ に も与 え

'られ ていな いか らである。」1(使

徒4：12)
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2.イ エ ス ・キ リス トの福音 が回復

され た。つ ま り、神 は再 び天 よ

り語 り、 イエヌー キ リス トの福

音 を完 全 な形 で 回復 され たので 一

す 。

何 とす ば ら しい ことで しょ う.か。神

は生 きてお られ 、 イエ スは キ リス トで

あ り、天 が開か れ、 この時代 に人は神
'沸

と言葉 を交わ したのです。、ジョセブ ・

ス ミスは祈 りの答 えとして、神 とキリ

ス トの訪れを受けました。ジョセブは

御二方に尋ね、御二方はその質問に答

え、何 をすべ きかを命 じられました。

ジョセブ ・ス ミスは神にまみえたため、

神が どのような御方かを知 りました。

神は人に似た姿 をしてお られました。

人は神の姿に似たかたちをしています。

今や ジョセブは神 を知 りました。 この

ため、神に対する一層の信仰 と理解を

もって祈 ることができました。私だち

には生命ど救いの計画が明らかにされ

ています。私たちは どこか らきて、な

ぜここにおり、どこへ行 くのかがはっ

きりしています。救いを得るために必

要な儀式が知 らされ、その儀式を執行

す る権能すなわち神権が人に与えられ

ています。

私 は黙示者 ヨハネが語った天使が実

際に中空を飛んで永遠の福音を携えて

きたこと.を証 します。主は予言者 ジョ

セブ ・ス ミスに次のような啓示 を与え

てお られます。

「さて、誠 に主は言 う。汝 らこの世

に住む者よ。これ らのこと汝 らの中に

知 られんため、永遠の福音 を持 ち天の

唯中を過 りて飛ぶわが天の使 を遣わせ

り。一この使はすで にある者 たちに現わ

れ人間に福音を付 したり。またこの使

は、この世 に住む多くの者に現わるべ

し。

而 して、この福音はあらゆる国民、

あらめる血族、あらゆる国語の民、お

よびあらゆる世の人々に宣べ伝 えられ

ん。

神の僕 らは出で行 きて声高 く言 うべ

し。神 を畏れて栄 を神に帰せ よ。神の

審判の時来 りたればな.り。

また、天と地 と海と水の源 とを造 り

たる者 を礼拝 し、」(教 義 と聖約1331

36-39)
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主 は世 界に散 在す るイス ラエ ル を集

め るために再 び手 を伸 ば され ました。

現在教 会が急 激：に大 き くなってい る

様 を見 るにつ け、私 たちは ネブカデ ネ

ザル王 の見 た夢 を思 い出 します 。人の

手に よ らず に山か ら切 り出 された小 さ

な石が転 が り出て 、や がて全地 に満 ち

た とい う夢 です 。 また、ひ とつ の像が

あって、そ の頭 は純 金 、胸 と両腕 は銀 、

腹 とももは青銅 、す ねは鉄 、足の一部

は鉄 、一 部 は粘 土で で きて いま した。

予言者 ダニエ ルは この夢 を解 き明か し

て次 の ように言 って い ます。

「あ な たが 見 て お られ た とき
、一つ

の石 が人手 によ らず に切 り出 されて 、

その像 の鉄 と粘 土 との足 を撃 ち、 これ

を砕 きました。

こ うして鉄 と、粘土 と、青 銅 と、銀

と、金 とは みな共 に砕 け て、夏の打 ち

場 の もみが らの よ テにな り、風に吹 き

黙麟鷹翻 灘 繍諭職購 畑

払 われて 、あ とか た もな くな りました。

ところがその像 を撃 った石 は 、大 きな

山 となって全地 に満 ちま した。」(ダ ニ

エル2：34 、35)

ダ ニ エル はさ らに 、王 と王国 に とっ

て その夢 は どの ような意 味が あ るか 、

また体 の各部 分 と像 が、王国 とどの よ

うに関連づ け られ るか を説明 しました。

ダニエル はかか とと足が王国 を表 わ し

てい るこ とに触れ て、次の よ うに述べ

て います。

「そ の足 の 指 の 一部 は鉄
、一部 は粘

土 であ った よ うに 、その国は一部 は強

く、一部 は もろい で しょう。

あなたが鉄 と粘 土 との混 じったの を

見 られ たよ うに 、それ らは婚姻 に よっ

て、互 いに混 ざるで しょう。 しか し鉄

と粘 土 とは相 混 じらない よ うに、か れ

とこれ と相 合す るこ とは あ りませ ん。

それ らの王 た ちの世 に 、天 の神は一

つ の国 を立 て られ ます 。 これ はいつ ま

で も滅 びる ことが な く、 その主権 は他

の民に わた されず 、かえ ってこれ らの

もろ もろの国 を打 ち破 って滅 ぼす で し

ょう。 そ して ζの国は立 って永遠 に至

るのです。

一 つ の石 が人手 に よらず に山か ら切

り出 され 、その石が鉄 と、青 銅 と、粘

土 と、銀 と、金 とを打 ち砕 い たの を、

あなたが 見 られ たのは この事 です。大

いな る神が この後 に起 るべ きこ とを、

王に知 らされ たのです。 その夢 は まこ

とで あって 、この解 き明 か しは確か で

す。」(ダ ニエル2：42-45)

私 は 天使 が 中空 を飛ん で、あ らゆ る

国民 、国語 の民 に宣 べ伝 え るために 、

永遠の福音 を携 えて きたこ とが事 実 で

あ るこ とを証 します 。 人手 に よらず 山

か ら切 り出 され た小 さな石が全地 を満

たすべ く転 が り出でて います。

終 りの時に至 って福音 が確 立 され た

こ と、戒 めの声 が万人 に及ぶ こ と、主

の僕 らが出 て行 きてだれ も彼 らを とど

め るこ とが で きない こ と、 これ らは主

が語 ってお られ るこ とです。

「聴 け
、汝 ら わが教会 の人々 よ。 い

と高 きところに住み て、すべ て の人 を

見 ま もる者 の声 は告 ぐ。 曰 く、誠 にわ

れ告 ぐ、汝 ら民 よ、遙か な る所 よ り耳

を傾 け よ。海 の島々 にあ る者 よ、共 に

聴 け。

誠 に主の声 はすべ ての人々 に及ぶ も

の なれば 、一 入 ものが るる者 な し。 目

として見 ざ るは な く、耳 と して聞か ざ

るはな く、心 として刺 し貫か れ ざるは

な し。

また 、お よそ教 えに そむ く者 た ちは

大 いな る悲 しみ に刺 し貫か れん。そは 、

彼 らの罪悪 は公 に告 げ知 ら されて、 そ

のか くれた る行為 の発か るべ きを以 て

な り。

而 して、 この 末の世 にわが選 び たる

弟子 たちの 口よ り、すべ ての人々に警

めの声 は及 ぼん。

この 末の世 の弟子 た ちは進み行け ど、

一 人 もこれ を止 む る者 なか らん
。 そは

主 な るわれ 、彼 らに命 じたれば な りd

(教 義 と聖 約1：1-5)こ れ らの証

をイエ ス ・キ リス トの み名に よって申

し上 げ ます。 アー メン。
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8月9日(土)両 親 の集 い におけ る説教

福音を教えるための

主のプログラム

第二副管長

マ リ オ ン ・G・ ロ ム ニ ー

ρ砕r

す る兄弟姉妹の皆様 、この会は両

愛親の夕べですの で、私 は福音 を教
える とい うこ とにつ いて 、皆様 と共 に

考えてみた い と思 い ます。

世 の人々が懸 命にな って追 い求め て

い るもので 、イエ ヌ、・キ リス トの福音

ほ ど必要 な もの はほかに ないで し ょう。

それは、私 たち を現 在の堕落 の状 態か

ら不死不 滅 と永遠 の生命へ の状 態に 引

き上 げ るこ との で きるもの は、福 音 を

お いてほかに ないか らです。 そ して 、

天 父な る神 御 自身が この福音 をお 造 り

にな りました。天 父御 自身が その大 筋

を定め 、細 目を決め 、 その定 めに従 っ

て教 え られ たの です 。

天 父は、子供 たちに福音 を教 える と

い う偉大 な責任 を、両 親 に託 しま した。

天 父御 自身 も、 この世 に生 まれ る前 の

霊 の子供 た ちに福音 を教 え、 また地上

の 人間には啓示 をもって教 え るこ とに

よ り、責任 を果 た してお られ ます。

もちろん私は 、私 た ち全 員が主が予

言者 ジ ョセ ブ ・ス ミヌ、に語 っ た、 「こ

れ に住 む者 たち も皆神 よ り生 れ たる息

子 と娘 」 とい う言葉 を理 解 して いる と

考 えてい ます。(教 義 と聖約76：24)

ア ブ ラハムの語 るところに よれば 、

天 父は天上 の大会議 にお いて、私 たち

を含 むすべ ての霊 の子供 たちに福音 を

お教 えにな りま した。 そ して地球 に来

て いる私 た ちは 、福 音 を受 け入れ たた

め 、この地 上 で肉体 を受け る特権 に浴

したのです。

また、前世 での生 活は記憶 か ら消 さ

れ 、私 たちが 自由意志 を用 いて主 の命

じた もうたあ らゆ る事柄 を行 な うか 否

か を試 され るこ とにな りました。 この

よ うに して 人は、 この世 の 目的 を完 う

す るために は福音 を学 ばねば な らな く

なったの です。

従 って私 たちは、福音 を教 える とい

う大切 な 目的 を達 成す るための主 の プ

ロ グラムにつ いて、心 に深 く考 えてみ

る必要 が あ ります。

このプ ログラムの先が け をされたの

は天父御 自身 で した。天父 はエ デンの

園にお いて 、アダム とイブに顔 と顔 を

合 わせ て話 し、教 え を授 け られ ました。

そ して禁断 の木の実 を食べ て主 のみ前

から追放 され た後 で も、アタ払とイブは「エ

デンの園 を指 して行 く途 のか なた」 か

ら主 の声が聞 こえて 、 「主 なる汝 らの

神 を礼 拝 し、主 に供 物 として その羊 の

群 の中の初子 を捧 ぐべ し」 と教 え られ

たのです。 そ して、(記 録 に よれ ば)ア

ダムは主の戒め に よ く従 い ま した。

「多 くの 日を経 て
、主の天使 一 人ア ダ

ム に現 れて言 いけ るは 、汝何 故 に主 に

犠牲 を捧 ぐるや と。ア ダム彼に言 いけ

るは、われ その故 を知 らず 、 ただ主 の

誠 命に従 うのみ。」(モ ーセ5：4-6)

そ こ で天使 はア ダム にイエ ス ・キ リ

ス トの福 音 を教 え ました。ア ダムは そ

の教 え を心か ら何 の疑 い もな く受 け入

れま一した。 それ も頭 の 中だけ で理 解 し

たのでは な く、原則に従 ったのです。

ア ダムは悔 い改 め、バ プテ スマ を受 け、

聖霊 の賜 を受 け ました。 この よ うに し

て約束された祝福 を得 たのです。アダ

ムは自分が子孫 と共に貝費われて再び神

と共に住むことができると知 って大い

に喜びました。

このように して、私たちの始祖アダ

ムとイブは、父なる神 と神の正式の代

理人である天使か ら直接、福音を知 ら

されたのでした。福音を教えるこの方

式は、世の初めに神が定めた もうたも

のですが、それ以来変わっていません。

新 しい神権時代が訪 れるたびごとに、

主は選ばれた僕に直接福音 を啓示 して

こられました。

アダムがまだ生 きていたときでさえ、

主は新たにエノクに、またその後はノ

アに福音 を啓示されました。大洪水の

後 も同 じように、ジェレ ド人に、アブ

ラハムに、そ してモーセ、ニーファイ

人に と、啓示が与えられています。時

の絶頂にはイエス御 自身がおいでにな

り、説教 と模範によって福音 を教えら

れました。

そ してこの末 日に天父 と御子が予言

者 ジョセブを訪れ、福音 を授けました。

そればか りでなく、多くの天の使いた

ちが予言者の もとに送 られ、すべての

原則、儀式が更新 されたのです。天父

と御子か ら遣 わされた天の使いたちは

福音を宣べかつその儀式 を執 り行なう

権能である神権 を、ジョセブ ・ス ミス

に授け ました。

両親の責任

さて次は、主が両親に対 して与 えら

れた、子供 を育てる責任について考え
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てみ ま しょう。 これは 、主 の福音 を教

え るプロ グラムの 中で第2の 蔑 階 をな

す もの です 。

初 め てア ダム とイブ に福音 を宣べ た

もうた とき、主 は こ う語 られ ま した。

「われ 汝 に一 つ の誠 命 を与 えてこれ

らの事 を汝 らの子 らに 自由 に教 え し

む。」(モ ー セ6：58)

「アタ払とイブ とは…息子娘 らにすべて

の事 を知 らしめた り。」(モーセ5：12)

私 た ちはアブ ラハ ム もこの よ うに し

た ことを知 って います。主が 彼 をほめ

て こう言 われたか らです。

「わた しは彼が 後 の子 ら と家 族 とに

命 じて主 の道 を守 らせ 、正義 と公 道 と

を行 わせ るため に彼 を知 った の で あ

る。」(創世18：19)

ま た主 は モー セ を通 じて、 イス ラエ

ルの子 らに こ う命 じ られ ま した。

「努 めて これ(神 の言葉)を あな たの

子 らに教 え、あな たが家 に座 して い る

時 も、道 を歩 く時 も、寝 る時 も、起 き

る時 も、これにつ いて語 らなけれ ばな

らない。」(申 命6：7)

エ リは神 殿の祭 司長 で したが、子供

た ちは悪事 を働 き、彼の 手に負 え ませ

ん で した。主 は言われ ました。

「わた しはエ リに
、彼が知 ってい る悪

事 のゆ えに 、その家 を永久 に罰 す るこ

とを告 げ る。その子らが 神 をけが してい

るのに 、彼 がそれ をとめ なか ったか ら

で ある。」(11サ ムエ ル3：13)

パ ウ ロは、エペ ソ人の 父親に.こ う勧

告 しま した。

「父な る者 よ
、子供 をお こ らせ ないで、

主 の薫陶 と訓誠 とに よって、彼 らを育

てな さい。」(エ ペ ソ6：4)

ニ ー フ ァイは 「善 い父母 」か ら生 ま

れ た といって い ますが 、これは彼 らが

「父 の知 って い たすべ て の学 問の中か

らい くらかの教 え∫ を授 け たか らです。

もちろん福 音 の知 識 もあ ったこ とで し
"'

よう。(1ニ ー ファイ1：1)

イ ノ ス も父親の こ とを 「正 しい人」

と言 って い ます。・それ は 「父の言葉 で

教 え、 また主の愛 と誠命 とを私 に教 え

Fた か ら」 です
。(イ ノス1)

さ らに民に福音 を宣べ伝 えたモーサ

ヤ王 は、 も しも民が福音 を信 じるな ら

ば 、'「真 の道 を行 う事 と真面 目でなけ 「

れば な らぬ事 と互 い に愛 し互 いに助 け

ね ばな らぬ事 とを教 え る」はず であ る

と語 って います 。(モ ー サヤ4：15)

そ して この末 日の神権i時代 、主 は教

会が 設立 されて まだ2年 と経 たない う

ちに、両親 に子 供 を教育 す る責任 が あ

る ことを次 の よ うにお教 えにな りま し

た。

「また
、シオ ン または組織せ られ た る

シオンのステー キ部 内にて子 供 を有す

る両親 あ らば 、 そ の子 供 八 才 の時 、

悔 改め 、生 け る神 の子 キ リス トの信 仰 、

バ プテ スマ と按 手に よ る聖 霊の賜 な ど

の教義 を教 えて理解せ しめ ざれ ば、罪

その両 親の頭 に留 るべ し。

お よそシオ ン、または その組 織せ ら

れ た るステー キ部 内に住め る者 の律法

はか くの如 し。

また両親 はその子供 た ちに祈 ること

と、主 の前 に正 し く歩む こ ととを教 え

ざ るべ か らず。」(教 義 と聖約68：25、

26、28)

そ し てそれか ら1年 半後 、主 は、子

供 の教育 を怠 ったこ とで、主 だ った指

導 者 を責め られ ま した。

「…・・われは汝 らの小児 たち を光明 と

真理 の 中に導 き来 れ と汝 らに命 じた り。

され ど、われ誠 にわが僕 フ レデ リッ

ク ・ジー ・ウイ リヤム スに告 ぐ。…… 汝

は いまだにわが誠 命に従 いて汝の子供

た ちに光 明 と真理 を教 え居 らず。 され

ばかの悪魔 は い まだ に汝 を支配 し居 れ

り、これ汝の苦 しみ を受 くる所以 な り。

… …汝 も し救 われ ん と欲せ ば 自身の

家 を整 うべ し。汝の家 には正 しか らざ

るこ と多けれ ばな り。」

主 は シ ドニ ー ・リグ ドンに も同 じよ

うに叱責の言葉 を下 され ました。

また予言者 ジ ョセブ ・ス ミスに対 し

ては こう言 われ ま した。

「……汝 は誠命 を守 らざ りき
。されば

主 の前に あ りて 、必ず叱責 を受 け ざる

べ か らず 。

汝の家族共 は必 ず悔 い改めて、或 る事

を捨て 、 また汝 の言 うこ とに一 層誠実

に心 を留 め ざるべ か らず。 ……わが教

会 の一監 督た るニ ューエ ル ・ケ イ ・ホ

イッ トニー も また必ず懲 しめ を受 け、

その家族 を整 うべ き ものな り。 その家

族 の者共 を して、家 に在 りて必ず今一

層勤勉 に事 にかか わ らしめ乱 また常 に

祈 りをなさ しむべ し。然 らざれ ば、彼

ら今 居 る所 よ り立 ちのか されん。」(教

義 と聖 糸勺93：40-43、47、48、 昏0)

初 期 の頃か ら、教 会の指導者 は、子

供 を教 え る とい う主の指示 を実行 す る

よ うに強調 し、奨励 して きました。

1915年 、 大管長 会 は 「ステー キ部長 、

監督 お よびシオ ンの両 親へ 」 と題す る

通達 を出 しましたが 、それ にはす でに

引用 した教義 と聖約 第68章 が添 えてあ

りま した。で はその内容 を御紹 介致 し

まし ょう。

「シオ ン
.の子供 た ちは『あなたの父 と

母 を敬 え。 これは あなたの神 、主が賜

わる地 で、あ なたが長 く生 きるためで
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ある』 との戒めをさらに完全に守 るよ

うにすべ きです。(出 エジプ ト20：12)

この啓示は末 日聖徒が全力を傾けて

取 り入れなければならないものであ り、

この教会の両親は、この戒めを家庭の

中で教え、実践していくように求めら

れています。

この目標を達成するために、教会 を

あげて 『家庭の夕べ』 を始めるよう強

く勧めるものです。両親が家庭で子供

と共に集い、子供 に主のみ言葉 を教え

るのです。この家庭の夕べ で行な うの

は、祈 り、讃美歌.歌 、器楽演奏、聖

典の勉強、家族の問題や、その他福音

の原則に基づいた特別なレッスン、ま

た倫理上の問題 さらに子が親や家庭、

教会、社会、そして国に対して持つ義

務 と責任についての話合いなどです。

小さな子供たちのためには、.簡単 な話
じ

や歌㍉ゲームなどがいいでしょう。ま

た、 どこの家庭に もあるような軽い飲

物も用意 して下 さい。

形式にとらわれることはこの際避け

て、家族全員が参加できるような活動

にしましょう。

こうして家族が共に集 うとき、家庭

の夕べは親 と子、兄弟同士 の信頼を増

し、・伺時に両親が子供に対 して警告 と

勧告の言葉 を与える絶好の機会 ともな

るのです。この夕べを通 じて子供 たち

は父母を敬い、家庭の一貝 として受け

ている祝福に感謝す るのです。そうす

るときに、主の約束は文字通 り実現 し、

.この 人生 にお ける幸福 は さ らに長 く続

くこ とで しょう。

聖徒 た ちが この勧 告 に従 うな らば 、

大 いな る祝 福 がお とずれ るこ とを約束

します 。家庭 は愛に満 ち、両 親へ の信

頼 は増 し、 イス ラエルの若 人 に主 を信

ず る心 が高 まるで し ょう。そ して、悪

の力 と誘 惑に対抗 す る力 を得 るよ うに

なるのです。

敬具

ジ ョセブ ・F・ ス.ミス

ア ン トン ・H・ ラン ド

チ ャー ル ズ ・W・ ペ ンロー ズ」

(1仰 粉 喫me撹E糧 「イ ンプルーブメ

ン ト・エ ラ」1915年6月 号，P，733-734)

現在、大管長の霊感あふれる指導に

よ り、教会 をあげて毎週の家庭の夕べ

で福音 を教えるこ とが、・改めて強調 さ

れています。そして教える際の指針 と

して、「家庭の夕べ」というテキス トが

全家庭に配布されています。

最初のテキス トには大管長のメッセ
ージが次のように記されています

。
「教会の両親の皆様へ

『家庭において福音を教え、 実践す

る』ためのこれらのレッスンは、毎週

の家庭の夕べに役だてていただ くため

に作 られたものです。

従 って自由に使 って下 さい。年齢や

家族構成に合おせて変更 を加 えて下 さ

い。』子供 たちが主について理解 し、祈
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り、主のみ前に正 しく歩むように教 え

る責任は両親の頭に課せ られているの

です。そして、私たちが声を大にして

言 わ な けれ ば な らないの は、『いか

なる成功 も家庭の失敗 を償 うことはで

きない』 ということです。

両親が子供たちをまわ りに集め、真

理 と正義、愛 と信頼の うちに彼 らを導
'沸

くよう心か らお勧め します。家庭は正

しい生活の基です。子孫 を育て、教え

るのに、家庭に代わるところはないの

です。 この困難な時期にあって、いか

なる場所においても、いかなる組織、

いかなる手段をもってして も、家庭 に

おける愛 と正義、教えと模範、そして

家庭において喜んで義務 を果たすこと

以上に問題解決の手段はあ りません。

以上のことか ら明らかなように、福

音を教えるための主のプログラムの第

二段階は両親に委ね られています。

神権者の責任

さて、教会貝に福音 を教えるための

主のプログラムの第三の面 を見てみ ま

しょう。 「

この地上 に再び主の教会が組織され

る日のことが啓示されましたが、その

同 じ啓示で、主は、神権 を持つ者に課

せ られる責任について説明を加えられ

ました。次のように書いてあります。
「説 き、教え、釈 き、勧め……各会員

の家庭 を訪れ、彼らが声 をあげてもひ

そかにても祈 りをな し、またすべて家 .

庭の務めにいそしむように勧め 、もし

必要あらば長老を助 くべ きものとす。」

(教義 と聖約20：46、47、52)

この啓示は、結局の ところ、「各会員

の家庭 を訪れて彼らが声 をあげてもひ

そかにても祈 りをな し、またすべて家

庭の務めにいそしむように勧め」る第
一の責任が長老にあると言っています。

教師の義務 という点か ら考えてみて

も、これは真実です。主はこう説明 し

てお られます。

「教師の義務は常 に教会貝 を守護 し、

彼 らと共にありて彼 らを強 くすべ きも

の とす。

また教会員の中に邪曲な きよう、互

いの間に頑固なることのな きよう、ま

た虚言、蔭 口、悪 口などもなき様注意



すべ きものとする。

また教会員の しばしば集会すること

をはか り、またすべての会員にその義

務 をっ くすようになさしむ。」(教 義 と

聖糸勺20：53-55)

兄弟姉妹の皆さん、これまであげて

きた教えに照 らしてみると、主は福音

を教えるにあたって実に明確なプログ

ラムを与えられました。これには皆 さ

んも同意 されるでしょう。主は、この

プログラムを推進するために全力を傾

け られたのです。

予言者 たちも同じようにして与え、

られた責任 を果たしてきたことは明ら

かです。

私たち子 を持つ親に とって、また神

権者にとって大切なのは、子供を教え

るという責任 を忠実に果たし、ホーム

ティーチングを忠実に行 なうというこ

とです。 この地に間もな く神殿が建て

られる予定です。このニュー スを聞い

た両親の皆 さんは子供の教育にさらに

力 を入れ られ るこ とで しょ.うし、神権

指導者 は さ らに忠実 に ホー ムテ ィーチ

ングプ ログラム を行 な うことで しょう。

そ うす るな ちば、必ずや約 束 され て

い る恵み を受 け るで しょ う。私が これ

まで話 して きた事柄 が真実 であ ること

を証 し、 またへ りくだ り祈 ります 。イ

エ 冬 ・キ リス トのみ名 に よ り
、アー メ

ンQ

8月9日(土)両 親の集 いにお ける説教

幸福な家庭の土台

十二使徒評議員会会員

コ ー ト ン ・B・ ヒ ン ク レ ー

一 の集会に、夫婦や両親がそろって
一
出席 して下 さり感謝 しています。

かつて、その国の文化にもよりましょ

うが、男性が奥 さんを教会に連れてこ

ないという傾向がありました。 もちろ

ん教会には男女別の集会 もあります。.

男性には神権会が、女性には扶助協会

があります。 しか し、それ以外の集会

や社交活動 では、奥 さんは御主人と一

諸にいるようにしていただきたいので

す。

兄弟姉妹の皆様、私は、家族が直面

している最大の課題 は、愛 と感謝に満

ちた幸福な家庭 を築 き上げることだ と

思います。幸福な結婚 と言っても、 し

ばしば耳にするような、甘い1う わつ

いたものではあ りません。む しろ、 自

.分 の伴侶や子供 たちの幸福を願 う切実

な気持 だ と思います。「主が家 を建 て

られ るので なければ、建てる者の勤労

はむなしい」(詩 篇127：1)と 言われ ，

ています。

このような大きな建物には必ず しっ

か りした土台が必要です。これから幸

福な家庭を築 くための4つ の土台をお

話 してみたいと思います。その前に、

約束 してお きましょう。皆様が私の提

案に従って家庭 を築いて下 されば、皆

様の生活 も、子供 たちの生活 も必ず実

りあるもの とな り、喜びも永遠の もの

にな ります。

まず第一は、敬 い合 うことです。こ

の気持は 自分が何者か、なぜ ここにい

るのかを知 り、永遠の 目標 を知れば、

おのずから生 まれてきます。私たちば

皆神の子ですから、何か特別神聖なも

のを必ず受けついでいます。この世 で

も、父親 というものは、その息子 と娘

を同 じよ うに愛 しているものです。で

すか ら、同 じように天父 も、その息子

と娘 を平等に愛 してお られるに違いあ

りません。ある娘だけが何 とか悪 く言

われ るのは、天父に とってうれ しいこ

とではないでしょう。 もちろん、家庭

を管理するのは御主人です。 しか し、

だか らと言って、傲慢な態度やおせっ

かいや間違った支配はいけません。

兄弟の皆様、皆様の最 も大切な永遠

の財産は、妻であ り、伴侶であり、子
'供
の母親 である女性です。永遠の父な

る神の娘である女性に充分敬意を払っ

ていただき，たいのです。愛し、思いや

り、敬い、いたわって、まことの交わ

りを持っていただきたいのです。

マ ッケイ大管長の言葉に次のような

ものがあ ります。「子供 た ちに与 えう

る最大の感化は、父親が母親を愛 して

いるということを彼らに示すことであ

る。」

奥さん方、御主人を敬って下さい。

教会 で働 く御主人を励 まして下さい。

神権 を持 ち、主のみ名によって語 り、

祝福 し、永遠の 目的を知って家庭 を管
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理する夫を持ち、父親を持つ というこ

とは、大 きな祝福 なのです。

家族を管理 している父親の皆様、神

権の管理 については主のみ言葉に従 う

ことが最善の方法なのです。主はこの

ような啓示を下 してお られます。
「如何なる権力も勢力 も神権 によ り

て維 持す る能 わず、または維 持すべ

きものにあらず、ただ説服と堅忍 と柔

和 と温情 と偽 らざる愛とによる。

また、親切 と浄き知識すなわち偽善に

あらず妊智にあらず してその人を甚だ

大いならしむ るものによる。

すなわち、聖霊に感動 しては機に臨

みて激しぐ人を責む。然 る後、また彼

の汝を敵視せ ざらんために責めたるそ

の人に一層の愛 を示す。」(教 義 と聖約

121：41-43)

父親である方々は、この言葉 を何度

も読んでいただきたい と思います。 こ

の勧告に従って下 されば、奥 さん も、

子供たちも、皆幸福になれると約束 し

ます。そ して、年が経つにつれ、主に

感謝 を捧げる理由もわかって参 ります。

第2の 土台は、第1の 土台と深い関

係があ ります。これを 「柔 らかい答」

とでも言いましょうか。箴言で 「柔 ら

かい答は、憤 りをとどめ、」(箴 言15

：1)と あ ります。家庭における静か

な言葉こそ、平安をもたらす言葉 です。

ひとたび声をあげれば小 さかったはず

の不和 も大 きな争いになって しまいま

す。お互いにどなりあっているような

家庭 は、主の家ではな く、正i義に反す

る家です。穏やかな会話 をしている家

庭の奥さんや子供 たちは、何 と恵まれ

ていることでしょうか。

愛の声、平安の声、尊敬の声は、静

かな声です。兄弟姉妹の皆様、このこ

とをよく考えて下さい。必ず大 きな祝

福 を受けることができます。

第3は 、什分の一や献金を正直に納

め ることです。様々な経済上の問題を

かかえている人がお られることを知 っ

ています。インフレが進んで、必要な

出費もまかなうことがなかなか困難に

なってきました。食費をきりつめ、や

っとの思いで生活しておられ る方が多
'いことも存 じています

。しか しなが ら、

主の戒めを守 ると誓約.を交 した皆様は、

正直に、什分の一と献金 を納めていた

だきたい と思っています。神様は戒め

を守 る人々にすばらしい約束を与えて

おられます。マラキの言葉は御存知の

ことと思います。今 日それに、ベ ンジ

ャ ミン王が民に語 った言葉 を読んでみ

ましょう。
「ごらん
、神がお前たちに要求なさる

のは、お前たちが神の命令に従 うこと

だけである。それで神は、『汝らもし神

の命令 を守 らば地に栄ゆべ し』 という

誓約をお前たちに立てたもうた。そし

て神は一度 口に出したことを変えたま

わないから、お前たちが神の命令を守 る

ならば神は必ずお前たちを祝福 して栄

えさせ たもう。

主なる神がこのように言いたもうた

から、以上のことが真実であるのを忘

れずに記憶せ よ。」(モーサヤ2：22，41)

最初 に主に対す る務め を果たしてい

ただきたいと思います。主の約束は偉

大であり、それ・を果たす力も驚 くべ き

ものです。私は、主が必ず約束を守 ら

れることを証 し致 します。

最後の4番 目の土台は、家族の祈 り

です。結婚生活には時々悩みがありま

すが、これを解決す るために、祈 り程

よいものはあ りません。主の前にひざ

まずき，互いに向かいあい、感謝を述

べ合い、欠点を告 白し、許 しを請い、

強 さを求めて祈 るのです。祈 りを生活

の習慣にし、家庭の行事にして下さい。

毎朝ひざまずいて麿謝を捧げ、一 日の

活動の導 きと主の祝福 を願い、一 日の

終わ りにも、主の前にひざまずいて一

日の働 きを報告するのです

神が皆様 を祝福 して下 さいますよう
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に 、尊敬 し合 い、 ささえ合 い、励 まし

合 い、助 け合 って下 さい。穏や かに ま

た思 いや りを持 って語 り合 って下 さい。

また正 直に什分 の一や献 金 を納 め ま し

ょう。そ うす れば 、主 の慈悲 のみ に頼

らず、当然 の権 利 として、主 に祝福 を

求 め るこ とが で きます 。祈 りに よって

主 と交 わ り、感謝 を捧げ 、祝 福 を請 い

求め て下 さい。その よ うにす るな ら、

主 との交 わ りが一 層 うるわ しい もの と

なる ことで しょう。お互 いに愛 と感謝

の気持 も強 くな るで しょう。子供 に関

心 を払 っていれば、 いつ か ヨハ ネの よ

うに言 う日が 来 るこ とで しょう。 「わ

た しの子供 た ちが真理 の うち を歩いて

い るこ とを聞 く以上 に、大 きい喜 びは

ない。」(IIIヨ ハ ネ4)

証 し 申 し上 げ ます 。努 力 さえすれば、

福 音 こそ、結婚生 活 と家族生 活 を成功

させ る鍵 なの です 。主が皆様 を祝 福 し

て下 さ るよ う、イエ ス・キ リス トのみ名

に よ り、お祈 りい た します。アー メン。

8月9日(土)両 親 の集 いにおける説教

扶助協会

真の幸福をもらす生活への指針

扶助'協会中央管理会会長

バ ーバ ラ ・B・ ス ミ ス

壁'

は東 京に参 り'ましてか ら、皆様 の

私
心尽 くしと愛 をいっぱいに受けま

した。そ して今晩は天使の歌声 を聞い

たように思いました。愛する兄弟姉妹

の皆様、私はこのすばらしい大会 で教

会の姉妹 を代 表してお話する機会 をい

ただき、心から喜んでいます。

扶助協会の姉妹が 「両親の集い」で

お話することは、ふさわ しいことだと

思います。それは扶助協会が創立以来、

神権組織の傍らにあって助け となって

きたか らです。神権 と女性の組織のこ

の関係は必須のものです.予 言者 ジョ

セブ ・ス ミスは、「神権組織にならい」

神権の機能によって扶助協会 を組織 し

たとき、「あなた方 は神権組織 を通 し

て指示 を受 ける」(伍 舘o瑠oμ んe

C勧rcん 「教会歴史」4：6，7)また必 要

なときは、神権者に助言を求めること

ができると語 っています。

扶助協会は全世界の女性のため、教

会初期に、神の予言者を通 して霊感に

よって組織され ました。創立に当たっ

て、予言者は役員を任命 し、彼女たち

に委任 された仕事の範囲内で扶助協会

の事柄 を指示す る特権を与えました。

私は、教会における神権 と女性の組織

との関係は社会の基本単位である家庭

を象徴 しているように思います。家庭

にはまず、葡 親がいます。神権の権i能

によって家族 を管理す る族長である父

親 と、神様か ら与えられた役割の中で

働 き族長の伴侶である母親 と、子供 た

ちがいます。愛ある父親は、親切 と理

解 をもって家族 を正 しく導 き治めます。

今、タナー副管長が教会幹部に召 され

てソル トレーク ・シテ ィーに来るよう

に求め られたときのお話 をしたいと思

います。タナー副管長は、その召 しが

自分の生涯だけでなく、タナー姉妹の

生涯にも非常に大 きな影響を及ぼすこ

とを感 じました。そこでタナー姉妹に

相談 しました。

「この新しい家を離れることをどう思う?」

「そうね。これはただの建物にすぎな

いでしょ!」

もちろん、その会話には、カナダに

おけると同様に、また別の家に落ち着

け るとい う意味が含 まれて い ました。

御 夫妻 は、その召 しが 、お ふた りの生

活の 中で最 も大切 な こ とを悟 ってお ら

れ ま した。おふ た りは相談 し、共に行

動 し、同 じ決定 を下 されたのです。

この 男女 の関係 は福音 の教 えを強調

す る もので ある と思 い ます。主 は 「男

と女 を創 造 し」、そ れ ぞ れの 役割 をは

っ き りと定め られ ま した。 男女 のそれ

ぞれの分野 につい てお話 す る とき、私

は、マ ッケイ大管長 の言葉 を思 い出 し

ます。

男女 の世 界 を個別 に語 るのは的確 で

な い。 なぜ な ら、それ は分 かつ こ とが

で きないか らであ る……一般 にふ た り

は同 じ興 味、希望 、抱 負 を抱 く。 男性

の成功 は女性 にかか ってお り、女性 の

成功 は男性 に かか ってい る。(扶助協会

誌1940年1月 号P.17)

既 婚 、独身 を問 わず、女性が最 も大

きな成功 を収 め、最：も幸福 を感 じ、 ま

た社 会に対 して最 も大 きな貢献 をなし

て きた活動 は、ホ ーム メー キ ングの分

野で しょう。 ホー ム メー キ・ングにつ い
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て、前会 長のベ ル ・S・ スパ ッフ ォー

ド姉妹 は、次 の ように語 って います 。

愛 、平 和、平安 、家族 の一 致 、安心

感 といった、霊的 に価 値 ある事柄 を考

慮す るのが ホー ム メー キン グです 。ホ

ー ム メー キ ングは
、家庭 を、家族 が混

乱 した世 の中か ら離れ て意志 の疎 通 を

図 り、元 気 を回復 す るこ とので き る場

所 に します。平静 がその特 質であ り、

それ は品の よい趣 味、教養 、文 化 をう

かが わせ ます。(ベ ル ・S・ ス パ ッフ オ

ー ド4確o㎜ αη'5Reαcん
.「女 性 の 及ぼ

す感化」P.24)

こ の言葉 は、高度 の芸術 的セ ンス を

持 ち、家族 に尽 くしてお られ る日本女

性の皆様 にぴ った りの言葉 だ と思 い ま

す。

既婚 、独 身 を問 わず、教会 の女性 は

すべ て、真 の幸福 を もた らす生 活 を営

む術 を身 につ け るこ とが大切 です。 そ

の最 も高度 な もの がホーム メー キン グ

です。女性 は、社 会や 子供 たちに 、よ

り一層大 きな影 響 を及 ぼ し、夫 や他の

兄弟 たちのさ らに大 きな支え とな り、

また教会や地域社 会 での責 任 を果 た し、

愛 ある奉仕 をす るこ とがで き るに違 い

あ りませ ん。

そのよ うな家庭 において は、女性 は

家族 と自分 自身の必要 に心 を配 ります 。

またで きるだけ その必要 を満 たそ うと

将来の備えをします。そして家族のた

めに、細かな点に至 るまで、生活を改

善する努力を続けます。 どの ような方

法を用いれば一番よいかを学び、あ ら

ゆる事柄を行な うときに節約 を実践 し

ます。またホームメーキングを上達 さ

せ る技術を学びます。た とえそれが自

分に経験のないことでも学びます。ま

た上手な時間の使い方 を学び、家計 を

や りくりして、家庭の中を美しく整え

ることを学びます。決 して怠けまぜん。

キンボール姉妹は、このような生活

を営むすばらしい模範です。かつて子

供が全貝家に居て、その世話が必要な

ときに、ひとりの幼ない御子息が小児

マ ヒにかか りました。一家を切 り盛 り

する問題が増 し、病気の子供には特別

の助けが必要でした。時々ア リゾナ州

サ ッチャーのこじんまりした家から遠

く離れた専門医に連れていかなければ

なりませんでした。さらに、他の子供

たちの面倒 も見なければな りません。

キンボール姉妹は、祈 りの気持で問題

を考え、この特別な問題がある間、子

供たちに、病 院通いを重荷 としてでは

なく、家族一緒の外出と考 えさせ るよ

うに努めました。よく計画することに

よって、主婦 としての務め を果たし、

骨身 を惜 しまず一層の関心 を示 して家

族を守 り、家族の大きな支え となられ

たのです。

皆様の中には、いつ、どこで、どの

ように したらこのことを知 り、しか も

母親としての責任 を果たせ るだろうか

と考えておられるガ もいらっしゃるで

しよう。

そこで私はこの質問にお答えするた

めに、主が女性のために組織 して下 さ

った扶助協会の大切 さについて、再び

お話 したいと思います。1942年 、ヒー

バー ・J・ グラン ト大管長 とその副管

長は、扶助協会を 「世界で類のない、

神の啓示に よって設立された組織であ

る」 と述べています。扶助協会は、世

界のいかなる女性組織 も獲得できない

地位 を得ています。大管長会は姉妹た

ちに、扶助協会に参加することは他の

どのような方法によって も身につける

ことのできない、知的、霊的、文化的、

かめ 実用的な教育 を受ける機会である

と言われました。また、他の団体に加

入 した り、外部の事柄に関心を向ける

ことによって、扶助協会のプログラム

から気持 をそらしてはならないと勧告

されました。

聖典には、教会員は福音の原則に従

うことによりあらゆる祝福 を得 ること

ができる.と記されています。私たち姉

妹が扶助協会か ら祝福を得 るときに も、

全 く同 じことが言えます。女性が求め

'誰
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るこれらの祝福は、プログラムにすべ

て参加することによって初めて得 られ

るのです。

私は、 日本の姉妹の皆様がこのすば

らしい組織を利用 して、ホームメーキ・

ングの分野におけ る大切な務めを果た

すため努力を続けられますよう心か ら

願っています。これは皆様が大 きな影

響を与える場 とな り、また最大の幸福

を見出す場 となることでしょう。

神様は生 きてお られ、真の愛 をもっ

て導 き、私たちが自らの身 と霊 を高め

て、み もとに帰 るにふ さわ しい者 とな

るよう望 んでお られ るこ とを証 します。

イエ ス ・キ リス トのみ名 に よ り申し上

げ ます 。アー メ ン。1・

8月9日(土)両 親 の集い にお ける説教

，

・忌 ま わ しい こ と

十二使徒評議員会補助

ス タ ー リ ング ・W・ シ ル

一 の世 に住 むすべ て の人に は、ひ と
㌔■醒

つ の大 きな責任 が課せ られ てい まr

す 。 それは、 自分 の生 活 と子供 の生活

を最善 の もの にす る とい う責任 です。

それ を全 うす るため には、主 のみ言葉

に従 うこ とが極 め て大切 です 。主 は こ

の世 におけ る私た ちの崇高 な 目的に関

連 して、次 の よ うに述べ てお られ ます 。

「見 よ、わた しは、 きょう、 あなたが た
r
の前 に祝 福 と.、の ろい とを置 く。 ……

あな たが たの神 、主 の命令 に聞 き従 う

な らば 、祝福 を受 け るで あろ う。 もし

あな たが たの神、主 の命令 に聞 き従わ

ずば 、の ろい を受 け るで あろ う。」(申

命11：26-28参 照)ア ブ ラハ ムの子 孫は

大 い なる国民 にな る と主 は約 束 され ま

した。 そのため の条件 はただひ とつ、

戒 め を守 る とい うこ とだけで した。私

た ちに もこの こ とが言 え ます。 またい

つの時代 で もそ うで した。主の道 をそ
ザ'

れる人には必ず困難が生 じ、正 しく生

活す る人には大 きな祝福がもたらされ

るのです。

主はイスラエルの民 をエジプ トの捕

われから解放 した後、シナイ山のふ も

とに集めました。そして主は雲に包ま

れて山の上に下 られたので した。雷 と

稲妻の下で、神はイスラエルに律法 を

授け られ ま した。 こ うして民 は40年 間

荒野 を さまよった後 、約 束の地へ 入 る

備 えがで きま した。 当時 す でにその約

束 の地 は完全 な耕 作地 とな ってい ま し

た。 主は ヨルダ ン川 の岸 で民 に言われ

ま した。「あな たが たは 官 分 の建 て な

か つた町へ住 み、 自分 の植 えなか った

ぶ どうの木 か ら食べ 、 自分 の掘 らなか

った井戸か ら水 を飲 むだ ろ う。」(ヨ シ

ュア24：13参 照)私 た ち も全 く同 じ

状 態に います。 自分 の植 え ない木 から

食べ 、 自分 の掘 らない井 戸か ら飲ん で

い ます 。そ して 、 自分が携 わ らない所

か ら、数え切 れ ないほ どの様 々 な恵み

を得 てい るの です 。主は イス ラエル に、

「食べ て飽 きる ときに
、主 を忘 れ ない よ

うに」 とお っ しゃって います(申 命8

：10，11参 照)が 、 これ は私 たち も何

度か戒 め られ た言葉 で した。祝福 を授

け て下 さる方 をいつ も思 い起 こそ うで

は あ りませ んか 。主 はイス ラエ ルに、

その地 の民が邪悪 で主 の 目にの ろわ し

いので、彼 らを追放 す ると言 われ ま し

た。

こ うして イス ラエ ルは まず 、頑 強 な

砦 をもつ町エ リコに立 ち向か い ました。

主 は彼 らに 、この町 を攻 略す る方 法 を

細 々 と告げ.られ ま した。そ してエ リコ

の民が 罪深 か ったため に、その町のす`

べ ての ものが破壊 され るこ とに なった

の で した。けれ どもイスラエルの民 は、

エ リコの町の富 はいか な るもの も自分

の所有 とす るこ とを許 され ませ んで し

た。

主が 以前 に完 全 な勝 利 を宣言 してお

られ たので 、イス ラエ ルはす ぐに兵 を

進め ました。 しか し、指示 に従 わない

人 はいつ もい るよ うです。 ヨシュア の

率 い る中に ア カン とい う名の兵 がい ま

したが、彼 はエ リコの町の金 を自分 の

天幕 に隠 して しまい ま した。

次の町 アイは 、取 るに足 らな い小 さ

な町 で した。 そこで ヨシュアは 自信 を

持 って兵 を送 りま したが 、彼 らはア イ

の軍隊 の前 には 太刀打 ちで きませ んで

した。エ リコで力 を発揮 した兵た ち も、

ア イでは散 々 な 目に あい、混乱 して逃

げ出 し、大 勢の者 が捕 え られ ました。

打 ち負 か され て士 気 を失 っ た兵 たちの

「心 は消 えて水の ように なっ た」(ヨ シ

ュア7：5)と 記 され てい ます。

その こ とで ヨシ ュア は地 に ひれ伏 し、

ち りをかぶ って、衣服 を裂 き、「主 なる

神 よ、……わ れわれ は ヨル ダンあ向こ

うに、安 んじて とどまれ ば よか ったので

す。 すで に 敵 に 背 を向 け た今 となっ
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て、わた しはまた何 を言 い得 ましょう。」

(ヨ シュア7：8)

す る と主は 、3，400年 後 の今 日に おい

て、個 人に も国家 に も通用 す る大切 な

律法 を与 えられ たので した。主 は言わ

れ ました。「立 ちな さい。あなたは どう

して、その よ うにひれ伏 して いるのか。

イス ラエルは 罪を犯 し、わた しが彼 ら

に命 じておい た契約 を破 った。彼 らは

奉納物 を取 り、盗 み、かつ偽 って 、そ

れを 自分 の所有物 の うちに入れ た。そ

れでイス ラエ ルの人々 は敵 に当 るこ と

が で きず、敵 に背 を向 けた。彼 らも滅

ぼされ るべ き もの とな ったか らであ る。

あなたがたが 、その滅ぼ され るべ きも

のを、あなたが たの うちか ら滅ぼ し去

るのでなけれ ば、わた しは もはや あな

たが た と共に いないで あろ う。」

(ヨ シュア7二10-12)そ こ で ヨシュ

アはアカ ンの罪 をあば き、ア カンは石

で撃 たれ 、火 で焼か れ ま した。(ヨ シ

ユア7：25参 照)こ の結果、軍隊は

清め られ、アイに対 して完全 な勝利 を

得 たのでした。(ヨ シュア8)

主は私たちが悪か ら清め られ、力を

受けられるように、この偉大 な悔改め

の律法 を与えて下さいました。私たち

の天幕の中に罪があれば、必ず滅びが

訪れます。ヨシュアの場合 と同様、自

らの経験によっても教訓を得 るζとが

できます。文明であれ個 人であれ、生

活それ 自体が清められ、清 くない人は

罰せ られるのです。20世 紀の世が直面

している最：大の危険は、核兵器の脅威

ではなく、私たち自身の天幕の中の罪

なのです。

ア リス トテレスがアレキサ ンダー大

王に語ったように、最大の敵は、敵軍

にではなく、いつ も自分の陣営の中に、

ひそんでいるのです。アル コール、タ

バ コ、不道徳な行為はどれをとっても

忌むべ きものです。私たちは実 りある

幸せ な生活 に備 えて、 あ らゆ る不義か

ら生 活 を清 めなけ れば な りませ ん。 清

くない ものが私 た ち を取 り巻 いて いる

か らです。 そ して も し自 らを清め なけ

れ ば、今か ら数 千年 も前 に下 され た恐

ろ しい裁 きの言葉 が私 たちに下 るこ と

に な ります 。「あ なたに は罪があ る。そ

れ故 、敵 の前 に立つ こ とはで きない。

そ して わた しは もはや あなたが た とは 単

共 にい ないであ ろ う。」(ヨ シ 手ア7

：13，12参 照)

一 方
、偉大 な神 の戒め を守 るな らば、

人生 の最：大 の祝 福 であ る幸せ と永遠 の

生命 にあずか るこ とが で きるの です 。

私 たちは実 に、神 のすが たに創 造 され

た'者だか らです。 この こ とをイエ ス ・

キ リス トの み名 に よって 申 し上 げ ます 。

アー メ ン。

8月9日(土)両 親 の集 いにおける説教

子を教えよ

大管長

ス ベ ンサ ー ・W・ キ ンボ ール

代 をにな う子供たちを持つ父親、
次母親の皆様、このすばらしい大会で
お会いでぎ、私は心から喜んでいます。

両親の方々にお話す るにあたって、私

たちは、子供たちに十分なしつけを行

なっているだろうか と考 えました。

初めに、主は男と女 を創造 し、儀式

を施して、それぞれを夫 とし、妻 と致

しました。主が与えられた最初の戒め

は、生み殖や して地 を満たせ というこ

とでした。この戒めには、生 まれてく

る子供たちを訓練す るという大きな責

任が付随 しています。主は両親に対 し

.てその子 らを養い育てるよう命 じてお

られますが、その聖句についてはロム

ニー副管長 をはじめ とするほかの方々

が引用 されました。

私はもう一度、教義 と聖約68章 を引

用 したいと思います。「また、シオンに

て子供 を有する両親 あらば、その子供

入歳の時、悔改め、生ける神の子キ・リ

ス トの信仰 、バプテスマ と聖霊の賜な

どの教義 を教えて理解せ しめざれば」、

その罪は両親にくだされます。(教 義

と聖約68：25参 照)

私は年齢が定められていることにつ

いて考えてみたい と思います。主は子

供が8歳 になったときに教 え始めるよ

うにとは言われませんでした。'そのと

きには、すでにこれら福音の大切な教

義 を知っていなくてはならないのです。

子供が失敗 したらいつ も両親にその責

任が問われるというわけではありませ

んが、子供の失敗の責任が両親にある

場合が多いのです。

モルモン経を読みます と、予言者 リ
ーハ イは子供たちについて述べ

、子供

たちに対する責任が自分にあることを

述べ た個所が あります。「しかしごら

ゼ
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ん 、私 の孫 たち よ。私 はお前 た ちに祝

福 を与 えなか ったな ら安 心 して死ね な

い。私 はお前 た ちが従 うべ き道 に従 っ

て育 て られ たな ら、その道か ら外れ な

い ことを知 って いるか らであ る。」(II

ニ ー フ ァイ4：5)こ れ は、す でに箴

言 に語 られて いた教 えを繰 り返 し述べ

た ものです。.「子 をその行 くべ き道 に従

って教 え よ、 そ うすれば年 老 いて も、

それ を離 れ るこ とがな い。」(箴 言22：

6)そ して 、 リーハ イはこ う続 けて い

ます。 「それ で、も しこれか らお前 た ち

が の ろわれ るな らば 、そのの ろいがお

前 たちか ら取 り去 られ て、の ろいの下

っ た責 がお前 た ちの両 親の頭 に帰す る

よ うに、私 は祝 福 をお前 たちに残 して

お く。」(IIニ ー フ ァイ4：6)

受 け た教 え をすべ て無視 し、従わ ず

に その責め を自らに招 いてい る反抗 的

な 息子 や娘 は確か にい ます 。だか らと

いって 、私 た ち両 親は子供 を訓練す る

責任 か ら まぬがれ るこ とはで きないの ・

です。

主は この時代 に次の よ うに言 ってお

られ ます 。「汝 は、今 なお引 きつず きこ

の罪 に定 め られた り。す なわ ち、汝 は

いまだにわが戒命に従いて汝の子供た

ちに光明 と真理 を教え居 らず、」(教 義

と聖約93：41、42)

もし、私たちが若人に教えなかった

ことで罪に定められるとしたら、それ

は皆 さんにとって、また私にとってど

れほど恐ろしいことでしょうか。実に

多 くの若人が自分の人生に対 して両親

が具体的な方向づけをして くれること

を期待 しています。子供に行動の限界

を設けてあげることは、子供への愛の

表現なのです。何の制限もせず子供に

したい放題をさせ るということは、子

供に余 り関心 を持 っていないことを表

現 しているのです。

両親や社会に反抗的な若人のことを

考えます と、彼らの両親は家族の祈 り

を欠かさず捧げているのだろうか と思

わずにはいられません。また定期的に

家庭の夕べ を開いているで しょうか。

子供たちに忠実であるべきこと、正直

であるべ きことを教えているでしょう

か。ほ とんどの親は、`その子供に住む

場所 を与え、病気のどきは看護 し、薬

を与え・身な りを整え寮竺る牟めに衣

服 を与え、成長するよ.うに食物を与え

ます。 けれ ども、子供 たちの霊に対 し

て何 を して いるで しょ うか。

冬 の寒 い 日に学校 へ通 う子供 た ちに

は暖か い服装 を させ ます 。底 の厚 い靴

をはかせ 、オーバ ー シュー ズ をはかせ 、

、厚手 のオーバー を着せ 、首 には え りま

きを巻 かせ 、厚手の手袋 を与 えて 、子

供 た ちを寒 さか ら守 ろ う とします 。け

れ ども、 この子供 たちは 、ほか の子供

や教 師 その他 の 人々 の誤 った思想や イ

デ オ ロギー か ら守 られて いるで しょう

か 。 スキンダ イバー は、体が冷 えない

よ うにゴムの服 を着 ます。け れ ども、

この スキンダ イビン グをす る若者 は、

祈 り、家族 、霊 の訓 練に よって冷 た く

暗い世 界か ら守 られて いるで しょうか。

その よ うな世 界 で若 者は毎 日、飲み 、

食べ 、眠 り、遊 んで いるのです。水泳

選 手 は、オ イルや グ リス を塗 って 、体

が冷 え、 しめ るの を防 いでい ます。 し

か し、私 たちが今 住 んでい る冷 たい じ

とじとした世 界か ら、子供 た ちは守 ら

れ てい るで しょ うか。

あ る とき.、私 は家族 の こ とで問題 を

抱 えて いるひ とりの女性 と面接 しま し

.た 。家族 につ いて伺 って います と、そ
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の夫人も御主人もそれぞれ8人 の兄弟

を持っていました。2人 は結婚するま

で同じ町に住んでいました。奥さんに

は7入 の兄弟姉妹がいましたが、全員

教会で活発でした。御主人の7人 の兄

弟姉妹は全貝不活発で した。私は一体

どうしてこれほど違 う家族になったの

か と思いました。この二家族は同 じ町

に住み、同 じ学校で同 じ教師から学び

ました。けれ ども一方の家族の子供た

ちはほ とんど全滅の状態でした。彼 ら

は道をそれました。戒め を守ることが

できませんでした。けれども、 もう一

方の家族は全貝、両親の教 えに忠実で

した。私はさらに面接を続けてその理 』

由がわか りました。原因は両親にあっ

たのです。一方の家族では、両親は霊

的な事柄を全 くかえりみませんでした。

けれども、 もう一方の両親はすべてに

忠実でした。家庭の夕べ、家族の祈 り、

什分の一、その他末 日聖徒が求め られ

ているすべてのことに。

またロサンゼルスに行った ときのこ

とです。そこで少年院 を訪れました。

収容 されている少年 たちが逃げ出せな

いように、へいは高 く網がめ ぐらされ、

あ.らゆる手段が講 じられていました。

見学 も終 りに近づ いたころ、私は案 内

の方に尋 ね ました。「こうしてみます

と、白人や黒人や、さまざまな皮ふの

色 をした人々が収容されていますが、

東洋の人は見当た りませんでした。東

洋人が収容されていないのはどうした

わけなのでしょうか。」彼の答えに私 は

思いを新たにしたので嵐「東洋 人の親子

は心のつなが りがあるからです。親が

家族の長であって、子供たちは従 うこ

とを教えられなが ら成長するのですよ。」

私はその時以来、彼 の言ったことに関

心 を抱き続けてきました。多くの判事

は、しつけをよく受けないで育った少

年たちに対 して裁判をしなければなら

ないのが実情です。そして、それが通

例のことになっているようです。

私は子供たちを義の う.ちに育ててお

られる東洋の方々に感心 しています。

どうぞ、続けてこれを行なわれ ますよ

うに。皆さんが家族で管理する息子 娘.

に.よく教えて下 さい。皆 さんが家族 と

共にいるとき、子供たちに主のすべて

の戒めを守るよう力づけて下さい。

今宵、皆さんと共にすばらしい一時

を過 ごして まい りま したが、 この会 を

終 え るに あたって 、ペ テ ロ と他 の十二

使 徒 の経験 を再 び考 えてみた い と思い

ます 。主 はペ テ ロに 「人々は 人の子 を'

だ れ と言 ってい るか」 と尋 ね ま した。

す る と御 存知 の ように、彼 らは 「あ る

.人 々 はバ プテスマ の ヨハ ネだ と言 って

い ます 。 しか し、ほか の人た ちはエ リ
'轟

ヤだ と言 い。 また、…… 」 と答 え まし

た。 そ こで主 は、「それでは 、あなたが

たは わた しをだれ と言 うか」 と尋 ね ま

した。 この とき、ペテ ロは十二使徒 を

代 表 して言 い ました。 「あな たこそ、生

け る神 の子 キ リス トです。」 そ して、主

は、 キ リス トが神 の子 であ る とい うそ

の証 を持 った人々の頭 に祝福 を注 がれ

ました。

私 の証 を申 し上 げ たい と思 います。

ベ ツ レヘ ムで生 まれ、 カルバ リで亡 く

な った御 方は生 け る神 の御 子 です 。私

は この証 を愛 と祝福 を込 め、主 イエス

・キリス トの み名 に よ り皆 さん に申 し

上 げ ます 。アー メ ン。
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8月9日(土)青 少年の集 い にお ける説教

約束された将来

十二使徒評議員会会長

エ ス ラ .・タ フ ト ・ヘ ン ソ ン

ザ'

い兄 弟姉妹 の皆 さん、 この ように

若
皆 さんの前 に立 って、私 はへ りく

だ り、感謝の 気持 を覚 えて います。私

は皆 さんが神 の選 ば れた息子 、娘 であ

るこ とを存 じてい ます 。皆 さんは貴 い

霊 であ り、特別 な理由 があ って今 この

特 別 な時に地上 に送 られて きま した。

神 は皆 さん一 人一人 、 またすべ ての

子供 たち を愛 してお られ ます。神が望

み 、 目的 とされ る こ と、 また神 の栄光

は、皆 さんが神め み前 に永遠 に住む に

ふ さわ しい こ とを証 明 し、清 く汚れの

ない ままみ前に 帰 るこ とです。

皆 さん はこの偉大 な国 におけ る教会

の将来 であ り、未 来の指導 者で あ り、

立 派な両親 の も とに家庭 と教 会 で育 く

まれた結実 であ る とい えま しょ う。信

仰 の うちに強 く踏 み とどま り、悪 にあ

って も揺 るがな いで下 さい。そ してパ

ウロが言 った よ うに、 「悪魔 の策略 に

対抗 して立 ち うるため に 、神 の武具 で

身 を固め なさい。 わた したちの戦 いは、

血 肉に対す る もの では な く、 もろ もろ

の支配 と、権威 と、や みの世 の主権者 、

また天上 に い る悪 の霊 に対す る戦 いで

あ る。」(エ ペ ソ6：11，12)

私 は率 直 にまた正直 にお話 したい と

思 います 。皆 さん は私 た ちが皆 さん を

愛 してい るこ とを御存知 だ と思 い ます。

教 会 の指 導者 として私 た ちは 、この教

会の若 人に と って良 い ことは何 で もす

べ て行 な って います。私 た ちは皆 さん

に大 きな信 頼 を寄せ て い ます。皆 さん

はあ りきた りの青年 男女 ではあ りませ.

ん 。選 ばれ た霊 であ って 、多 くの方 は

今 日、大 きな誘惑 と責任 と機 会に満 ち

た この時代に 、 この世 に送 られて きた

のです 。

まず私 た ちは、皆 さんが幸せ に なる

こ とを願 って い ます。悪の 中に幸せ は

あ りませ ん。悪事 を行 な っていて 自分

は正 しい と感 じることは で きませ ん。

それは不可能 なこ とです。正 しい生活

をすれば 必ず報 いがあ ります 。 自らを

清 く保 ち、世 の汚れ に染 まらず、 肉体

と思 いを清 く保て ば、それは報 われ ま

す 。一時 のス リル を味わ うため に、幸

福 な年 月を犠 牲に しないで下 さい。清

く生 活 して下 さい。大 きな悔 いや心 の

痛み を残す こ との ない生 活 を送 って下

さい。

重 大な過 ち を犯 した若 人か ら教会本

部 に寄せ られ る手紙の 中には、非常 な

悲 しみ を投 げかけ る ものが い くつか あ

ります。 その ひ とつ を、名 前 を伏せ て

皆 さんにお話 したい と思 います。 この

愛 らしい モル モ ンの少女 は次の よ うに

書 いて きました。 「私 は今 、絶望 の ど

ん底 で この手紙 を書い ています 。 ほか

の人 た ちが私 と同 じ苦 しみ を味 わ うこ

との ない ように、 これが警告 になれば

と思 ってい ます。 罪の しず くが私の心

に落 ちる までは 、幸せ で楽 しい 日々 を

送 ってい ました。 もし、昔 の 日々 を と

り戻す こ とが で きるの でした ら、私は

今 持 ってい るもの 、これか ら持 つ こ と

が で きる もの をすべ て差 し出 して もよ

い と思 ってい ます。 人生 をこれ ほ どま

での悲 しみ と破 壊 に追 いや る所 に入 り

込 んで いた とは知 りませ ん で した。

私 は今 、心 に感 じてい る苦 しみ と後

悔 の念 をお伝 えで きた らと思 います。

自己嫌 悪 に陥 り、人生 で最 も大切 な も

のが 失われ たこ とを感 じてい ます。私

は、この世 の刺 激や ス リルに もう夢 中

で した。 けれ ども手 に残 ったの は灰 で

しか あ りませ んで した。

若 い女性 の皆 さん にお伝 えしたい と

思 います。気 どらな い生活 をして下 さ

い。 そ して女性 の友だ ち、お母 さん、

家族 と親 しく交 わ る喜 び を知 って下 さ

い。清 らか な自分 を失わ ない ように し

て いれば、 いつ の 日かふ さわ しいとき

に、 人生 の喜 び と感動 を味 わ うことが

出来 ます 。決 して急がな いで下 さい。

急 ぐと、ち ようどつ ぼみが ふ くらむ前

に霜 に うたれた花 の ように、あなたの

手 の 中でそれは しぼんで しまい ます。

どうか 、両親 が注意 す る ときに、その

言葉 に聞 き従 って下 さい。」

私 たちはいつ も神 の計画 に心 を留 め

てお り、その神の計画 は 男女 のひ とつ

の標 準 を与 えて います。 その標準 とは

道徳上 の 清 さの こ とです。

デ ビ ッド・0・マ ッケイ大管長 は この

よ うに述べ てい ます 。 「真の女性 らし

さが試 され るのは、純潔 を問 われ る法

廷 にお いて、罪な くして立つ ときです。

真 の女 性 の持 つあ らゆる徳 の うち最 も

気高 く輝 くのが この純潔 です。イエ ス・

キ・リス トの教会 に道徳 の標 準は ひ とつ

しか あ りませ ん。若 い男性 も同様に罪
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を犯 してはな りません。清い女性 と共

に聖壇にぬかず くに先立 ち、監督のも

とへ行って推薦状 を受けるとき、男性

も女性 と同じ純潔が求められるのです。」

(GospeUdeαls「 福音の理想」P417)

世の人々が何をしようと何 を言お う

と、教会 と神の王国における純潔は依

然として変わ りません。ですから、若

い女性の皆さん、 自分 を大切にして下

さい。嘆きや悲しみを招 く交際に足を

踏み入れないで下さい。不道徳の上 に

幸せな家庭 は築けません。それは不可

能です。

神の神権をもつ若い兄弟の皆 さん、

皆さんは女性を守 らな くてはなりませ

ん。デー トの相手の女性 を自由に扱 う

特権が男性にあるわけではないのです。

結婚の誓約 を交わす ときまで、甘 く親

密な交際 を控 えて下 さい。これは神が

結婚 した人のために、賢明な栄 えある

目的をもって備 えられたものです。幸

福になるには、このように生活 しなけ

ればな りません。

私たちは皆 さんに幸福になっていた

だきたい と思っています。人類が現世

にあるのは幸福 を得るためです。主は

皆 さんに充実 した、健全な、喜びあふ

れる生活を、す るよう望んでお られま

す。そのためには福音に対す る証 を持

たなけれ ばな りませ ん。真理 の証 を持

つ こ とは実 にすば ら しい こ とです。経

済 的、社会 的に逆境 に置かれ てい る と

き、証が どれほ どの力 を発揮す るか 、

私 はその実例 をた くさん 目に して きま

した。 そ して こうい う結論 に到達 して

います。 それ は この業 が神 のみ業 であ

る とい う証 を持 って いるな らば 、 どん

なこ とに も耐 え、霊 を健全 な状態 に維

持 で きる とい うことです 。

皆 さんは、充実 した 、健全 な、喜 び

あふれ る生活 を送 りた い と思 うな ら、

真 理の証 、 この偉 大なみ業 に対 ず る証

を持 たなければ な りませ ん 。皆 さん は

この証 を求め 、祈 り、ふ さわ しい生活

をす る必要 が あ ります 。 そ うす れば こ

の証 は必 ず得 られ ます 。 なぜ な らば、

天 にお られる神 は 、神 が生 きてお られ

るこ と、イエ スが キ リス トであ るこ と、

ジ ョセ ブ ・ス ミスが予 言者 であ り、今

日スペ ンサー ・W・ キンボール大管 長

が予 言者 である ことをすべ ての子供 た

ちが知 って欲 しい と望 んで いらっ しゃ

るか らです。皆 さん一 人一 人がふ さわ

し く生 活す るな らば、以上 の こ とが真

実 である ことを知 るこ とが で きるで し

ょう。

も うひ とつ 、私 の信 じで いる こ とが

あ ります 。それ は、本 当の幸福 を得 よ
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っとしている若い兄弟たちが、神権 の

恵みを感 じて生活す るように神は望ん

でおられるということです。この教会

の若い兄弟で、神権、すなわちメルゲ

ゼデ ク神権 を受けずに幸せ を感 じる人

はいないと思います1こ の世 と永遠の

幸福は神権 と深いつなが りを持らてい

ます。この世で人が得 ることのできる

最大の名誉は、キリス トの真の教会に

籍 を置き、真理に対す る証を持 ち、聖

なる神権 を持つ ことです。

真の幸福 を得 るには、神の宮居でこ

の世 と永運にわたる結婚 をする必要が

あ ります。このすばらしい地ピ皆 さん

の神殿を持てることは、何 とすばらし

い祝福 でしょうか。神殿の中で行なわ

れ る結婚 と外で行なわれる結婚は全 く

別のものだからです。この結婚 は神の

みこころにかな うものです。神殿で結

婚すべ き理由はたくさんあ りますが、

その中で最 も大切 な理由は、日の光栄

の王国の最高の栄で、皆 さんの両親や

子供たちと一緒に、神のみ前に住むた

めにはこれが大前提止なるということ

です。

天父は、教会の若人をは じめすべて

の会員が 日の光栄の王国で昇栄するこ

とを望 んでおられるに違いあ りませ ん。

私たちは低い王国を目指 して努力 して

いるのではあ りません。私たちは月の

光栄の王国や星の光栄の王国を願 って

はいませ ん。この教会の若人は 日の光

栄の王国とその王国の最高の栄 えに入 ・

る候補者です。このためには多くのこ

とが求められ ます。標準、特に 日常生

活での標準について非常 に多 くのこと

が要求されます。これはただ教会へ行

くとか、ただ神権 を持つ とか、世間の

標準か ら見て幸福であればよいとか と

いう意味ではあ りませ ん。教会のすべ

ての標準に完全に従 うことが求め られ

るのです。 一

これは肉体 と心 の両面で清 くあると

い うことです。現代の世に見 られる呪

いは、不貞です。これは殺人に次 ぐ罪

とされています。不道徳の上に幸せな

家庭や幸せな結婚生活 を築 くことはで

きません。

また、正 しく結婚 したのち、親 とな

る祝福 にあずかるのを不当に延ばして

りも
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はな りませ ん。結婚 生活 の一部 であ る

甘 く親密 な交 わ りを享受す る一 方 で 、

親 とな る責 任 を回避 す るのは 、神 の喜

ばれ るこ とではあ りませ ん。世 の人々

は この こ とに無 頓着 ですが 、これは神

の王国 の標 準 なの です 。』神 は地 に殖 え、

地 を満 たす責任 を私 た ちに課せ られ た

とき、何 の留保 や 条件 もつ け られ ませ

ん で した。結婚 の主 な 目的 は この責任

を果 たす こ とにあ るの です 。

皆さ んは決 して標 準 を下 げて はな り

ませ ん。結婚 の誓約 に よ らないふ しだ

らな関係 にふけ ってい て、悪 い結果 が

生 まれな いはずが あ り.ませ ん。神 の律

法 を破 れ ば必ず 、心 の痛み 、悲 しみ＼

悔 い、 自己嫌 悪 とい った罰 を受 けなけ

れ ばな りませ ん。そ して、神の みた ま

か'ら遠 ざか って ゆ くの です。

この話 を聞 いて いる皆 さんの 中で、

悲 しむべ き過 ち.を犯 して しまった人が

いて も、その 人々は絶 望 だ と.は申 しま

せ ん。悔 改め と赦 しは、福音 の一部 だ

か らです。 その こ とを神 に感謝 して下

さい。 しか し、本 当の悔 改め とは、罪

を心 の底 か ら悲 しみ 、生活 を変 え るこ

とです 。単 に罪 を告 白す るだけでは あ

り.ませ ん。心 の底か ら深 く罪 を悲 しむ

な ら'ば、私 た ちは 自然に ひ ざまず いて 、

へ り くだ り、涙 を流 し、そ して心か ら

罪 を悲 しむ こ とに よって生 活 を変 え る

こ とで し ょう。 その時 には じめて 、天

の神 は その憐 み と愛に よって、私 た ち .

を赦 すか どうか を決め られ るの です 。

地上 に住 む神 権者 では な く、神が裁 き

を、 しか も最 終 的な裁 き を行 なわれ る

のです。

私 たちは 多難 な時代 に住ん でい ます。

サ タンは虎視 たん たん と皆 さん をね ら

って います。サ タンは皆 さん を堕落 さ

せ よ うとして、甘言 でそ そのか す こ と

で しょう 。サ タンは戒 め を与 えて人 を

正 す よ うなこ とはせ ず、「独 自の 自由」、

つ ま り、 タバ コを吸 い、酒 を飲 む 自由 、

.幻覚剤 を使 う自由 を与 え
、何 かの とり

こ に して堕落 させ よ うどす るの です 。

サ タ ≧は モ皆 さん が若 く、活 力が最 も

.盛 んで、周 囲か ら刺 激 を受 けやす く、

感情 が細や か なこ とを知 って います・。

私 の知 る限 り、今 日ぼ ど、1悪魔が その

力 を結集 させ 、多 くの使者 を抱 えてい

る ときは なか った と思 い ます。今 日サ

タンは攻 撃の ま とを若 人 と、私 たちの

基盤 であ る家庭 と家族 に しぼ って い ま

す。 その証拠 は、 あらゆ る所 で見 られ

ます 。誘 惑 は非常 に こ うかつで 、数 限

りな く、 また突然 にや って きます 。皆

さんの両 親が考 えも しなか ったよ うな

誘惑 が この時代 で は ご く当 り前 なので

す 。

ジ ョセ ブ ・フ ィー ルデ ィン グ ・ス ミ

ス大 管長 は この よ うに述べて い ますご

「教 会 の歴 史 を通 じて今 日ほ ど、 多 く

の誘 惑 、落 し穴 、危険が あ り、教 会員

を義 務の道 と義か らそ らせ よ うとす る

時はない剣(Tα 舵Heed如}ζoπ γsθ，"es

「己 に心 を留め よ」
、P.127)

また このようにも言っています。 「現

在 の世 は良 い方向 に前進 して はいな い

……悪 が増大 している。」(同上P.207)

確 か に私 たちは邪 悪 な世 の 中に住 ん

で い ます。私 の記憶か らして も、悪 の

軍勢 が これ ほ どまで にその勢 い を持 っ

て いた ときはあ りませ ん。あ らゆ る所

で悲 しい 、胸 の張 り裂 け るよ うな出来

事が 目に 映 ります。悪魔 か ら派生 した

破壊へ の圧 力が、文学 に、芸術 、映画 、

ラジオ 、服装 、 ダンス、テ レ ビに 、さ

らには言 わゆ る現代 の音楽 に も表 われ

てい ます 。サ タンは家庭 、家族 、特 に

若 人 を弱 め.、滅ぼす ため に、い ろいろ

な手段 を使 い ます 。 これ はか つて なか

った こ とです。サ タンの攻撃 は現在皆

さん に、私 たちの大切 な若 人に向 け ら

れて い るの です 。

皆 さんは 、現代音 楽 、現代 芸術 、性

倒 錯 に見 られ る ように、悪魔 の手 に取

り囲 まれ、攻撃 を受 け てい ます。特 に 、

幻覚剤(LSD， マ リフ ァナ，その他)

の 使用 、大衆 の雑 誌や若 人に向 けた地

下 出版書、 テ レビ、映画 、 ラジオ、 ポ

ル ノ文 学、 その他 いかが わ しい雑 詩に

この悪 魔の手 がは っ き りうかが え ます 。

よい もの 、神 聖 な もの、精神 を高め

る もの 、清 い もの は、すべて攻撃 を受

け、吹 き飛ば され そ うに なって います 。

私 の記憶 では、昨 日まで の標準 が一夜

に して無 くな るな どとい うこ とは あ り

ませ ん で した。私 は世 界 中の多 くの 国

国 を訪 れて きた者 の ひ とりとして この

こ とが 言え ます 。今 日ほ ど、悪魔が 力

を得、組 織的 に動 い ている時代は あ り

ませ ん。若人が この よ うなチ ャレンジ

を受 けた こ ともあ りませ ん。若人 に力

と勇気 と信仰が これほ ど必要 ど.され る

時代 もあ りませ んで した。

ニー フ ァイ第二書28章 で、主 は予 言

者 を通 じこの ように言 われ ました。「ご

らん、 その 時に(私 は現 代 をさ して い

る と思 います 。)悪 魔 は あ る人 々の心

に入って荒 々 しい行 い をさせ 、 また こ

の人た ちに善 い事 を怒 らせ る。 また ほ

か の人々 をなだめ 、 この 人たち をすか

して肉欲 をほ しい ままに させ るか ら、

その人々 は 『シオンの 中では万事 よろ

しい。 シオ ンは栄 えて実 に何 事 もみ な

よ ろしい』 と言 う。 この よ うに悪魔 は

この人 々 をだ ま し、心 を配 って地獄へ

つれて行 くの であ る。悪魔 はま たほか

の或 る人々にへ つ らって この人 々を迷

わせ 、地獄 はない ものであ る と言い、

このよ うに耳 に ささや いて一度 かか っ

た ら決 して逃 れ られ ない恐 しい鎖 で と

う とう縛 って しま う。」(IIニ ー ファイ

28：20-22)

こ の 言葉 は今 日の世 の中 の状 態 を実

に よ く言 い表 わ してい ます。 さて、若

い兄 弟 姉 妹 の 皆 さん 、主 は 、立 って

己が光 を輝 か し」、「国民の旗 じるし」

乏 な る よう命 じて お られ ます。・、〈教義

と聖約115：5参 照)主 はこ う言われ

ましな.「 その串.う.に∴あなたカ{⑳

光 を人々の前に輝かしぐそしてぐ人々

が あ なたが た叫 ヤ事 ζ.なY'を 見 て ・

天 に い ます あなたが たの璽 を 絢がゆ る

よ うにヒレな さい。」 《マ タイ5：16) 、

主 は、私 たちに世 の光 となる よう望

ん でお られ ます。皆 さんが世 の光 とな

.り、'主が言 われた よ うに、立 って己が

光 を輝 かす とは、・何 と'すば らしい召 し

で あ り、責任 で し ょうか。

私 た ちは教 会の若 人が主 が望 んでお

られ るよ うな生活 をす るよ う心 か ら願

ってい ます 。皆 さんは選ば れた人々 で

す 。 また特別 な人々で もあ ります。ペ

テ ロが聖徒 に宛 てて書 いた言葉 を覚 え

てい るこ とで しょう。 「あな たが だは、

選 ばれ た種 族{王 国の祭 司、聖 なる国

民 、神 につけ る民 であ る。」(1ペ テ ロ

2：9)こ の 教会 の若人 はぐい ろいろな

点で特別 です。福 音に従 って生活 して
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いるな らば 、その標準 にお いて特別 で

す。

兄弟姉妹 、 この こ とを覚 えてお いて

下 さい。皆 さん は、教 会 の標 準 と教 え

と理想 に従 って生活 して いるな らば 、

必ず真の 男性 、真 の女性 と呼 ばれ る人

人の仲間 に加 え られ るこ とで しょ う。

勧告 され てい るに もかか わ らず、世 の.

中 に合 わせ よう とす る とき、私 たちは

世の 中の誤 った標準 に追従す るよ うに

な って しまうの です 。新 しい世 の 中の

標準が優勢 を占め てい ます が、神の義

の子 らは、必ず来 るよき 日のため に備

え、その 日を待 って、最 も高い標準 に

従 って生活 しなければ な りませ ん。

ですか ら、愛す る兄弟姉 妹 、教 会の

大切 な若 人 であ り、主の 愛 を受け てい

る皆 さん、 これ らの こ とについ て真 剣

に考 えて下 さい。これ らの ことにつ い

て 、断 食 し、祈 って下 さい。主 は答 え

て下 さい ます。皆 さんが それ を成 し遂

げ、幸福 に なる よう主 は望 んでお られ

るか らです。

私 たち も皆 さんが幸せ にな るこ とを

願 ってい ます 。そ して それは、 た とえ

邪 悪 に満 ちた世 の中 であって も可能 で

す。皆 さん に安 易な生活 は望 ん でい ま

せ ん。問題 を抱 え、落胆 し、心 の痛 み

を感 じるこ とで し ょう。 人が成長す る

の は、成功 と安 楽の絶頂 にあ る ときで

は あ りませ ん。心が痛 み、落胆 し、逆

境 の谷底 に落 とされ た ときに、 強い性

格 を身につ け るこ とが しば しば あ るの

です 。 しか し、神 は この世 が基本 的に

満 足 と喜び を もた らす もの となる よう

意 図 され ま した。

申し上 げたい こ とは まだ あ ります が 、

最後 に 、私 た ちが皆 さんに心か ら望 ん

でい るこ とを申したい と思 います 。そ

れ は、皆 さんが 日の光栄 の王国 の最 高

の位 で昇栄 す るこ とです 。 これ は どう

い う意味 で しょ うか 。この世 と永遠 に

わた る、新 し くかつ永遠 の結婚 の誓約

を交わす とい うこ とです。 日の光栄 の

最 高の位で昇栄 す るために は絶対 必要

な条件 です 。言葉 を言いか えます と、

神 の神 殿 で結婚 す る とい うこ とです。

すべ てのこ とは はっ き りとしてい ま

す。主 は し もべ を通 じて語 られ、私 た

ちが歩 むべ き道につ いて現在 も勧告が

与 え られて い ます。

若 い兄 弟姉妹 、皆 さんの上 に神の祝

福 が あ ります ように。 私 たちが神の祝

福 を受 け て、世 の 人々が何 を言 い、何

を しよう とも、神 の道 を歩 み、鉄 の棒

に しっか りと握 り、信 仰 に忠 実 であ っ

て 、 また主 が主の教 会に定 め られた標 い

準 を維持 し、安 全 で高め られ る道 を歩

む こ とが で きます よ うに 。

扉 は開か れ てい ます。計 画 は示 され

て い ます 。権 威 と権 能は地上 にあ りま

す 。ですか ら皆 さん次第 です。 この計

画 に従 って生 活す れば 、幸せ にな り、

成功 し、愛す る人 と共 に 日の光栄 の王

国で昇栄す るの です。

この こ とをすべ ての 人に願 い、祈 り

っ つ 、イエス ・キ リス トのみ名 に よ り

申し上 げ ます。 アー メン。

8月9日(土)青 少年 の集 いにおけ る説教

あなたの霊を

強めなさい

管理監督会第一副監督

H・ バ ー ク ・ビ ー タ ー ソ ン

する兄弟姉妹の皆さん、今夜この愛
集会に出席 できたことは私にとっ

て大きな喜びです。 日本訪問に先立ち、

私は 日本の伝統や歴史についてた くさ

んの本を読 んできました。中でもこの

素晴らしい国での教会の発展を興味深

く読みました。ですから、皆さんが世

界の他の国々の若人と同じように、多

くの夢や希望 を持っていることをよく.

知 っています。

私に は5人 の娘 がい ます ので、皆 さ

んが大 人にな る過程 で どの ような思 い

を抱 くか をよ く承知 して いるつ も りで

す。私 は娘 た ちを通 して 、若 人の皆 さ

ん には多 くの試練や 問題が あ り、また

満 たされない ものがあ るこ とを知 った

の です 。孤 独 な ときもあ るで しょ う，

学校 で末 日聖徒 の標 準 を守 ってい る人

が ひ とりかふ た りしか いない場合 に は

特 にそ うで し ょう。 また悲 しい とき も

あるでしょう。何 もか もがうま く行か

ず社会全体が自分の敵の ように思える

とき、また反対にすべてが順調にいっ

てまるで天国にでもいるような幸福 を

感ずる特別な ときもあるでしょう。私

は皆さん一人一人が非常に大切な要求

を持 っておられることを承知 していま

ますその要求 とは、皆 さんが大切な存

在 として認められることです。つまり、

求められ必要 とされていることを感 じ
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ることです。若人の皆さんは特別な人

にな りたいと思 うのです。自分の周囲

を見回 して、学校や教会で自分の隣 り

にいる人が、自分 よりも優れているよ

うに思 うのは人の本性のようです。つ

ま り自分 よりも才能があるように思え

た り、美 しく見えた りするものです。

自分の周囲を見回して、自分がこうな

りたい.と思 う人物 を見つけるのは難 し

いことではあ りません。

皆 さんに証 したいと思います。皆 さ

んはそれぞれ特別な理由があっでこの

地上に生を受けました。幾人かの人で

はな く、すべての人が例外な く特別な

理由によってこの世に来 ました。私は

皆 さん全員が必要な才能 と能力を備え

ていることを知 っています。皆さんは

目的を遂げ るためにこの世に来たので

す。皆 さんにはこの世においてある大

切な、善 き業 を果たす能力があ ります。

それは皆さんが行なわなければ、ほか

の誰 もしません。皆 さんは自ら選んで

この地上に来慈のです。また理由があ

ってこの 日本に住んでいるのです。

顔かたちや行 ないが周囲の人のよう

でないからといって悲観 してはなりま

せん。違 っていてよいのです。顔かた

ちや行ないは一 人一人が違っているは

，ずです。なぜなら、この世で捧げるも

のは異なるか らです。つ まり、もし皆

さんが提供 しなければ他の人々が得る

ことのできない善なるもの を皆さんは ・

持 って い るか らです。一 人一 人が特別

な存在 であ り、大切 であ る とい うこ と

を皆 さん に理 解 していただ きたい と思

い ます。私 は約束 します。皆 さんは ご

く簡単 な1.、2の 事柄 を行 な うときに 、

この意味 を理 解 し、信 じるこ とがで き

る こ とで しょ う。

最 も大切 な こ とは、今 夜床 に就 く前

と朝起 きた ときにひ ざまず いて祈 るこ

とです。 この場に集 って いる方 は全員 、

朝 に夕に祈 りを捧 げる よ うに して下 さ

い。 しば しの間 、ひ と りに なれ る場 所

に行 きま しょ う。 そ して才能 を伸 ばす

こ とが で きるよ う助 け を求 めて天父に

祈 って下 さい。毎 日善 いこ とを行 な え

る よう祈 って下 さい。また毎 日他 の 人

を助 け るこ とがで きる よう導 き を仰 い

で下 さい。問題 を解決 で きるよ う助 け

を求めて下 さい。 さて、私 たちは祈 り

は主のみ ここ ろにか なった ときに答 え

られ る とい うこ とを知 らなけれ ばな り

ませ ん。私 た ちが願 って もす ぐには祈

りの答 えを受 け られ ない ことが よ くあ

ります。 しか し主 は私 た ちの祈 りが正

しく、私 たちに答 えを受 け る準備 がで

きてい ると考 え られ た ときに祈 りに答

えて下 さいます。幸福 な奉 仕の生 活 を

送 る準備 をす るの に最 も大切'な こ とは 、

祈 る習慣 を身につけ るこ とです 。祈 り

の ない生活か らは何 も生 まれ ませ ん。

次に大切 な ことは、毎 日聖 典 の勉 強

をす るこ とです。毎 日15分 間 、モルモ

ン経 を読むようチャレンジしたいと思

います。今 日からそれを実行するなら

ば素晴らしい霊的な経験 をするに違い

ありませ ん。私はそのこ とを約束しま

す。霊の訓練 を引き延ばさないように、

今夜から始めて下さい。主は御 自分の

王国の指導者 として皆 さん方若い兄弟

姉妹 を必要 としてお られます。皆 さん

はこの奉仕 という素晴 らしい機会 を通

して、多くの喜びを得ることができる

ことでしょっ。祈 りと聖典の勉強によ

って霊は強め られ、サタンが惑わそう

とす るときにも皆さんの霊は十分サタ

ンの力に耐えられることでしょう。サ

タンは自分の意のままになる手段 を備

えてお り、その手段のひとつは、皆さ

んが正 しくない、みだらな映画を見に

行 くこ とです。皆さんの中には・、いか

がわしく霊のためによくない小説や雑

誌を読みたいと思う人は誰 もいないと

思います。他の人がそうしているか ら

といって正当化することはで きません。

皆さんを滅ぼそうとして戦うサタンの

最も有効 な武器は不道徳です。性は特

別 な目的のためにあ り、正 式な婚姻関

係以外に用いられるべ きものではあ り

ませ ん。ペ ッティングは正 しい行為で

はありません。いかなる形であれ正 し

くありません。少しだけならよいとい

うことはありません。程度は問わず、

ペ ッティングは悪いことです。 どうか

このことを知 らない人々に惑わされて
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道 を誤 るこ とのな いよ うに してレ.》た だ

きたい と居い ます 。

サタンは非常に狡撫 すゐ，私たち¢∫1

簾鴛滋篇 歎ご
望磁 搬潔 譲1鵬1
指導者の勧告に従い.∴主あ要求に対 し

幾懇蕪 鵜魯
ざんが、準 備 をして伝道の業にさらに 、

献身す るようにとぐ勧告 しておちれまr

すρ堆近航私信 日系人ρある若者に会 .
いました。彼はハワ.イの方です。彼は .

末自聖徒であることを恥 としない何人

かの若者たちと交わった後、宣教師に

レッスンをお願いしました。そして父

親の許可を得てバ プテスマを受けまし

た。両親は彼が間違った方向に進んで

いると思いましたが、教会に入って も

す ぐにあきるだろうと思 って別に反対

もしませんでした。この若者の家は経

済的にも恵まれていたので、彼は将来

学校に行 って医者になる計画 を立てて

いました。

ところが教会に入って間もな く、彼

は両親に伝道に行 きたいと話 し、援助

して くれるか どうか尋ねました。当然

丙棚 蘇 な鶏 ない塔 斌 晩6ご・，

て両郷 毎 のし：か 病 ゼ瞬 咳 れ、

1薫縫簿繧 欝麓
.甥 饗翼濃鶴覇鍵 管・1
.で し左6そ れから彼は貯金を「レ＼珂人

∫難轡驚騨
彼は伝道中② ζとを.こう話 しで くれ'

ました。伝道に出て々ら2、3々 月経っ・

た酵 ・両綿が壁 に余脳 こ韓 国に庖

・鱒 齢 祖 糊 醐 ζ笥 串↓ 窄・

「もう'ζれ位で十分たミろ1ラ・d∫私 たrち：は

我慢 してきた：し、r理解 しセきたつ もり

だ。……もう家に帰って勉強をはじめ

て もいいんじゃないかね。」両親 は息、r

子を連れて帰るつもりでした。 しか し

彼は家には帰 らない、自分は正 しいこ

とをしているのだからここを離れるこ

とはできない、そして 自分は.主から召

されているのでこの地を離れるわけに

はいかない と答えました。両親はこの

こ とを理解できたでしょうか?

父親は彼に教育のことを話 し、学資

をすべて出そ うと言いました。しか し

皐子はそれを断わりr、軍教師の責任を

1聯 する：ζ融 できないと搬 ました・臓 導醜 者に妨 証 よりも1
まるカ1に

ヨ環籔 護簾辮 ≦

擁 耀 最糖 讐 くまで帰
・ζう七でそ硲宣教師は、1自分がどの

愚1轍鞭響
彼には帰る家 があゆませんで した。こ

、 の若者は伝道を・終え、現在、大学へ行

くかたわ ら働いて学資を得ています。

若人の皆さん、皆 さんは予言者の勧

告 と助言に従 うだめで あれば、 何でも

行なう方々です。教 会員であることに

対 して弁解 はしません。皆さんは、救

い主に代って宣教師となるために準備

しなければならないことは何でも行 な

い、将来 の召 しを待つ人なのです。

愛す る若人の皆さん、，天父なる神は

実在す る御方であ り、皆さんを愛 して

いらっしゃいます。身エスはキ リス ト

であ'り・、この教会の頭です。このこと

をイエス ・キリス トのみ名によって証

します。アーメン。

8月9日(土)青 少年 の集 いにお け る説教

人生は価値ある

旅路です!

七十人最高評議員会会長

ボ ー ル ・H・ ダ ン

す る兄弟姉妹 、こんば ん わ、 うま愛
く言 えた で しょうか。私 が この大
ヘ コ

会 で何 の話 をす れば よいのか ヒン クレ

ー長 老に尋ね てみ ます と
、彼 は 「野球

の話 は どうだ ろ うか」 との こ とで した。

それできょうは野球の話 をしようと思

います。

ある大 リーグの試合 を観戦 していた

ときのことです。私は二見 して牧師さ

んだとわかる.方と隣 り合 わせにな りま

した。 試合 が進 むにつ れて 、彼 が地元

チーム の猛 烈 なフ ァンであ るこ とが は.

っ き りわか りま した。 と言 うの も、彼

はた えず大 声 で応援 し、審 判が不 利 な

判定 な どしよ うもの な ら、野次 を飛 ば
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ゾ'

してい たか らです 。入 回 まで零対零 の

均衡 を保 ってい ま した。九 回の表 に相

手 チー ムの一番バ ッター が 、ランナー

を二塁 に置 いて、 シ ョ.一 トの深 い とこ ・

うに痛 烈 なゴロ を打 ち ま した。二 塁 ラ

ンナ ーは三塁 を回 って一挙に ホー ムへ

突 っ込 んで き ました。 シ ョー トはボー

ル をは じきなが らも よ く押 え、好球 を

ホー ムへ 送 りまし た。 走者 とキャ ッチ
　

ヤー が もつれ ました。その.土煙 りの 中

か ら、審 判 は 「セー フ!」 と叫 んだの

です。

それ を見 て、牧師 さんは カー ッ とき

た よ うで した。立 ち上 っ て誰 よ りも大

きな声 で こ う叫ん だのです。 「目がつ

いて いるのか 、どこ を見 てい るんだ!」

私 は、皆 さんが もって いる理 想 に深

い感銘 をおぼ えて います。 また皆 さん

が福音 を知 り真理 を受 け入れ る目を持

って いる こ とをうれ し く思 い ます 。

き ょう、この よ うに若 い兄弟姉 妹の

皆 さん とお会 い出来 る こ とを名誉 に思

います 。 いつ も私 の慰 め となって いる

のは世 界 中の どこへ 出かけて も、教 会

には 、有能 で献身的 な若 い末 日聖 徒が

大勢 い るこ とで す。彼 らは召されれば 、

いつ で も喜 ん で指 導者 としての責任 を

受け ます。 この よ うな皆 さんに心か ら

敬 意 を表 したい と思 い ます。

ち ょうど一年 ほ ど前 の今頃 、私 は心

臓の切 開手術 を受 け 、立つ こ ともで き

ませ んで した。正 直に言 います と、全

快 出来 ると希望 は持 ってい ましたが 、

いつ も 「この前 の話 が最後 にな るので

は?」 との思 いが胸 をよ ぎりま した。

，人が死 に直面す ると、過去 の出来事 が

走馬燈 の よ うに頭 に浮ん で くる と聞 い

て います。 ある程 度 、私 の場合 もそ う

で あった と思 い ます 。

私 は20歳 までの こ とを心 の中 で振返

って み ました。 その頃の最大 の関心事

と言 えば、 プロ野球 の選手 に なるこ と

で した。そ して 多 くの若者 が味 わった

よ うに、兵役 に よってその 目標が打 ち

砕 か れた こ とを思い起 こ しました。 ま

た高校や 大学 で経験 したこ と、妻 と出

・合った ときの こ とを思 い起 こしました
。

娘 たちが成長 してい くさまや 家族全員

が楽 しく過 ごした 日々 を思 い起 こしま し

た。 それか ら、教会 のセ ミナ リーや イ

ンステ ィテ ユー トで若人 に教 えたす ば

ら しい数 々の経験 とイエ ス ・キ リス ト

の福音 を全世 界に広め るために兄弟 た

ち と一つ に なって、働 き過 ご した 日々

の こ とを思 い返 しま した。そ して面 白

いζ：とに、皆 さんの こ とを思 ったので

した。皆 さんは 「それは また どうして!」

な どと思 われ る こと と思 い ますが 、ち

ょ うどこん なふ うで した。 「さて 、君

は これ まで教会 の全世 界 の若 人に長年

話 を して きた。仮 に今 、5分 聞だけ彼

ら と過 ごす 時間が あるとす れば 、何 を話

すのか ね。」

主 の慈 悲 と愛 のおか げ と、友 であ り、

愛 す るは らか らであ る兄 弟 たちが施 し

て くれ た灌 油の儀式 に よ り、私 は今 日

ここで皆 さんの前 に立 って話 す機 会 を

与 えられ てい ます 。

若い友 だちである皆 さん 、あなたにお

伝 えしたい こ とが あ.ります 。それは 、

天 のお 父さ まは一 人一人に心 をかけて

下 さる愛 あ る父 だ とい うこ とです。 こ

の こ とを一 番 よ く知 って いる人は、 も

っ とも よ く祈 り神 に近づ く人です。

「われ に近づ け 、 さらばわ れ汝 らに

近づ か ん。熱心 にわれ を求 め よ。

さらば 、汝 らわれ を見 出さん。求

め よ。 さらば与 え られ、 叩け よ、

さらば開か るることを得 ん。」(教義

と聖約88：63)

私 は 人生 がチ ャレ ンジに満 ちてい る

こ とを感謝 して います。皆 さんが この

地 上に送 られて来 たのは、楽 をす るた

め では な く、試 されるため であ るこ と

をよ く覚 えて いる必要 が あ ります。 そ

れ は「信仰 の度 を試 してか らでない と」

(イ テ ル12：6)本 当 の証は得 られな い

か らです 。 ですか ら、私 たちは問題 、

困難、失望 、悲 しみな どに直面 します

が 、私 は確信 をもって皆 さんに 申し上

げたい と思 います 。人生は旅 をす る価

値 が あ ります。 人生 は楽 し くまたすば

らしい もの であ ります。 そ して まさ し

く「幸 福 を得 んため」(第IIニ ー ファイ

2：25)に ここ にい るの です 。

世 の 中には 、 「幸福 にな るには 自分
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自身の こ とを して いれ ば いい」 とい う

考 えがあ ります が 、それ とは対 照的に

私 は喜：んで 、人に与 える度合 に応 じて 、

喜 び と幸福 が与 え られ る こ とを知 りま

した。 レーマ ン人の王 の祈 りを思 い出

して下 さい。

「われ汝 を知 る ようわが一切 の 罪 を

捨 てん。」(ア ルマ22：18参 照)

こ れこそ模 範 とすべ き ことです 。 ま

たモルモ ン経 の予 言者 の一 人が 、人の

ため に務 め るこ とは 「ただ神 の ために

務め ただけで ある」(モーサ ヤ2：16)

と教 えた こ とを覚 えて お られ ます か。

全 くこの教 えの通 りだ と心 か ら思 い ま

すざ"

人 生 とい う旅路 の中 で喜 び も苦 しみ

も味 わって来 た者 と して、皆 さんに も

う一度証 したい と思 います 。神が生 き

てお られ、祈 りに答 えられ るが故 に、

人生 は価値 が あ りま す。 この末 日聖徒

イエ ス ・キ リス ト教 会に は回復 された

福 音が あ ります 。生 け る予 言者が私 た

ちを導 いてお られ ます。 その方は スペ

ンサー ・W・ キ・ンボール大管長 です 。

そ うです 。人生 は価値 あ る旅 路です 。

福 音 に よって人生 の 目的 と展望 とが与

え られ 、避 け るこ との出来 ない問題 と

試 練 をの りこえる力が与 え られて いる

か らです 。今 晩 、こ こで皆 さん方一 人

一 人が
、この人生 の旅 路 を価値 あ る も

の とし、主 に仕 える備 えをな し、偉大

な宣教 師や献 身的 な末 日聖徒 にな るよ

うにチ ャレン ジしたい と思 い ます。

最後 に、 モルモ ン経 の一節 を引用 し

て私の証 を述べ た い と思 い ます 。

「神 は民が どこに居 って も

これ を心 にか け 、これ を数 え、

自身 の心 に満 ちて いる慈 悲深 い

恩 恵 を全世 界 に及ぼ した もう。

これ が私 の喜 びで あ り、 また私
'`禽

が非常 に感謝 をするところであ る。

私 は とこしえに私 の神 に感謝 を

捧 げ よ う。」(アルマ26：37)

すべ て をイエ ス ・キ リス トの み名 に

よって 申 し上 げます。 アー メン。

8月9日(土)青 少年 の集 いにお ける説教

兄弟たちを強 くすべ し

十二使徒評議員会会員

マ ー ヒ'ン ・J・ア シ ュ ト ン

人の皆さん、私は皆 さんを心から若
愛 してい ます。皆 さん と共 に この

霊 的な集会 に出席 できた ことを喜 んで

い ます。兄弟 、姉 妹 である皆 さん と知

り合え るこの機会 は まこ とに素晴 らし

い経験 です。

神 が皆 さん を心 にかけ 、愛 してお ら

れ るこ とを証 します。皆 さん をお見捨

てにはな りません 。正 義 にかな って神

を求め る人々に は、神 は いつ で も応 え

て下 さい ます。今 日、私は皆 さん に、

お互 いに強め合 うこ とが神 に愛 を示す

こ とである と申 し上 げた いのです。皆

さんの会話や祈 り、訓 戒、 その他 あ ら

ゆ る行 いによ って 、知 人や 友人 を感化

して下 さい。機 会 ある ごとに人 を益 す

る言葉 を語 りまし ょう。人 を批判 し、

あ らさが しを し、 中傷 した くなった時

には 、 自分 の舌 を制 しま しょう。

も し私 た ちが教義 と聖約108：7、8

に示 され てい る模範 に従 うな ら、私 た

ちの生活 は どん なにか祝福 され るこ と

で しょ う。

「この故 に
、すべ ての談話 に よ り、

すべ ての祈 りに よ り、すべて の訓 戒に

よ り、すべ ての行 為 に よ りて 、汝 の兄

弟 た ちを強 くすべ し。 見 よ、み よ、わ

れ汝 と共 にあ りて汝 を祝福 し、永 久に

汝 を救 わん 、アー メン。」

若 人の皆 さん、私 はこの力強 い聖 句

を読 み、考 え るたび に、 「すべ ての」

とい う言葉に 強 く心 を据 え られ ます 。

「すべ ての談話 に よ り
、すべ ての祈 り

に よ り、すべ ての訓戒 によ り、すべ て

の行為 に よ り」救 い主 イエ ス ・キ リス

トは そのすべ ての教 えによって御 自身

の よ うに人々 を強 くされ ま した。 イエ

スは人 々の こ とを話 され 、御 自分 が 出

会 い知 り合 った人々の こ とか ら私 た ち

に教 えて下 さい ました。 イエ スは 目に

された こ とや 友 人の こ とを話 され、模

範 を示 して下 さ り、 「汝 らの言葉 を し

て互 いに徳 の向上 に資す る ところあ ら

しめ よ」 と言われ ま した。(教 義 と聖

糸勺136：24)

私 た ちは皆、話好 きで、またお しゃべ

りです 。人 のこ とを話 すのが 好 きで、

時に は人 を傷つ け ます 。 ある うわ さは

事 実 の ように広 ま ります 。 また事 実無

根 の こ とで も(そ れ を信 じる人がい る

ため)現 実 とな るこ ともあ ります。 ま

た人の心 をひ ど く傷 つけ るこ ともあ り

ます。 もし若人 の皆 さん が、 「すべ て

の談 話 に よ り兄弟 た ちを強 くす る」 と
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い う責 任 を果 たす な ら、何 とす ば らし

いこ とで しょ っか 。

次の よ うな言葉 があ ります。 「主 よ、

どうぞ 、今 日、私 の言葉 を甘 く、柔 ら

か い もの に して下 さい。明 日それ を食

べ な くてはな らぬ こ とにな るか もしれ

ませ んか ら。」下 品な言葉 は、聞 く人、

語 る人 の品位 を下 げ るのに引 き替え、

思 いや りのあ る言葉は 人々 を高 め ます。

祈 る時 はいつ も、助 け を要 す る人、特

にあな たが理解 で きない人の ために祈

って下 さい。訓戒 を与 え る時 は、責 め

ずに励 ま して あげて下 さい。

イエ スは言 われ ま した。 「パ リサ イ

人のひ と りで 、その名 をニ コデ モ とい

うユ ダヤ 人の指導 者が あ った。」(ヨ ハ

ネ3：1)次 い でイエ スは この指 導者の

こ とを語 って教 えて下 さいま した。「律

法学者 た ちやパ リサ イ人た ちが姦淫 を

して いる時につ か まえ られ た女 をひ っ
'ば
って きて、 中に立 たせ た。」(ヨ ハ ネ

8：3)し か しイエ スは裁 こ うとな さ ら

ず に、その場 に居 合 わせ たすべ ての 人

と私 たちに 、その こ とか ら教 えを与 え

て下 さい ま した。 「ひ と りの病 人が い

た。 ラザ ロ と.いい 、……ベ タニヤの 人

で あった。」(ヨ ハ ネ11：1)救 い 主 は

また、この病 人につ いて 多 くを語 られ

ず、癒 しの力 をお示 しに な りました。

「あ る人に、ふた りのむすこが あった。」

(ル カ15：11)こ う始 め られて、放蕩

息子 の話 が語 られ ました。主 イエ スは

すべ ての行 い に より、兄弟 を強 くされ

たの です 。

同 じよ うな行 い、会話 、祈 り、訓戒

か ら、私 た ちは祝福 と主 の導 きを受 け

るの です 。「見 よ、み よ、われ汝 と共 と

に在 りて汝 を祝福 し、永 久に汝 を救 わ

ん」 とは何 と力強い言葉 で しょ う。

人 々の良 い面 をもっ と話 して、 「互

いに徳 の向上」 を図 るよ う今 日決心 し

よ うでは あ りませ んか。 徳の向上 とは

教 え、 恵み をもた らす こ とです。皆 さ

ん は 、教 え 、恵 み を もた らす とき、

兄 弟た ちは強 くな ります 。そ して兄弟

た ちを強 くすれ ば、それ に応 じ.て皆 さ

ん 自身 も強 くなるこ とを約束 致 します。

皆 さんが、すべ ての行 い と祈 り、訓

戒 、会話 の うちに、力 と勇気 を得て 、

兄 弟た ち を強め られ るよ う、天父な る

神 に心か ら祈 ります。 この偉 大 な教会

は、 イエス ・キ リス トの教 会で あ り、

真の教会 で ある ことを証 します。すべ

て をイエス ・キ リス トのみ名に よって

申 し上 げ ます。 アー メン。

]

8月9日(土)青 少年 の集 いにお ける説教

おのれ を清 く保 て

～

大管長

ス ベ ンサ ー ・W・ キ ン ボ ー ル
ず'

一 の大 きな建物が若人で埋まってい
}
，る光景 は 、 まさに感動 に値 します 。

，私 は皆 さん を愛 して い ます。心 か ら愛

して います。 これ までの皆 さんの姿 を

目に しで、私 は皆 さん を誇 りに感 じて

い ます。 とて も清潔 で、好感 の もて る、・

身だ しなみに気 を配 って い る方々 であ

るこ とがわか ります。誇 らし く思 い ま

す。皆 さんが清 く雄 々 し く成長 し、人

々 の模 範 となる とき、共 に喜び 、一 方 、

不幸 が訪 れ 、悔 い悩 む とき共 に悲 しみ

たい と思 います 。

大海原では、船舶の衝突、時には氷

山 との衝突 という事故がひんぱんに起

こっています。しかし、こういった衝

突 もやがて避けられることになりそっ

です。すべ ての船舶 に警報装置が備え

つけ られ、その装置か らテープが 自動
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的に作動 して、 「警戒 。本船 は物体 に

接近 中」 とい うアナ ウ ンスが 流れ、警

戒水域 を離 れ るまで作動 し続 け るか ら

です。

私は 、教会 の若 人は健 全 であ って 、

基本的 に善 良で立派 な方々 だ と思 って

います。・けれ ど も、海図 にない海へ も

船首 を向け、航 海 しなけれ ばな りませ

ん。そこには、浅瀬や 岩 、氷 山、 その

他 危険 な ものが あ るこ とで しょ う。

私 たち教 会の指導 者に は、危険 を知

らせ る責任 が あ ります。 そこで皆 さん

に申 し上 げ たい と思 い ます 。皆 さんは

現在 、警戒水域 にお り、さ らには危険

の只 中に置かれ る こ とが あ るで しょう。

安全ベ ル トを しっか りと締 めて下 さい。

大嵐 に突入 しよ うと してい ます。

「も しわた しが きて彼 らに語 らなか

ったな らば 、彼 らは罪 を犯 さないです

んだであ ろ う。 じか し今 とな っては、

彼 らには、 その罪につ いて言 いのがれ

る道がな い。」(ヨ ハ ネ15：22)こ の救

い主の言葉 は、私 たちが警告 を受 け た

とき、 それ に耳 を傾 け 、それに従 い、

浅瀬や岩や 危険水域 を避 けなけれ ばな

らない とい うこ とを語 ってい ます。

外国へ旅行 して、その国 の言葉 や文

字が理解 で きな い と全 く何 もで きませ

ん。

バベル の塔 を築 いた人々 は、技術に

たけ た.人々で した。 道具 が な くなれば 、

別の もの を作 り出 し、技術者 がいな く

なれば 、技術 を学 び直す こ とがで きま

した。けれ ども、バベ ル の塔 の時代 に

互 いに言葉 を交 わす 力 を奪 われた とき、

彼 らは塔 の建 設 をあ きらめ なければ な

りませ んで した。

使徒パ ウ ロは私 た ちに こ う警告 して

います 。 「不 品行 な者た ち と交際 して

は いけ ない。…… その悪 人 を、あ なた

が たの 中か ら除 いて しまいな さい。」

(1コ リン ト5：9、13)教 会 の若人 は

この教訓 を学び 、正 しい交際 をし、あ

なたの標準 を下 げる よ うな人々 と決 し

て交 わ らな いよ うに して いただ きたい

と思 い ます 。高 い標 準 を共 に維持 で き

るよ うな友 だ ちを運 んで下 さい。

これ・まで何度 も申 し上 げて きたこ と

を今一度 お話 しておか なければ な りま

せん。不 品行 とそれに付随す るあらゆ

464

る罪 は ことの大小 を問わず邪悪 な もの

で あって、神 はこれ を非難 してお られ

ます。 アダムの 時代 にお いて も、モー

セの時代 、パ ウロの時代 、そ して現代

1975年 に お いて もこの こ とは真実 です 。

教会 は誤 った性 関係 をいさ さか も容 認

す るこ とは あ りませ ん。 「すな わち、

主 なるわれ は罪 を見 ていさ さか もこれ

を許す を得 ざればな り。」(教 義 と聖約

1：31)こ れ が 罪に対す る主の考 えで

す 。けれ ど も、主は悔 い改め る人に愛

を示 し、真実 に悔 い改め る人 を赦 して

下 さい ます。

使徒 パ ウロは、 肉欲 に従 う者 、姦 淫

をす る者 、不 品行 な者 、清 くな い者 、

み だ らな者 を非難 したのち、正 し くな

い者は神 の 国 をつ ぐこ とは ない と述べ

てい ます。神 は 、 きの うも、 きよ うも、

いつ まで も変 わるこ とがあ りませ ん。

(1コ リン ト6：9、 ヘ ブル13：8

参 照)

教 会 はいかな る時 にあ って も、いか

な るこ とにつ いて も、決 して その標 準

を下げ る ことは あ りませ ん。予 言者 モ

ルモ ンは、標準 を下 げ よう とす る人 々

についてこのように述べ て います。 「ち

ようど風に吹き散 らされるもみが らの
かじ

よ うに 、また ちょ うど帆 もいか りも柁

もな しに波の まに まに漂 う船 の よ うに、

サ タンに よって あち らこち らへ誘 われ

る。」(モ ル モン5：18)こ れ ほ ど聖典

はは っ き り述べ てい るの に、 ど うして

不 道徳 を正 当化 で きるで しょ うか 。黒

は 白で しょうか 。悪 は善 で し ょうか。

不 潔は純 潔で しょうか。悔 改め 、真 心 い

か らの悔 改めが な くて は、1赦 しはあ り

ませ ん 。そ して、 自分 のあ りの ままを

認め て、言 いわけや合理化 す るこ とな

く自分 の罪 を認め るの でなければ、悔 い

改め た と言 うこ とは で きませ ん。 そ し

て 、一切 を包 み隠 さず 、 自分 に対 して、

監督 に対 して 、主 に対 して認 め る必要

が あ ります。

教会 の道徳 に対 す る標 準 は極 めて は

っき りと してい ます。決 して古 び た、

みす ぼ ら しい もの ではな いこ とを断言

します 。神 はきの うも今 日もい つ まで.

も 同 じに ま しますか ら、神 の誓約 と教

義 もいつ まで も変 わ るこ とがあ りませ

ん 。た とえ、太陽が その輝 きを失 い、

星 が天か ら降 ちよ うとも、純 潔の律法

は神 の治め た も う世 界 と主 の教 会 を貫



、

響り

く原則 であ って変 わ るこ とが ないので

す 。教 会 は、古 よ り価値 があ る とされ

て きた もの を大切 に してい ます 。それ

は古いか らで な く、正 しい こ とが歴 史

を通 じて証 明 されて きたか らです 。 こ

の律 法 はいつ まで も変 わ るこ とがあ り

ませ ん。皆 さん の祖 父母や 曽祖 父母 が

生 きて お られ た ときも、 この律法 は現

在 と同 じで した。 そして、皆 さんが曽

祖 父母 とな る ときも、 この律法 はイエ

ス ・キ リス トの教 会に おいて全 く同 じ

に存在す る で しょう。 なぜ な らば、 こ

の律法 は正 しい もの であ り、真理 だか

らです 。

正 し くな い性 関係は決 して よい実 を

結べ ませ ん。結婚 関係 にない者 の性 的

交 渉が もた らす ものは 、不 幸 であ り、

落胆 、嫌悪 感 であ り、つ い には相 手 を

拒絶す る ようにな るの で す。不 法な性

関係 は、極 め て利 己的 な裏 切 り行為 で

す。 自分 の行為 に対 して責 任 を持 た な

い こ とは、 ひ きょ うな こ とで あ り、憶

病 なこ とです 。

結婚 は この世 と永遠 に存続す るもの

です 。皆 さんは新 しく神 殿 を得 、 それ

に よってすべ ての 人が神 殿 で永遠に結

び 固め を受 け られ るよ うに な ります。

罪 を犯 しで快楽 を得 た として も、それ

はその瞬 間、その時 の もの で しか あ り

ませ ん。 しか し、結婚 は生命 であ り、

健 全 で幸福 な生活 をもた らします 。

神は ご 自分 のか たちにか た どって男

と女 を創造 され たのち、 このアダム と

イブ の ために永遠 の結婚 の儀式 を執 行

され ま した。主 は結婚 した二 人に対 し

て、子供 を生 みふやす よ う命 じられ ま

した。 これが 、人々が地上 で生 活す る

第一の理 由です。 もち ろん 、肉体 的 な

満 足 を得 るだけの ために 、結婚 が許 さ

れて いるので はあ りませ ん 。人は その

父 と母 を離れ て、妻 と結び合 い、一体

とな るよ うに神 は言 ってお られ ます。

この ため 、教会 は、男性が女性 に対 し

て純潔 を望 む と全 く同 じよ うに、男性

に対 して純潔 であ るよう望 ん でい ます。

先程私 は、不法 な性 関係 は利己的 な

行 為 であ る と申 しました。 「あな たが

たの うちで、 自分 の子がパ ン を求め る

のに 、石 を与 え る者が あろ うか。魚 を

求め るの に、へ び を与 える者があ ろ う

か。卵 を求め るのに 、さそ りを与 える

だ ろ うか。」(マ タイ7：9，10， ル カ11：

12)パ ン は命 の糧 であ り、石 は命 のな

い もの、す なわ ち死 を意 味 します。魚

は卵 と同 じよ うに食べ 物 であ って、体

を維持 して くれる ものですが 、へ び と

さそ りは命 を奪 うもので あ り、死 を象

徴 してい ます。 『.

性 を正 し く扱 うこ とに よって繁栄 と

責 任 と平安 とが もた らされ ます。愛 と'

い う ものは 、個 人の魅 力か ら生 まれる

もの では あ りませ ん。極 めて包括 的な

もの です。愛 を抱 く者 の問に は、共通

の理 想 と高 い標 準が なければ な りませ

ん。主 が私 たちに望 んでお られるのは

この ような生 活です。主 は私 たちに ご

く普通 の 立派な生活 をす るよ う望 んで

お られ ます 。正 しい悔 い改め をす れば、

主 は赦 して くだ さい ます 。 しか し、高

いが け をはいあが る方が 、がけ をお り

るよ りもは るか に長 い時 間 を要す るこ

とをおぼ えておかな くてはな りませ ん。

主 は こう約 束 してお られ ます。 「見

よ、お よそす でにそ の罪 を悔 い改 めた

る者 は赦 され、主な るわれ もはや これ

を忘 るべ し。」(教 義 と聖約58：42)

そ し て、悪 と性的倒 錯の 罪 をよ く理

解 して いたヤ コブは、 この よ うに語 っ

てい ます 。 「だれ で も誘 惑 に会 う場合 、

『この誘 惑は
、神か ら来 た ものだ』 と

言 って はな らない。神 は悪 の誘 惑に陥

るようなかた ではな く、 また 自ら進ん

で人 を誘惑 す るこ ともな さ らない。人

が誘 惑 に陥 るの は、それ ぞれ、欲 に 引

かれ 、さそわれ るか らで ある。欲 がは

らん で罪 を生み 、罪が 熟 して死 を生み

出す。愛 す る兄弟 た ちよ。思 い違 いを

しては いけな い。」(ヤ コブ1：13-16)

愛 す る兄弟姉妹 の皆 さん、今 夜 ここ

で兄弟 たちの語 った危険信号 を忘れ な

い でいただ きたい。 「主 の器 をに な う

者 よ、おのれ を清 く保 て。」(イザヤ52：

11)こ の 言葉 を忘 れ ないでい ただきた

い 。

若 人の皆 さん 、私 はあなたが たを愛

してい ます 。主の祝福 が皆 さんの上 に

あ るよ うに、皆 さんが力強 くす ば らし

い教 会 の指導 者 に成長 で きるよ う主の

祝福 が あ らん こ とを。イエ ス ・キ リス

トのみ名 に よ り証 申 し上 げ ます。アー

メ ン。
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8月 田日(日)神 権部会 における 説教 ，

神権と福音の誓約

第二副管長

マ リオ ン ・G・ ロム ニ ー

さ.こ の神権会に皆様 と共に集えけ
ます ことを光栄 に思 っ'てお り・ます 。

しば ら くの間、神権 と福音 の誓約 とい

うこ とについて話 した い と思 い ます 。

神権 に関 す る偉大 な啓示が教義 と聖約

の 第107章 に あ ります 。主 は言われ ま し

た。 「また 長老 の職 を管理す る長 たる

者の義務 は、九十六 人の長老 を統轄 し

これ と共に会議 を開 きて誓約 に従 いて

これ を教 うべ し。」(第89節)

私 の今 朝の話の 目的は、 この啓示 の

中に ある誓約 につ いて、幾つ か注意 を

喚起す る ことです 。

主 は ウイ リヤム ・E・ムレ リンに「・・…・

わが完全 な る福音 、す なわちわが 永遠
さいわい

の誓約を受け入れたるために幸福な り」

と語 り、主の福音が偉大であ り、すべ

てを包含する誓約であることを確認 さ

れました。(教 義 と聖約66：2)

この誓約は、前世での天上の大会議

において神の霊の子供 たちに示 され ま

した。そして主はこう言われたのです。
「……われ ら降 り行 かん。……而 して
・…これらの者の住 まうべ き地 を造 ら

ん。

而 して、これによりて彼 らを試 し、

何にてもあれ、主なる彼 らの神の命 じ

たまわんすべての ことを彼 らが為すや

否や を見ん。

而 して、最初の位 を保つ者は更に附

け加えられ、最初の位を保たざる者は、

最初の位 を保つ者 と同じ王国にて栄を

得ることなか らん。而して、第二の位

を保つ者は、 とこしえに栄光 をその頭

に附け加 えられん。」(ア ブラハム3：

24-26)

3分 の1の 霊はこの誓約を拒みまし

たが、私たちは受け入れ、地上に生を

受けました。予言者ジョセブ ・ス ミス

はこう言っています。
「霊の世界 と天上の世界

、霊たちと天

上に住む者たちの置かれた様 は、完全

に秩序 と調和の とれた状態であった。

そして数々の越えることのできない制

.限が定め られ、天上にいる人々はそれ

に自ら同意 し、また地上においては、

私たちの最初の両親 がこの計画に同意

した。従って永遠の 生命を得 るために

は、地上のすべての 人間が永遠の真理

の原則を身に受け、 生活に取 り入れな

けれぼならないので ある。」
「第二の位 を保 つ者は、とこしえに

栄光 をその頭に附け加えられん」 とあ 』

ります。この報いを得 る者は、福音の

誓約 を受け入れ、それを守 らなければ

な りません。(ア ブラハム3：26)
「われ汝 を大 いなる国民 となし、汝

を限 りな く恵み、汝の名 をすべての国

民の.中に大いならしめ、汝は汝の末の

子孫にとり祝福の基 とな りて、汝の子

孫は万国の民にこの導 きと教えを施す

職 と神権 とを携えて行かん。

われ万国の民 を汝の名によりて祝福

せん。この福音 を受 くる者は皆汝の名

によりて呼ばれ1汝 のすえに数 られ、

立ち上 りて汝をその父 として祝福すれ

ばな り。
のろ

われは汝 を祝する者 を祝 し、汝を咀

のろ

う者を咀わん。また汝(す なわち汝の

神権)に より、汝のすえ(す なわち汝

の神権)に よる。そはこ.の権能は、汝

によりて継続 し、また汝のすえ(す な

わち文字通 りのすえ、汝の体よ り出で

たるす え)に よりて世界の春族 ことご

とく祝福を得ん、すなわち福音の祝福

に して救いの祝福、すなわち永遠の生

命の祝福を得ん と言う約束 を汝に与 う

ればな り。」'(アブラハム2：9-11)

この誓約はイサク、ヤ コブと更新 され、

彼 らの子孫すなわちアブラハムの子孫

はそのとき以来、福音 を理解す る人か

ら 「誓約の子」 として知 られてきまし

た。

私たちがこの死すべ き世 の中で主 と

交わす第一の誓約は、バプテスマの誓

約です。アルマはこの誓約の持つ特質

について述べています。アルマと、ア

ビナ ダイの教 えを信ずる者たちは荒野

に逃れ、モルモンとい うところに行 ぎ

ました。

それは 「アルマの言葉を聞」 くため

でした。「そこでアルマは言ρた 『ご 、

らん、ここにモルモンの泉がある。…
…あなたたちは神の羊の群に入って神

の民と言われること、互いに苦難を軽

くす るために喜んで助け合 うこと、

悲しむ者 を思いやって共に悲しむこ

と、慰めが要 る者 を慰めること、また
.神に贈われ∵ ・…・て永遠の生命を得 る甲

よう、いつ いかなる時でも、どのよう

な所に居て も、 どんなことについて も、

死に至 るまでも神の証 し人にな りたい
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と心か ら思っている6
……あなたたちが もしも真心か らこれ

を望んでいるならば、あなたたちは主

か らますます豊 にその 「みたま」 を

賜るよう、主に仕 えてその命令 を守る

と言う誓約 を主に立てた証拠として、

主の御名によってバプテスマを受け る

のに何のさしつかえがあろうか』と。」

(モーサヤ18：7-10)

この神権時代に、主 はバプテスマあ

誓約について も同じことを言われ まし

た。(教義 と聖約20：37)

バプテスマの誓約は大切です。毎週

思い起こすようにと主がおっしゃって

いるほどだか らです。「汝 なお さら充

分に世の汚れに染 まざる様、祈りの家に

行 きてわが聖日に汝の聖式を捧 ぐべしd

(教義 と聖約59：9)

この戒めを実践するために毎週 日曜

日に聖餐会が開かれ ます。聖餐の祈 り

は主御 自身がお与え下 さったものです

が、バプテスマの誓約に含まれる戒め

を一つ一つ取 り上げています。
「永遠 の父なる神 よ、われ ら御子イ
エス ・キリス トの御名によ りて願い奉

る。 ここに このパ ンをいただ くすべ て

の 人々が、御子 のか らだの記 念に これ

をいただ くよ う、 また喜 びて御子 の御

名 を受 け 、御子 を常 に忘 れず 、 またそ

の下 した まえ る誠 命 を守 るこ とを永遠

の父な る神 の御 前 に証 明 し、か くして

御子 の 『みた ま』常 に一 同 と共に ま し

ます よ う、 このパ ンを祝 い きよめ た ま

え。アー メン。」(教 義 と聖約20：77)

主 の 戒め の 多 くは誓約 の形 を とって

お り、特 定の祝福 が約束 されて い ます。

た とえば什分の一 は こ うです。

「…… 什分 の一 全部 をわ た しの倉に

携 えて きな さい。 これ を もってわた し

を試 み、わ た しが天の窓 を開 いて、 あ

ふ るる恵み を、あ なたが たに注 ぐか否

か を見な さい と、万軍 の主 は言われ る。

わた しは 食い滅ぼす者 を、 あなたが

たの ために お さえて 、あ なたがたの地

の産 物 を、滅ぼ さない よ うに しよ う。

また、 あなたが たのぶ ど うの木が 、そ

の熟す る前 に、 その実 を畑 に落す こ と

のない よ うに しよ うと、 万軍の主 は言

われ る。」(々 ラキ3：10-11)

しか しこの誓約 に従わ ない人た ちは、

大 いな る祝 福 を失 って しまい ます。

「見 よ
、人の 子 の 来 る まで今 よ り後

を 『今 日』 と称 え らる。誠に 『今 日』

は犠 牲の 日、わが民の 『什 分の一』 を

捧 ぐる 日な り。 この 『什分の一』 を納

め た る者 は人の子 の来 る時 火に焼か る

る ことな し。」(教 義 と聖約64：23)

「わ れ ら汝 らに告 ぐ、もしわが民に し

て この律法 を守 りて聖 く保 たず、 また

この律法 に よ りて シオ ンの地 をわれ に
りつれい さ ばき

聖 くして以てわが律令 と審判 とをそこ

に保たずば……そは汝 らにとりてシオ

ンの地にあらざるべ しとd(教 義 と聖

約119：6参 照)も うひとつの誓約は、

知恵の言葉に見 られます。
「およそこれ らの言葉 を憶えて守 り

且つ行い、この誠命に従って歩むすべ

ての聖徒 らは、そのへそに健康を受け

その骨に髄を受けん。

また智恵と知識の大いなる宝まこと

に秘れたる宝 を見出さん。

而して走れども疲れず、歩けども気

を失 うことなからん。

主なるわれ彼らに一つの約束 を与う。

すなわち、さつ りくの天使はイスラエ

ルの小児たちが如 く、彼 らを過 ぎ越し

て屠ることなかるべ し。アーメン。」(教

義 と聖約89：18-21)

憶えておいでだとは思いますが、こ

の聖句にある 「さつ りくの天使」がエ

ジプ ト中の初子 を殺す ことは、パロが

イスラエル人 を国外に出すために必要

なことだったのです。
「さつ りくの天使」は近代の聖典に

たびたび登場 します。知恵の言葉の約

束が下 される2年 前、主は 「天の使た

ちは世の毒麦 を集めてこれを焼捨てん

ために世 を刈 り取る大命を待ちつつあ

り。」(教 義 と聖約38：12)

さらにこの約束が与えられ る2ヵ 月

前、主は言われました。
「……天使 らは夜昼主に向いて叫び、

畑に遣わされて刈 り取 らんことを待ち

構えつつあ り。

され ど主、天使 らに言 う、汝ら小麦

もまた損わざるよう葉のいまだ軟かな

る時毒麦 を抜 き取 ることなかれ。」(教

義 と聖約86：5，6).

1896年 、ウッ ドラフ大管長 はこの聖

句 を引用 してこう話 しました。
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「私 は こ こに お集 ま りの方 々に
、天

に地 に証 したい。 これ らの 天使 が その

業 を開 始 す る 日が 来て いる。」(「教義

と聖糸勺言圭角翠」p.202)

確 か に、知 恵の 言葉 に従 って生活す

る人へ の報 いには私た ちを力づ け て く

れ るものが あ ります。

こ こで 、神 権 の 誓約 につ い て 考 え

てみ まし ょう。私 た ちに力 を与 え、多

大 な影 響 を与 え る誓約 は、「神権 に属

け る 誓詞 と誓約 」 です 。 この 誓約 に

つ い て主 は 言 われ ま した。 「お よそ忠

実 に して わ が今 語 れ る二 つ の 神 権 を

得(メ ル ケゼ デ ク神権 とア ロ ン神 権

です 。)、而 して その 天 よ りの 召 を全

力 を尽 して遂 行 す る者 たちは、 『みた

ま』 に よ り聖 め られ て そ の 肉体 再新

さる。

これ らの者 は……ア ブラハムの子 孫

とな り、 また教 会員に して王国の民 と

な り神の選民 とな る。」(教 義 と聖約84

：33㍉34)

約 束 は さ らに 続 きます 。「主は言 う、

またすべ てこの神権 を受 け入 るる者 は、

われ を受 くるな り。

そは 、わが僕 らを受 け入 るる者 はわ

れ を受 くればな り。 ・

また 、 われ を受け 入 るる者 は わが 父 ，

を受 くるな り。

而 して 、わが父 を受 け入 るる者 は わ

が 父の王 国 を受 くるな り。 この故にわ

が 父の もて るすべ ては彼に与 え らるべ

し。」(教 義 と聖約84：35-38)

神 権 を受 け 入れ 、全 力 を尽 くして遂

行 す る者へ の報 いは何 と素晴 らしいこ

とで しょう。 なぜ な ら、主が再 び こ う

言われ たか らです 。

「而 して こは神 権 に属 け る誓詞 と誓

約に よ りて然 るな り。

この故に この神権iを受 くる者は 、す

べ てわが父の この誓詞 と誓約 とを受 け、

而 して これ をわが父 は破 るこ とも変 え

るこ とも為 した もうはず な し。」(教 義

と聖 約84：39、40)

主 が この約 束 を成就 され るこ とには 、

疑 いの余地が あ りませ ん。問題 は、私

たちが 「全 力 を尽 くして遂 行す る」 と

い う決意 を どう実践す るか とい うこ と

です。

全力 を尽 くさない人の末路 は恐 ろ し

い もの です 。こ う書か れて い ます。

「され ど何 人 に まれ一 度 この誓約 を

受 けて後 これ を破 り、 またこ とごと く

こ れ に違 背 す る者 は この世 に於 て も

未来の世 に於 て も罪の赦 しを受 くる

ことなか るべ し。」(教義 と聖約84：41)

今まであげて きた誓約 を守るならば、

私たちは神殿に入 り、昇栄に必要なよ

り高い儀式 と誓約を受ける資格が得ら

れます。これには新 しく且つ永遠の誓

約である日の光栄の結婚 も含まれます。

私は昨 日、この地に神殿が建設される

発表 を聞いて、この誓約のことが心に

うかびました。神の祝福があって私た

ちがこれ らの誓約 を受けるにふさわ し

い者 となるよう祈っています。

神権を持つ人々は、これらの誓約 を

常に心に留める必要があります。中で

も定員会の会長は特にそうです。次の

主の言葉 を深 く考 えて下さい。
「……長老 の職 を管理する長たる者

の義務は、九十六人の長老 を統轄 しこ

れ と共に会議 を開 きて誓約に従いてこ

れを教 うべ し。」(教 義 と聖約107：89)

私たちが神権の召 しを全力を尽 くし

て遂行 し、私たちに課せ られたあ らゆ

る誓約 と義務に忠実に従 うとき、主は

私たちすべてをお助け下さるでしょう。

イエス ・キ・リス トのみ名に よりへ りく

だ りお祈 り申 し上げます。アー メン。

8月10日(日)神 権会 における説教

神権のもたらす恵み

大 管長

ス ベ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル

愛 する兄弟の皆さん・躰 の地に住
む、か くも多 くの メル ゲゼデ ク神

権 者が集 った光景 は、本 当にすば らし

いもの です 。

私 ほ、32年 前 ヒーバー ・J・ グラン

ト大管長 よ り使徒 に聖任 され ました。

グラン ト大管長 は1882年 に ジ ョー ジ ・

Q・ キ ャノンよ り使 徒 に聖任 され まし

た。キ ャノン兄弟は1860年 に ブ リガム ・

ヤ ングよ り使 徒 に聖任 され 、彼は それ

以前 にモルモ ン経 の三 人の見証 者 よ り

使徒 に聖任 され ました。 そ して、 彼 ら

は予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスの助け を借

りて 、ペ テ ロ、ヤ コブ、 ヨハ ネよ り聖

な る神権 を受け ま した。ペ テロ、ヤ コ

ブ 、 ヨ.ハネは、主 イエ ス ・キ リス トか

らこの聖 な る神 権 を受 け ま した。

皆 さんの うち、何 人の方が神権 の系

譜 をイエ ス ・キ・リス トまで さか のぼ る

こ とが で きるで しょうか。私 は神権 の

系譜 を記 した カー ドを少 しばか り持 っ
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てまい りました。数は限られています

が、入用の方はどうぞ受け取って下 さ

いo

皆さんの神権の系譜も私の系譜 とあ

まり変わらない と思います。現在の使

徒たちはそのほ とんどが ヒーバー・J・

グラン トを通 じて聖任 されています。

そして現在の使徒たちは、皆さんを聖

任 した人を聖任 しました。私は神権の

系譜を三、四代さかのぼ ると世の救い

主に到達 します。私はこのことに非常

な満足を覚えています。

この教会以外の何十万 という牧師や

司祭は、その神権 をさかのぼることが

できませ ん。皆さんも御存知のように、

彼らには神権iがないか らです。このよ

うに大切な事柄において、私たちはこ
「れほど主に近 くあることに

、心がはず

まないでしょうか。皆さんが 自分の手

を他の人の頭に按いて聖任す るとき、

それは主御 自身が按かれると同 じこと

であるということに心がはずむのを感

じないで しょうか。

この非常に大切な真理 を悟 ることは

決 してたやす くないことを私は知 って

います。けれども、これは真理ですか

ら、それだけで召しを全力を尽 くして

遂行す る理由 としては十分です。

私たちは病人に灌油の儀式 を施す と

き、神の力である神権 を使って、その

人に祝福がもた らされるよう主に求め

ます。 また、.長老 として改宗者を確認

す るとき、私 たちは最 も大切 な務め を

行なっているのです。なぜならば、私

たちが 「汝、聖霊 を受けよ」 と言 うと

き、その改宗者がもしふ さわしいなら

ば、その通 りになるのです。聖霊は徐

々に私たちに対 して働 きかけるのです。

私は、聖霊が私たちに働 きかけて、そ

の大切さとその力を知 らせて くださる

ことをはっきりと知 っています。この

ように私たちの持つ神権は、基本 とな
ゾ'る ものであ り

、非常に大切なものです。

ここで、ロムニー副管長が先程の話

で引用、した聖句 をもう一度、引用 した

いと思 います。「而 して汝 らが受けた

一るこの神権に来 らざる者はすべて禍な

るかな。この神権は今 日此所 に在る汝

らの上に、天よ りわが声によりて今や

これを確認 し、且つまたわれは正に天 ・

の衆群 とわが天の使たちに汝 らを預け

たり。」(教 義 と聖約84：42)

私たちが誓詞 と誓約によって神権 を

受けるとき、実に重大な責任 を引き受

けるのです。アロン神権の場合は、誓

詞 と誓約によって神権 を受けません。

このため、私たちは聖なるメルケゼデ

ク神権 を授けるとき、一層の注意を払

うのです。この聖句について、さらに

考えを進めてみ たい と思 います。「さ

れど何人にまれ一度この誓約 を受けて

後 これを破 り、またことごとくこれに

違背する者はこの世に於て も未来の世

に於て も罪の赦 しを受 くることなかる

べ し。」(教 義 と聖約84：41)

実に恐 しいことではないで しょうか。

誘惑に直面 した ときに、誓詞 と誓約 と

共に受けた召 しを全力を尽 くして果た

さなければ、一体 どうなるか を考えて

みて下さい。

それ程重大なものなら、私は神権 を

受けない方がよい、という人が しば し

ば見受けられます。しか し、主はその

ような入々に警告 しておられます。「こ

の神権 に来らざる者はすべて禍なるか

な。」(教 義 と聖約84：42)従 って、私

たちは主のすべての戒めに従おうと堅

く決意 して、按手により神権 を受ける

のです。

聖なる神権 を受けると、聖なる神殿

の儀式にあずかる資格ができます。私

たちは資格ある者、長老 として、永遠

に続 くこれ らの祝福を受けることがで

きるのです。私たちは天使以上の者に

なって、神に近 く住まうのです。主は

132章 で、私た ちは諸 天使 と見張 りの

前を通 り過 ぎ、私 たちが望むもの、す

なわち神々となると述べてお られます。

私たちは自分 自身 と自分の弱さを考

えると、主 とな り神 となるという教え、

この大いなる聖なる召 しを受けるとい

うことに、驚きおびえさえ感 じるので

はないか と思います。 もちろん、私た

ちが弱点を克服し、完全な者 となるに

は時間を要 します。主 と共に、永遠の

仕事 をして過 ごす時間は、時計が刻む

時間とは全 く別の ものです。

さて、私たちに神権が与えられてい

るのは、単に私たちに名誉をもたらす

ためではな く、主のみ業を促進す る力
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を与 え るため なの です。 私 たちに課せ

られてい る最 も大切 な責任 の ひ とつは 、

伝 道活動 です 。その理 由で ヒー バー ・

J・ グラン トが 日本 に遣 わ され て、、こ

の偉大 なみ業 が始 め られたの です。

私 たちが 力の限 りを尽 くして行 な う

な ら、世 界の何十億 とい う人々に福音

をもた らす こ とが で きる、 と主 は言 わ

れ ま した。ア ジア に住 む 人々は17億 を ・

数 え ます。 そ して この 入々に対す る責

任 は皆 さんに あ ります。 この大切 な仕

事 を始め るに あたって 、現 在の所 、 日

本が最：も多 くの会 員数 を擁 してい ます。

日本 には 、2，050人の メル ケゼ デ ク神権i

者 と、4，100人 の ア ロン神権 者が い ます。

っ ま1り、6，000人以 上の 人た ちが神 権 を

持 っていているわけ で魂 この日本 にあ っ

て、111人 以 上 の人々が責任 ある地位 に 「・

ついて働 いて い ることを、〆私 たちは誇 、

りに思 って い ます 。 あ らゆ る国 々の偉

大な指 導者 たちが その果 たすべ き使命

を入々か ら認め られ 、主 のみ 業 を進め.

る ことが で きるよ う願 って い ます。

ア ジァ に は現 在1，767名 程 の専任 宣

教 師がい ます 。 これ ら宣教 師の大部 分

はユ タ州 とア メ リカ合 衆国の いず れか

の州 か ら来 てい ます。世 の人 々に福 音

を伝 えるにあた って、英 国人 、ブ ラジ

ル 人、 その他 の国 々の 人々 と同様 に 日

本 入もその責 任 を果 たすべ きだ と思 い

ます。 日本 には1億 以上 、 中国 とその

他ア ジアの 国々に それ ぞれ億 を数 える

人々が、住 んでい るこ とを考 え ます と、

当然なが ら、私 た ちは皆 さん の息子 さ

んた ちが必要 にな ります。息子や 孫 を

伝 道に送 り出す責 任 はほか な らぬ皆 さ

んに あるの です。

私は数年前 に ヨー ロ ッパへ行 っ た と

きの こ とを今 思 い出 して います 。私 は

伝道につ いて話 し始め ま した。そ こに

いた兄弟 た ちは、福音 が その 地に充分

根 をお ろ して いるか ら、』宣教 師はア メ

リカか ら来なけれ ばな らない とい う考

乏 を持 っていま した。 も う息子 た ちを

伝道 に送 り出す こ とはで きない。学校

へ行 った り、 その ほかの こ とで忙 しい

ので.送 ることはで きな い。 ア メ リカ

の 入たちに伝 道 して もらお うと考 えて

いま した。

ここにはその よ うな雰囲気 はあ りま
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せん。 日本の地から伝道に旅立つた若 ，

人に非常な誇 りを感.じでいます。.けれ、

ども、私 たちは皆 ざん全貝が息子 さん

を伝道に送 り出す ことを期待 し、望ん

でいます。息子さん と共に朝晩祈 りを

棒げ、常 に宣教師あことについて祈る

ならば、息子さんを伝道に送 り出すこ

とはさほどむずか しいこ とではあ りま

せん。

すべての若人は伝道に出ているとき、

主の守 りを受けて働 きます.科 は南ア

メリカで慢ある宣教師が寧教師大会で

自分の伝道について次のように報告す

るのを聞いたことが あ.1りホすb1「今 日
』で私の伝道は終わります

。.明日家に帰

ります。私は家へ帰 るのがこわいので

す。なぜなら、明 白か ら200万 人の人
ノ

々が私の た・め1ヒ祈うて ぐれ.な・く、なるか

らです。」ほとんどの家庭では宣教師の

ために祈 りを捧げています。そして、

主は、これ らの祈 りと信仰に心をかけ「

ておられ ます。

もし、皆さんの幼い息子 さんたちが

家庭 で祈 りを捧げる'ときに、宣教師の

ために祈るならば、必ず.宣教師になろ

うと自分の人生 を計画す るに違いあ り

ませ ん。幼い息子 さんたちが自分の手

でお金を稼ぎ、貯金するよう教育 され

るならば、19歳 になるまでには多額の

お金が貯められ るので、お金の面での

心配はな くなります。 しかし、もっと

大切な事柄は、これ らの年 月の間に自

分自身を改宗す ることです。

さて、伝道は強制的なものではあ り

ませ ん。しか し、義務です。教会に行

くだけでは充分ではありませ ん。その

ほかにもいろいろな義務があ ります。

これ らを果たす よう教育することによ

って、息子娘たちを神殿結婚 に導 くこ

とができるのです。帰還宣教師の神殿

結婚率は非常に高いのです。従って、

伝道に照準を合わせて訓練することは、

子供たちを改宗に導 くこの上 ない方法

なのです。

ここで、神権の昇進について一言申

し上げたい と思います。すべ ての子供

は少年少女 とも8歳 でバプテスマ を受

けるべ きです。8歳 半でも、9歳 でも、

10歳 でもな く、8歳 です。昨晩申しま

したように、8歳 になるまでに充分教

育 しなければな りません。そして、少

年は12歳 になるときに、執事に聖任 さ

れるべ きです。

ここにも、まだ聖任 されていない少

年たちがいると思います。12歳 でふさ

わ しくない点があるとはとても思えま

せん。それ より遅れないようにして下

さい。支部 とワー ド部の指導者は少年

たちの年齢に注意 して下さい。少年が

14歳 ならば教師に、16歳 ならば祭司に

聖任 されます。もちろん、ふさわしい

ことが前提になります。そして、状況

に応 じて18歳 もしくは19歳 で、資格が

あるな らば長老/こ聖任され ます。

さて、成人 してから教会に加 入した

人々について申し上げたいと思います。

成人の人々がバプテスマ を受けた直後

に.て執事に聖任することが秩序にかな

った方法です。私は個人的に考えてい

ることですが、すべての成人男性には、

教師、祭司、そ して長老 と順に聖任 し、

それぞれの職にあった働 く機会 を与え

ることが、当人に謙遜 さを示す機会を

与えることになると思います。教会の

指導者に とって、謙遜は大切な要素の

ひ とつです二

次の大会のために、私たちはこの集

会 を終えなければな りません。聖なる

メルケゼデク神権 を持つこれほ ど多く

の神権指 導者 を見 て、私た ちは心 か

ら感 謝 しているこ とを今一度 申し上

げたいと思 います。どうか、教義 と聖

約第84章 を暗記するほ どまで読んで下

さい。 セ ミナ リー、 インステ ィテ ユ
ー トで学 ぶ多 ぐの少年 少女 を誇 りに

思 ってい ます 。これは、神権者 とし

て働 くこ と、伝道、神殿の仕事、す

べ ての準備 にな るものです。皆 さん

が家族 を養い育てる ときに、家庭 の

中に主のみた まがあ ります ように。

皆 さん が 日本の人々に大いなる影響

力を発揮できます ように。私は自分に

与え られている神権 を誇 りに思い、私

に与え られているすべ ての特権に喜び

を覚えています。 これこそ真実の もの

です。 これこそ大神権です。皆さんの

家庭 を神が祝福 されます ように。主イ

エス ・キ リス トのみ名により申し上げ

ます。 アーメン。

ケ



8月10日(日)一 般 大会午前 の部 において

教会役員の支持

第二副管長

マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー

一 の大会 の コー ラ スを うかが ってお
馳 ㌔ ■画

ります と、 日の光栄 の王 国の聖 歌
'

隊 もこの ような もの ではないか と思 え.

て きます 。本 当に よ くお歌 い下 さい ま

した。

で は、教会幹部 、役員 につ いて皆様

の支持 をお願 い した い と思 い ます 。

私 たち は予 言者 、聖 見者 、啓示 を受

け る者 、末 日聖徒 イエ ス ・キ・リ琴 ト教

会の大管 長 としてスペ ンサー ・W三 キ

ンボー ル を支持 じて下 さるよ う提 議致

します 。賛成 の方は右手 をあげて その

意 を表 わ して下 さい。 反対の方 は その

意 を表 わ して下 さい。

大管長 会 第一 副管長 と してN・ エル

ドン ・タナー を、 第二 副管長 としてマ

リオ ン ・G・ ロムニー を支持 して下 さ

るよ う提 議致 します 。賛成 の方はその

意 を表わ して下 さい。反対 の方は同 じ

よ うにそ の意 を表 わ して下 さい。

私 た ちは十 二使徒 評議員会 会長 とし

てエ ズラ ・タフ ト ・ベ ン ソンを支持 し

て下 さるよ う提議致 します 。賛成 の方

はその意 を表 わ して下 さい。反対 の方

はその意 を表 わ して下 さい。

十 二使徒定 員会会 員 としてエ ズラ ・

タフ ト ・ベ ンソン、マー ク ・E・ ピー一

ター セ ン、デルバー ト ・L・ ステ イプ

レー 、 リグラ ンード ・リチ ャー ズ、 ヒュ

ー ・B・ ブラウ ン
、ハ ワー ド ・W・ ハ

，ンター、 ゴー ドン ・B・ ヒン クレー 、

トー マス ・S・ モ ン ソン、ボ イ ド・K・

パ ッカー 、マ ー ビン ・J・ ア シュ トン、

ブル ース ・R・ マ ッコンキー 、L・ ト

ム ・ペ リー を支持 す る よう提議致 しま

す。賛 成の方 は その意 を表 わ して下 さ

い。 反対の方 も同 じよ うに その意 を表

わ して下 さい。

教：会 の大祝福 師 としてエル ドレッ ド・

G・ ス ミス を支持 して下 さ るよ う提 議

します 。賛成 の方は右手 をあげてその

意 を表 わ して下 さい。反対の方 はその

意 を表 わ して下 さい。

以上 大管長会 副管長 、十二使徒 、教

会 の大祝 福 師 を予言者 、聖見者 、啓示

を受 け る者 として支持 して下 さ るよ う

提議致 します 。賛成 の方 は その意 を表

わ して下 さい。反対 の方 も同 じよ うに

その意 を表 わ して下 さい。

十二使徒 補 助 と して、アルマ ・ソニ

エ ル レイ ・L・ ク リスチ ャンセ ン、 ス

ター リング ・W・ シル、ヘ ン リー ・D・

テイラー 、アル ビン ・R・ ダイヤー 、

フラ ンク リン ・D・ リチ ャー ズ、セ オ

ドア ・M・ バ ー トン、バ ーナー ド・P・

ブ ロ ックバ ンク、ジェーム ス ・A・ カ

リモア、マ リオ ン ・D・ ハ ン クス、 ジ

ョセブ ・ア ンダー ソン、デ ビ ッ ド・B・

ハ イ ト、 ウィ リアム ・H・ ベ ネ ッ ト、

ジ ョン ・H・ バ ンデ ンバー グ、 ロバー

ト・L・ シンプ ソン、0・ レス リー ・

ス トー ン、 ジェーム ズ ・E・ フ ァウス

ト、J・ トー マ ス ・フ ァイアン ズ、ニ

ー ル ・A・ マ ックスウェル 、ウ ィ リア

ム ・G・ バ ンガー ター 、 白バー ト ・D

・ヘ イル ズ、ア ドニ ー ・Y・ 小 松 、ジ

ョセブ ・B・ ワー ズ リンを支持 して下

さる よ う提議 致 します。賛 成の 方 は右

手 をあげて その意 を表 わ して下 さい。

また 反対 の方 はその意 を表わ して下

さい。

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会信託

統 治 人 として スペ ンサー ・W・ キンボ

ー ル を支持 して下 さるよ う提議致 しま

す。賛 成の方 はその意 を表 わ して下 さ

い。 反対の方 があ りま した らその意 を

表 わ して下 さい。

七十 人最 高評議 貝会会 員 として、S・

デル ワース ・ヤ ング、A・ セオ ドア ・タ

トル 、ポー ル ・H・ダ ン、ハ ー トマ ン ・

レクター ・ジュニア 、ロー レン・C・ダ

ン、レ ックス・D・ビネガー を支持 して

下 さる よ う提議 致 します。賛成 の方 は

右手 をあげ てその意 を表わ して下 さい。

反対 の方は その意 を表 わ して下 さい。

管理監 督会管理 監督 として ビ クター

・L・ブ ラ ウン
、第一副監督 と してH・

バ ー ク ・ピー ター ソン、第二副監督 と

して ボー ン ・J・ フェザー ス トー ン を

支 持 して下 さ るよ う提議 します 。賛 成

の方 は右手 をあげ てその意 を表 わ して

下 さい。反対 の方 はその意 を表 わ して

下 さい。

全十 二使徒会 地 区代 表 を現状 の まま

地 区代 表 として支 持す るよ うに。 メル

ケゼ デ ク神権部 会実務 部長 としてデ ビ

ッ ド ・B・ ハ イ トを、副部長 として ジ

ェー ムス ・A・ カ リモア およびマ リオ

ン ・D・1ハ ン クス を支持 す るよ うに。

メルケゼデ ク神 権MIA実 務 部長 と

してマ リオン ・∫D・ ハ ンクス を、 また

委員 を現状 の ままで支 持す る ように。
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管理 監督会 、 ビ.クター ・L・ ブ ラウ

ン、H・ バー ク ・ピー ター ソン、ボー

ン ・J・ フェザー ス ドー ンの指導 の下

にあ るア ロン神権 部会 の実務長 として 、

ル ロン ・ジェ ラル ド ・クレイブ ンを、

また委員 を現 状の ま まで支持す るよ う

に。

若 い女性 の会長 としてルー ス ・ハー

デ ィー ・ファ ンクを、第一副会長 とし

てホーテ ンス ・H・ チャ イル ドを、 第

二副管長 としてアー デ ンス ・G・ ナ ッ

プ を、また委 貝 を現状 の ままで支 持す

るよ うに 。

扶助協会会 長 としてバーバ ラ ・B・

ス ミスを 、教育 担当副会 長 として ジャ

ナス ・ラ ッセル ・キャ ノンを、ホー ム

メー キン グ担 当副会長 としてマ リア ン

野 恥.置 イヤ鵜 をゴ まだ全 管翠会 貝 を

・撚 砂蒜 雫支・縣 撃 ：：き駒 台轍ザ

：灘灘 灘
轡郷欝霧讐『 鱈 イ

・ 、 一≧.r.㌧ ご』』妻 、ド

初等協会会 長 としてナ オ ミ ・マ ック

ス7イ ー ル ド ・シャムウ ェイ を、第一

礁 長 としてメリサ・ブワー避㌻ トllポ
ールセンを・第二副・会恥 隠 タ 塑
一 ン ・ブ ッシュマ ン ・レモ ン を

、 その

他 全管理会員 を現 状の ままで支持 す る

よ う に 。

教 会 教 育 委 貝 会 委 員 と し て 、 ス ペ ン

サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル 、N・ エ ル ド ン ・

タ ナ ー ， マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー 、 エ

ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン 、 ゴ ー ド ン ・

B・ ヒ ン ク レ ー 、 トー マ ス ・S・ モ ン

ソ ン 、 ボ イ ド ・K・ パ ッ カ ー 、 ブ ル ー

ス ・R・ マ ッ コ ン キ ー 、 マ リ オ ン ・D・

ハ ン ク ス 、 ポ ー ル ・H・ ダ ン 、 ビ ク タ

ー ・L・ ブ ラ ウ ン
、バ ー バ ラ ・B・ス ミ ス

を支持するように。

以上すべての提議に賛成の方は右手

をあげてその意を表わして下 さい。反 ・

対の方がありましたら同 じくその意を

表わして下・さい。

キンボール大管長、全教会幹部役員

に対 して全員一致の支持が得 られたよ

うです。ありが とうございました。

・'
・・ゴ 藩 8月10日(日)一 般大会午前の部 におけ る説教

ぎ

証とそれを得る方法 '

第一副管長

マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー

し ばらくの間・証 を得る方法にっい
て話 した い と思 い ます 。

証 とは何か

証にはいろいろな種類があり、その
ゴ

対象となるものも様々です。私が今 日

お話 したいの は、「イエ ス・キ・リス トの

福 音 の中に明 らか に されて いる真理 へ

∵の不変 の生 きた確 信」・とい う意 味での
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キ リス トが生 ける神 の御子 で あ り、世

を救 うために神 か ら遣 「わ され て さ'たこ

ξ.を信 じますか 。1私は皆 ざんが 。、.イ爵

ス を霊 感 に満 ちた偉大 な道徳塾 郎 紅し

て信 じて いるか否か を問 うつ も.りは あ

りませ ん。 それは改め て取 り上 げ るま

で もないこ とですか ら。 ただキ リス ト

が神の御子 で あ り、神 か ら明確 な使 命

、を受け て十 字架 におかか りにな り、死

か らよみがえ った御 方 であ るこ とを信

じるか 、 とい うこ とです。

再 び、だれ も 『はい』之 は答 えなか

ったd(ヒ ーバ ー ・J・グラン ト大 管長 、

伽P初 麗 鵬θ撹Erα 「イ ンプル ー ブ メン

ト ・エラ」1940年7月 号p.394)

彼 らは 「は い」 と言 うこ とが で きな

か ったのです 。聖 霊の証が なか ったの

ですか ら。

今 日ここで 、何 人の方 が イエ スが キ・

リ・ス トで ある ことを知 って いるか尋 ね

だ ら、多 くの 人が丁 信い」・ど1答え るで

..レよテ。ゼ う
、して で しょう、。1それは聖

.霊 が皆 さん に証 を したか らです 。_、

撫蜜霊が らめ証 は 磐轡 巳響 を藷 蟻轟：耗 ちか

この知識 は、 その人に突然 お とずれ

るこ とが あ ります。 そ して 、いつ その

ようなお とず れ を受 けたか とい うこ と

は 自覚 で き為 ものです..，_、

どこで ひ，ど.ヴの 少女の経 験 をお 話.し

津」 よう6私 σ?毒の.こどです。1彼女 が

ステー キ・部 日曜学校 管理会 φ「貝 ぢ う

た頃 の ことです 。彼女 には準備会 で教

蔀 に・教え、る.責任 があ りま した。 その と

きの レ ッス ンは、予言者 が神 と御 子 イ

エ ス ・キ リス トに まみ えた こ とに関す

る もので した。その クラスに は末 日聖

∴徒 ではな いアイダ ホ大学 の卒業生 が よ

一・噸 を出 しでいました・.もちうん福音

・を信 じていませんでした。㌧彼女ぽ，こ

聯 養ある輝 され坪 業生は・・予言
者ジ ョセ ブ、・ス.ミスに夫父：と御子が現
㌔わ れた どいう話など受け大れないので

鯵、一.どい う気持が起 ぎてきました。そ

デ考 える と不安になつてきました、 自

分でも真実なのかどうかわかちないの

です。彼女は心 を悩ませ、・母綿に泣 き

ながらの 言いま頃 ，∫お畔 為・私

レッスンできないわ。ジョセブ ・ズ ミ

スが本当に示現を受けたかわからない

の。あの人は笑って私 を軽べつするに

ちがいないわd

彼女の母親は別に学識があるわけで

はあ りませんでした.。でも、証はあ り

ました。彼女は娘に言いました。「予言

者 が どのようにして証を得たカ・知 って
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い るで しょ う。」

「え え」娘 は答 えま した。 「知 恵 を受

け られ るよ うに祈 ったわd

「じゃ、そのよ うに した ら」母親 は そ

う言 い ました。

娘 は 自分 の部 屋に行 って試 してみ ま

した。 イノスの よ うに神 に一心不 乱 に

祈 ったのです 。 そ うして彼女 は、確信

に満 ちた レ ッズ ンを行 な い、普段 の能 い

力以上 の力 を発揮 で きたの で した。

どうして で きたので しょ う。そ うで

す。聖 霊が 降 って彼女 の疑 問に答 えて

くれたの です 。彼女 は心 の内に燃 えゐ

もの を感 じました。 ジ ョセブ ・ス ミス

が示 現 を受 けた こ とをは っ き り知 った

のです。予 言者ジ ョセ ブが 見た もの と

同 じもの を見た わけで はあ りませ んで

したが 、同 じ知 識 を得 ま した。彼女 は

ジ ョセ ブ ・ス ミスの言葉 か ら、彼が 見

た もの を知 り、 そ して ジヨセ ブめ言葉

が真実 であ る とい う証 を聖 霊 を通 して

受 け たのです。

時々 、証 は長 い間かか って与 え られ

るこ とがあ ります。私 は 自分 自身の経

験 では 、証 が 突然 も売 らされ た と蛭 う

記憶が あ りませ ん。 また証が全 くなか

った とい うこ ともあ りませ ん で し£。

私 の証 は 日々 強め られて きて いるめ で

す。

証 ↓二よつて生 じ』る変化

証 は、突然 もた らされて も、段 階 を

踏 んで もた らされて も、そ の人に何か

を生 じさせ ます。証 を受け る と、受 け'

る前 とは異 な った人物 となるのです 。

善 良な 人間 、偉大 な人間は 異な ってい

ます。ペ テ ロは 異なって い ました。 イ

エ スが十字架 に おか か りにな る と言 わ

れ た と き、ペ テ ロは共に死 に ます と言

い ました。 それ に答 えて 、イェ スはペ

テ ロに言 い ま した。 「鶏が 二 度 鳴 く前

に、ぞ うい うあなたが、三度 わ た しを

知 らな い と言 うだろ う。」(マ ル コ14：

30)

兵士 たちが キ リス トを引 き連れ て行

くとき、ペ テ ロ も後 か ら離 れてつ いて

行 き、 キ リス トが告 発 され る ところ ま

で行 き ました。聖書 に はその様子が こ

、う書 かれ て 瞭ます 。「あ る女 中が、彼 …

・∴を見 、彼 を見つ めて、『この人 もイエス
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勲 でず激 樋 雛 卿 知灘1丁イ

駆 ・き1堺噛トリ福音が そ嫌 瀞
原則 をも含めてすべて真実である：とあ

証に伴 ってもたら楼れるものぞす。・「そ

れは得 られるのです。皆さんが得てお

られることを私は知っています。神の

祝福があって、あなた方すべてが証を

得、人生の終 りまで変わらず忠実でい

られますように。 なぜなら、そのよう

な人にこそすべての約束が与えられて

いるか らです 」

皆 さん方 の上 に祝福が あ るよ う、 イ

エ ス ・キ・リス トのみ名 に よ り祈 ります。

アー メン。 一

様おは よ うご ざい ます。 昨 日は予皆
言者キンボール大管長か ら神殿の

発表をいただき、心から感謝致します。

また本 日、日本の各地か らお集まりの

会貝の皆様、またお友だち、御親戚、御

両親の皆様、このよき聖なる安息、日、

末 日聖徒イエス ・キリス ト教会の 日本

の地域総大会にこのように多くの人々

と一堂に会して予言者の言葉や教会幹

部の方々の 「この現世 をどのように生

きてい くか」ということについての諸

諸のお話 をうかが う機会にあずか り、

皆様 と共に心か ら神に感謝いたします。

さて私たちが神の教えすなわち福音

の原則に従って生活 し、この現世 をど.窄

のように生きてい くのか という目標に

ついて深 く考えることはまことに素晴

らしい事柄であります。なぜなら、こ

の会に御出席の末 日聖徒 イエス ・キリ

ス ト教会の会員の皆様は、程度の違い

はあってもこの事柄について何回か深

く考えて神に祈 ってその答えをいただ

いたか らです。

私は福音の原則に従った生活の活気

を十数年間のこの若い楽 しい時代に十

分経験 しました。福音の第一の原則と
レ

は まず 、主 イエ ス ・キ リス トを信 ず る

信仰 を持つ こと、また悔 い改め るこ と

であ ると教 わ ってまい りました。信 仰

8月10日(日)一 般大会午前 の部 における説教

福 音 の=基

日本横浜ステーキ部部長

柏 倉

について古代 の使徒パウロは!そ れ

信仰は望むどこヶを確信 レw見 ぬ物を真実
とするなリロ璋 定i糞してお：ります。

確信ζは信噸する，こぢであ.味..享案と

鉢証明することです。.之れゐφ信頼感
は多く9)人効 寝 紅それφ程度騨19

て持うていま.す。、実際に信仰の程度ほ、

匹酒己や怖れをやっζ離れズ弱い信念と

声えるか言えな匝か『ζいう籾期g抹 聾

夢 ら、あらゆる疑念や国難をもり乏1も

じない確固不勲の力強搭に壽るまでい

!ぶ ・ろで甜 私ほ詣部 融 ま挿瞥信頼簿

ること、それも、積極的に心力・ら信
：瀬 することであると考えます。神のみ
「こごろを人生におけ る

二私たち㊧貝標 と

して受け入れること、神のみ言葉 を人

生における私たちの指導原理 として受

け入れ る二とで先 この ようなとき神を

信ずる信仰が確立す ると思います。

また悔改めは福音の第二の原則に位

するものであり、信仰 とは密接な関係

を有 し、信仰に続いて直ちに来るもの

です。これはまた深い謙遜の念か ら出

て くるものであり、神を信ずる変わら

ない信仰を行ないに表わすことにょ り

ます。人はこのような悔改めによる確

，信にホρ・斥味きFま れな熱心さによっ

ヤ ・.自御 噺 た性 ま嫁 わ?、た9ζ
を良 い行な いに よ1つで人々脚に示 す機会

仁

を熱心に望むようになります。

私はこの信仰 と悔改めの素晴 らしい

数々の実例 をこの目て確認 し、また私

自身 も経験 しました。私は大学の2年

の7月 に初めて末 日聖徒イエス・キリス

ト教会の宣教師に会いました。1960年

の 日米安保条約問題の激しい屋外デモ
る

の後で夏期アルバイ トをしているとき

で、どのように現世 を生 きていこうか

とそれまで以上に深 く考え始めていた

ときで したので、比較的簡単に宣教師

か ら求め られるままにお祈 りをしまし

た。モルモン経という聖典を宣教師 と

共に毎週勉強し、ジョセブ ・ス ミスと

いう予言者について教わ りました。2

カ月後にバプテスマ を受け ましたが、

人間の弱さから主の教えをよく守れた

わけではあ りませんで した。しか し私

は、その後何 回とな く神に改宗する機

会があり、今 日、力強 く活気を持って

福音の原則を守 り行な う力を得 させて

いただきました。

私は自分の経験から、モルモン経 を

読んで、考 えて、祈 ることは神から「み

たま」すなわち 「聖霊の力」を得るよ

い方法であると悟 りました。また現代

の予言者の言葉や教会幹部の方々のメ

ッセー ジは、私がこの現世 をどのよう

に生 きてい くかについてはっきりとし

'渉
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た答えを下さいました。このように多

くの 日本人の中にある小 さな私に も神

は限 りない愛を示 して下さ り、皆様の

上に主の導きとみ守 りがあって、さら

に深 く神のみこころを知 ることができ

るよう祈 ります。

また真夏の大変な時期に予言者をは

じめ教会幹部の皆様がこのようにた く

さん御出席下さ り感謝 します。旅行中

にも健康が守 られるよう心か ら祈 りま

す。イエス ・キ リス トのみ名によりお

話 しました。アー メン。

8月10日(日)』 般大会午前の部 に.おけ る説教

郵'

心 から敬愛する全国の兄弟姉妹の皆
様 、一 昨 日よ りの大会 で私の心 は、

私の霊 は、私 の魂 は、全 く洗われ た よ

うな気が いた します 。再 び同 じ自分 で

あ って はな らない と深 く肝 に命 じてお

ります 。皆 様方 も御 存知 の よ うに、私

た ちの敬 愛す るキ・ンボー ル大管長 は、

奇跡 の人です。 これ までい くたび とな

く生死 の境 をの りこえて現在 に至 って

お られ ます 。大 きな病 いか らまた事 故

か ら守 られ て奇 跡的 に この尊 い予 言者

の務 め を果 た して い らっ しゃい ます 。

私 た ちは確 かに主が キ ンボー ル大管長

を守 ってい らっしゃ る とい うこ とが よ

くわか ります。 しか し大管 長は その著

書 「赦 しの奇跡 」の 中で次の よ うに言

ってい ちっ しノやいます。

「私 た ちの主 イエ ス ・キ リス トは奇跡

'の神 で ある。主 はあ る とき、 自分 を信

じたユダヤ人たちに言 われ た。『また真

理 を知 るで あろ う。 そ して真理 は、あ

なたが たに 自由 を得 させ るで あろ う。』 ・

真理は人を変える

十二使徒評議員会地区代表

渡 辺

『悪のなわをほどき、くび きのひもを

解 き、しいたげ られる者を放ち去 らせ』

たイエスの奇跡に比肩 しうる奇跡がほ

かにあろうか。イエスは病人をいや し、

悪霊 を追い出し、嵐を鎮め、また死者

を生 き返 らせ ることさえなさった。だ

が、無知や迷信や罪のかせか ら人々 を

解 き放つ奇跡にならぶ奇跡がほかにあ

るだろうか。

予言者ジョセブ・スミスは、『生 きて

いる人を救 うことの方が、死者を生き

返 らせ ることよりもはるかに大切であ

る。』と語っている。」誠にその通 りであ

ります。私は毎 日そのような、人を救

うその奇跡をこの目で見てまいりまし

た。 これか ら私が紹介いたしますこの

方 も不可能であろうか と思われたこと

が実現 した方です。この方についてふ

たつの大 きな改宗への障害があ りまし

た。ひとつはこの方自身神を信 じるこ

とができなかったのです。また求め る

心 もなかったのです。ふつ う真実の神

を教 えられなかったがゆえに神様を信

じることのできない人が沢山いらっし

ゃいます。この方 も同じように神様 を

信 じることができなかったのです。た

だ自分の良心に従って正 しくこの世 を

生 きていけば、また世のため人のため

になることを行なえばそれでよい、と

このように考 えてお りま、した。そして

宗教の必要性 を彼女は認めなかったの

です。 またもうひとつの理由はこの方

の御主人は三百年以上 も続いた神官の

家の長男でありましたので、将来はそ

の神社の神主さんになる必要があった

関係で、なかなか改宗にふみ切れなか

ったのです。

しかし1971年8月 の末のある夕方、

二人の宣教師がこの方の家 を訪れまし

た。教会のζとに別にして彼らがその

若さで親元を離れて自炊生活をしなが

ら伝道 しているという点にすっか り同

情 してこの方はたちまち友達になって

しまいました。そ して断わ り切れない
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ままに、家庭 集会 を受 け るよ うにな っ

たの です 。 レッスンは1回 めか ら、 う

ん ざ りす る もので した。特 に信 じて も

いないのにい っ しょにお祈 りをさせ ら

れ るのが 、心 外だ ったそ うです 。 しか

しレ ッスンの後、宣教 師 といっ しょに

す ごす 時間が楽 しくていつ も前 の 日か

ら腕 をふ るって料理 をし、遠 くにい る

息子 が帰 って くるかの よ うに いそいそ

と迎 えたの で した。 その よ うな状態 が

3カ 月続 きま した。 その 間この方 は一

度 も神様の メ ッセージに耳 を傾 け よう

ともしませ んで した。 またお祈 りをた

の まれて も一度 もしませ んで した。で

も宣教師 は辛 抱強 ぐ毎週や って来 まし

た。

そ してあの記 念すべ き12月11日 がや

って来 たのです。その 日は朝か ら非常

に寒 い 日で した。宣教師 が約 束の 時間

に来 るや いなや 彼女 はこ う言 いま した。

「寒か ったで しょう
。今 日は お い しい

イタ リア料理 を用意 しま した よ。 レッ

スンは、早 く済 ませ て食事 に しまし ょ

う，」二人は ちょっ とこ まった顔 をして

「今 日私 た ちは 断 食 を してお ります
。せ

っか ぐですが、 いただ くわけ には いき

ませ ん亀 そ して レ ッス ンが終 わっ た後 、

自分 たちがこんな に誠意 をもって神 様の

メ ッセージをお伝 え して いるのに ど う
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してわかってもらえないのかと尋ねま

した。この方はたいへんすまない気持

になって、その時は じめて家庭の事情

を話 し改宗できない理由を話 しました。

しか したとえ宗教が違っていて もお互

いに友達でいよう。何か不自由なことがあ

ったら助け合いましょうと話 しました。宣

教師たちはこの事情を聞いて非常に力を

落 としました。そして 「神様を求める

気持にあなたがいつかなったら喜んで

お助け しますか らどうぞ知 らせて下さ

いdこ のように宣教師は申しました。

そして最後に宣教師たちは長い長いお祈

りをしました。「毛利 さん、あなたが福

音 を受け入れないのは自分たちの力が足

りなかったか らで、すべて私たちの責任

です。彼女は今 まで会 った どんな人よ

りも心の暖かいお父様の娘 となるにふ

さわ しい方です。 どうぞ彼女 を見捨て

ず変わらぬ祝福 をお与え下さいませ」

という意味のことを宣教師は10分 以上

も切々と訴 え続けました。19歳 の少年

が、自分の母親 ぐらいの年齢のこの方

のために必死に神様に とりすがったの

です。この方は非常な衝撃 を受けまし

た。それはまるで頭をガンとなぐられ

たような、胸の中に冷水 をどっと注ぎ

込 まれたような強い衝撃で 目の前が真

っ暗になる思 いでした。やがて二人は

悲 しそうに別れを告げたのでした。

最後に宣教師は「時々私たちが言ったこ

とを思い出して下 さい。そしてお祈 り

を始めたらす ぐ知 らせて下 さい」 とこ

っ言って立 ち去 りました。

ひ とり残 されたこの方はなん とも形

容 しがたいみ じめな気持におそわれ、

体中の力が抜けて地底へ引き込 まれて

い くような感 じで2、3時 間ずっ と椅

子にかけていました。いつか夕闇が迫

った室内に電燈もつけず、 ぐった りと

座 り込んでいたのです。そのときふと一

条の光がさし込むように 「お祈 りしよ

う。そしてお詫びをしな くては」 と思

いつ きました。そのとき彼女は生 まれ

て初めて、「天のお父様」と呼びかけた

のです。そして心からの祈 りを捧げま

した。祈っているうちに何 とも言えず

気持が楽にな り自分が赦されていくこ

とがわかったのです。まるで目の前に

かかっていた幕が開かれたように、 自

分が今 までどんなに傲慢 であったか、

神様に対 して不敬であったかをはっき

りと知 りました。その夜は彼女はほと

んど眠れずに、宣教肺の言ったことは

真実だろうか と考えました。神様は本

当に生きていらっしゃるのではないだ

ろうか と考え続けました。

翌12月12日 は土曜 日で御主人が休み

でしたので、昼前か ら二人で買物にで

かけました。買物にでかけている間に

ふと、こういう考えが浮かびました。「そ

うだ、今 日買物 をしている間に宣教師

にあったら私はゆ うべお祈 りをしたこ

とを話そう。」そう思って出かけました

けれども逢 うこ とができませんでした。

何 とはなしに複雑な気持 で帰ろうとし

た時に、御主人はデパー トに行 ってみ

ようと言いました。そしてしばらく行

くと、そこに思いもかけない光景 が、

うつ りました。信号 を渡って約20メ ー

トルも歩いたとき、この方は思わず棒

立ちになりました。 まちがいな くあの

二人の宣教師です。 こちらに向かって

やってくるのです。彼女は我 を忘れて

二人の前に立ちふさが り、「長老たち、私

はきの う初めてお祈 りをしました」 と

大声で叫んだのです。その瞬間この方

の心はすっか り別なものになってしま

いました。周囲がバ ラ色に変わりまし
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た。大 きな力・が包んでいるような安 ら

かな気持にな りました。そして心の中

に、「あ一、やっぱ り神様は生 きていら

っしゃったdこ う感 じました。

この方はこのようにして神様から新

しい心 をいただいたのです。今や彼女

の行 く道は決ま りました。兄弟姉妹の

皆様、真実の宗教 というものは人から

教えられるものではありません。神様

のみたまの力によって自分の心で感 じ

とるものです。神のみたまによって感

じとるものです。それか ら後、彼女は

心を入れかえて一生懸命勉強しました。

その間、いろいろな奇跡が起 こって、

今 まではクリスチャンになってはこま

ると言っていた御主人ももろ手 をあげ

て賛成をし、ついに彼女はバプテスマ

をうけました。彼女はバプテスマをう

けたその晩、20数 枚の便箋に託 して 自

分の両親にこの心の喜びをうちあけま

した。その手紙の結果、今 日この方の

御両親は、ここに来ていらっしゃいま

す。私は本当に神様は生 きていらっし

ゃって、神様は真実神様 を求める人を

その教会に導 きたもうということを証

することができます。真に神様は生け

る奇跡の神でございます。私たちを神様

のみもとに近づけることのできる方で

す。この福音は真に私たち一人一人を

変える力があ ります。私たちは真理 を

変えることはできません。しか し真理

は私たちを変えることができます、パウロ

はローマ書の中でこう語っています。

「我は福音 を恥 とせず。この福音は、

ユダヤ人をはじめギリシャ人にもすべ

ての人に救いを得 させ る神の力たれば

なりdこ の福音は私たちを、悪人であれ

ば善人に、善人をさらによい人に、よ

い人をさらに神へ と近づける神の力で

す。皆様方の上に神の力が加わって、

まだ教会に入っていらっしゃらない方

方が今 日か ら世界最大の奇跡を自分の

心のうちに見ることができますように、

私は心か ら祈 ってやみません。この教

会は神様の教会です。神様は生きてい

らっしゃいます。そして私たちの祈 り

に答えられ ます。神様はその御子イエ

ス ・キ リス トをこの世に遣わ して私た

ちが救われ るようにして下 さいました。
げン

イエスは キ リス トであって世 の救 い主

であ るこ とを証 致 します。

また本 日ここにイエス ・キ リス ト様

の兄弟 として、 スペ ンサー ・W・ キン

ボー ル大管長 が い らっ しゃるこ とを証

致 します 。 まこ とにキ ンボール大管長

は生 け る神 の予言者 であ り、主 イエ ス・

キ リス トの特 別の証 し人で あるこ とを

証 します 。私 たちはみな キンボー ル大

管長 の よ うに なれ ます よ うに イエ ス ・

キ リス トのみ名 を通 してお祈 りいた し

ます。アー メン。

8.月10日(日)一 般 大会 午前 の部 にお ける説教

最も大 いなる贈 リ物

皆 様の温かい心とやさし襯 しみの
ある笑顔、そして心の豊かさを感

じとるのに、言葉など必要ではあ りま

せ ん。皆様は、はつ らつ としてお り、

福音を喜びとしておられ ます。皆様 と
勇 共にこの大会に出席できることは私に

とって大 きな名誉 です。アメリカには
「昇れ、輝け、神に栄えよ」という歌詞

で終わる歌があ りますが、皆様はまさ

しくこの 日の出ずる国で、イエス ・キ

リス トのみ名 をもつ教会がめ ざましい

発展 と成長 を遂げていることを示す力

強い、輝ける証人です。父なる神の栄光

七十人最高評議員会会長

ボール ・H・ ダ ン

が 日本の地を、また全世界を照らして

いることを証す る方々です。

私たちは、皆様のすばらしい実績 と

力を誇 りに思っています。皆様を通 し

て、主のみ言葉はアジアのすべての人

人に伝 えられることでしょっ。ここに

出席してお られる末 日聖徒の方々、ま

たこの 日本の地の末 日聖徒の家庭で成

長 している若い兄弟姉妹 は、きっと日

本やアジアの各地で、誰よりもすば ら

しい伝道 をすることができると思いま

す。それは皆様が 日本人であるからで

す。主は今 日、皆様 を呼んでおられ .ま

す。古代の神殿においてイザヤが答え

たように、皆様 も答えていただきたい

と思います。「ここにわ たしがお りま，

す。わたしをおつかわ しくださいd(イ

ザヤ6：8)私 は 日本語でこのことを

申し上げることはできませんが、この

気持を くみ取って下 さればと思います。

もちろん 日本語が話せたら、いろい

ろ と助かるのにと思います。私はどう

も東京ではす ぐ道に迷ってしまいます。

以前伝道本部に向か う途中、迷って し

まったことがあります。そこで私は誰

かに道 を尋ねようとしていました。す
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る とち ょうどそこにひ ど りの若 者が 自

転車 に乗 ってや って来 ま した。私 は宣

教師か もしれ ない と思 い ました。 それ

は彼 がモル モンの宣教師 の トレー ドマ

ー クで ある
、あの 白いシ ャツ を着 て い

たか らです 。そ こで私 は道に乗 り出 し

て、「ホエ アー.イ ズ デン ドウホンブ(伝

道本部 は どこですか)」 と大声 で聞 き ま

した。.彼は知 らん顔 です 。、』私 は彼 の後

を追 い か け な が ら叫 びま した。 「デ ン

膨ドウホ ンブ .!」 す る と彼 は 自転車 を止

め.、振 り返 りざまに こ う言 いま した。

「貧乏暇 な し」それか ら彼 は再 び 自転車

に乗 って行 って しまったの です 。私 は、
オ

彼が どのよ うなつ も りで そ う言 ったの

か1・今 で もわか りませ んが 、 ど うも宣

教 師でなか った ことは確 かな よ うです。

これか ら しば ら くの間、私 たちが お

互 いに分か ち合 って い るもの につ いて

お話 したい と思 います。私 たちは海 を

隔てて住 んでは い ますが、意 外に多 く

の もの をお互 いにあげ た りもらった り

してい ます。 この点、ア メ リカ人は し

ば しば感謝 す るこ とを忘 れが ちです。

た とえば、 イー ス ター ・リリー とい ー

うきれ いな百合が あ りますが 、毎年主

の復活 を祝 う頃 になる と花屋 の店先 を

に ぎわ します。 これは約1世 紀 前に 日

本か ら輸入 され た もの です 。 しか し、

騰繍鷲蕪景濃響
衆国へ贈られた桜の木でしょう。この

桜は興津産の吉野桜で、1912年 に首都

ワシントンにあるポ トマ ック公園に植

えられたものです。

満開に咲 き誇る桜の花かげか ら見る

ワシン トン記念館、リンカーン記念堂、

ジェファー ソン記念堂くそれに国会議

事堂など、アメリカにとって記念すべ

き4・つの建物の眺めはたとえようもあ

りません。3週 間にわたつて開かれる

桜祭には、世界中から何百万どいう人

人が集 まってギ桜あ花を見ながら日本

の美をたんの う致 します6本 当に貴重

な贈 り物です。イギリスの詩人キーツ

が語 った よ うに、「美 しきものは、永

遠 の喜び」です。

御 存知のよ.うに、教会は新 しくワシ

ントン神殿 を主に捧げました。これは

会員すべてが誇 りとす るところです。

で きますれば、桜祭の開かれる4月1， 様に差 し上げることのできるものをひ

日頃 に、ア メリカの首都 と神 殿 を訪問 とっ申し上げたい、と思 います。それは

され るように.お勧め致 します。新 しい 皆様が宣教師 として言葉 と模範によっ

神殿 を建て、.海外か ら大勢の方々が訪 て教えない限り、他の人に差 し上げる

九 てこの大 きな祝福にあずか るときに、 ことのできないものです。それは、最

皆様も同じ感激を味わわれ るこ.とでし 後の神権時代 に、地上に回復されたこ

よう。 の教会にあるイエス ・キリズ トの福音

では、私たちから日本へは何が贈 ら です6
コ ゆ

れ たで しょ うか。.ど うも記 録 をみて も 新約聖 書 に次の よ うな話が あ ります 。

大 した もの はないよ うです。私 たち は 「ペ テ ロ と ヨハ ネ とが、午後三 時の

技術 を提 供 致 しま し.た。 もっ とも、祝 祈 の ときに宮 に上 ろ「うと して い る と、

福 だ?た か ど うカ・は別 ですが ……。今 生 れ なが ら足の.きカλタい男が 、かか え

では 日本はあ らゆ るもの を生産 して い られて きた。 この 男はぐ宮 もうで に来

ます 。昨年 の 自動 車の生産 台数 はア メ る人 々に施 し.をこ うため 、毎 日、『美 し

リ・カ を上 回 ってい ます。 カ メラにつ い の門』 と呼ばれ る宮の 門の ところに、

て も全 く同 じこ とが言 え ます。私 たち 置かれ ていた者で あ.る6彼 は、何 か も

は ビ ジネ スに関 して知 って いるすべ て らえるのだ ろう.と期待 して、ふ た.りに

の こ とを教 え ました。 ところが今や 日 注 目してい る と、ペ テ ロが言 うた。『金

本 は、，私 たちの手の届 かな い価格り 真 銀 はわた しに は無いガ しか し、わたし

珠 をア メ リカに売 り・、ハ ワ イを買い 占 にあ るもの をあげ よ う、。ナザ レ人 イエ

め るの では と心 配す る向 きが あ るほ ど ス ・キ リズ トの名によつて歩きなさい』。

で す。 日本は文化 も送 り続 けてい ます 。(す る と足の きか なか った男は)躍.り あ

一般 的な芸術 につ いて は もちろんの こ が って立 ち
、歩 き回 った り踊 った りし

と、歌舞 伎や能 を通 して、私 た ちの精 て神 をさんび しなが ら、彼 らと共に宮

神 を高め「て下 さって います。』お返 しに には いって行 った。民衆 はみ な、彼 の

私 たちが高 くした もの といえば 、地 震 身に起 っだ こ とにつ いて 、驚 き怪 しん

層 の上に立 っ た雲 をつ くビル の高 さか だ。」(使徒3：1-10)

も しれ ませ ん。 これが皆様や私 が宣べ伝 えて いる福

日本か らは柔道 、空手 、相撲 を教 わ 音で す。 これ以上 の もの はあ りませ ん。

・醜 毫濫 ㌫ 潔霜覧 ：∴家謙贅鐵 蓑驚 芝こそ藁子

ます。それはアメリカの最高のスポー キンボール大管長か ら、霊的になえた
'ツ である野球 を教えて差 し上げたので 人々に完全な福音を伝えるよう求め ら

すか ら。 れています1福 音は私たちが何者であ

私がひ とりよが りを.言づているとい り、どこか ら来たのか、この世で何 を

う人がいるか も知れませんが、そ うか するのか、そしてどこへ行 くのか とい

もしれません。昔、私はセントルイス・ ったことを教えて くれます。また家族

カー ジナルスというチームで ピッチャ が永遠に結ばれ ることの大切 さを教 え
一 をしていましだ。王貞治選手のこと ています。福音はこの人生 を住 みよい

をよ く聞きます。彼が打席に立つ とフ ものとするだけでな く、すば らしく楽

アンが皆 「王、王」 と言うそうですね。 しいものに もして くれます5ま た聖霊

ホームランを打つ とファンは 「オー、 の助けによらて、困難に打ち勝つ力・と、

オー」と呼び、投げたピッチャーはた 想像 もできないぼ どの平安 を得 ること

だ 「オー、'オー」 と言 うばか りとか。 ができます。これは主御 自身が全世 界

日本の野球 も進んでいますか ら、間 あ教会員のために予言者、聖見者、・啓

もな くワール ドシリーズが開かれるこ 示を受ける者 として選びたもうた生け

とでしょう。 る予言者を通 じて得 られる福音であ り

私 たちは日本から沢山の ものを受け ます。ここにおちれるキンボール大管

ていますので、感謝致.してお ります。 長は、主に代わって話 をされ乱主か ら

最後に、ヒ主の恵みによって私たちが皆 必要な指示 を受け られる方です。これ
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が主イエス ・キリストが御 自身の教会

を導 く方法です。そ して私たちは皆、

それ を理解するにふさわしい者 となっ

て生ける予言者の勧告に従 うよう励ん

でいます。これこそ私たちが宣べ伝え

る回復 された教会の完全な福音であり、

これ以上の ものはあ りません。私たち

は別に声 をあげて主張は致 しませんが、

真実の ものであることを知っています。

モルモン経のニーファイ第三書に、

復活された主のみ言葉があ ります。「わ

れは汝らをこの民の光 となす。山の上

にある町はそれを隠すことを得ず。」(III

ニーファイ12：14)皆 様は現在そのよ

うな状態にあります。言葉 と模範 と忠

実な信仰によって、皆様はすでに 日本

とアジアにおける立派な主の証人にな

っておられます。この会場にいらっし

ゃる皆様の中で、特に若人にチャレン

ジしたい と思います。この最 も大いな

る贈 り物を隣人に与え、皆様の心 を開

き、宣教師が皆様の友人に福音を教え

るこ とが で きるよ うに して下 さい。 そ

うす れば、彼 らもまた神 が生 きてお ら

れ 、イエ スが キ リス トであ るこ とを知

るこ とが で きます。

す ば らしい末 日聖徒 の皆様の上 に神

の祝福 があ ります よ うに。神 は生 きて

お られ、 イエ スは キ リス トであ り、こ

れ はキ リス トの教 会 です 。 また キンボ

ール大 管長 は予 言者 です
。 これ らの こ

と をイエ ス ・キ リス トのみ名 に よって

証 致 します 。アー メン。

8月 旧日(日)一 般大会午前 の部 における説教

大いなる価値

十二使徒評議員会会員

マ ー ビ ン ・J・ ア シ ュ ト ン

裟'

弟姉妹の皆様、人の値を知 ってい兄
る教会の一員であることは実に素

晴らしい特権です。末 日聖徒イエス ・

キ リス ト教会にあっては、個人、すな

わ ち人の身 と霊を最 も大切にしていま

す。この素晴 らしい大会において、私

たちは皆様方に父なる神 との関係 を思

い起 こしていただ きたいと思います。

皆様方は神の息子であ り娘であ ります。

神は皆様方 を愛 しておられ ます。神は

皆様方が喜び と幸福 を得、昇栄 して神

と共に住むよう望んでお られます。
「これ わが業に してわが栄光 、すな

わち人に不死不滅 と永遠の生命 とをも

たらすなり。」・(モーセ1：39)
「汝ら、人の値は神'の前に大 いなる

ことを憶えよd(教 義 と聖約18：10)

神は皆様御 自身 と皆様が営む生活 を
ミ

：最も心にかけてお られます。私たちは

皆この大切な事実 を心にとめる必要が

あります。神の教会、神の真理、神の

永遠の住 まいは、父なる神 を愛 し、神

の戒めを守 り、神のみ言葉 を行なう者

のためにあ ります。
「見 よ、そは汝 らの贈 い主なる主は

肉体にて死を受けたればな り。これを

以て彼はすべての人々の悔い改めて彼

に来 らんために、すべての人々の苦 を

受けた り。彼はすべ ての人々悔い改む

・るならば彼に連れ行かんために、死人

の中より再 びよみがえれりd(教 義 と聖

糸勺18：11、12)

神が私たちを心か ら愛して下 さって

いるということを感 じるのは、毎 日祈

りを通 して神 と交わるときです。主は

私たちに絶えず祈るよう求めておられ

ます。主は私たちの祈 りに耳 を傾け、

助けの手 を差 し伸べたいと望んでお ら

れます。導 きたいと望んでおられますご

また、私たちが主 を信頼 し、主の導 き.

と力 と変わらぬみ守 りを求めて絶えず

祈 るよう望んでおられるのです。モル

モン経二「ファイ第二書にこのように

あ ります。
「さて私の愛す る兄弟たちよ。私は

あなたたちが まだ心に考えこんでいる

の を認 め 、この よ うな ことをあなたた

ちに戒め なければ な らないの を まこ と

に悲 し く思 う。あ なたた ちが もし祈 ら

ねばな らぬ こ とを教 え る 「み た ま」 の

言葉 に聞 き従 うな らば、 あなたたちは

祈 らな くてはな ら'ない こ とを覚 るであ

ろ'う。悪魔 は祈れ と人に教 えず、か え

って祈 っては ならない と教 え る。

しか しごらん よ く言 ってお く。あな

た たちは力 を落 さずに いつ も祈 らな く

て はな らない 、そ して 自分 た ちの働 き

が 自分 の身 も霊 も救われ る ように天の

御 父が その働 きを祝福 した もうよ う、

キ リス トの御名 に よって まず天の御 父

に祈 らな いでは主 の御前 に どの よ うな

働 き も して は な らないd(IIニ ー ファ

イ32：8、9)

決 して祈 りの力 を軽 んずべ きではあ

りませ ん 。兄弟姉妹 の皆様 、私 たちが

今 日この場 に集 まって いるのは、神 が

14歳 の少年 の祈 りを聞 いて下 さったか

らです 。今 日、'みたまにあふれ たこの

喜 ば しい大会 に共 に集 まってい る とい
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う事実は、ジョセブ ・ス ミスが神の予

言者であ り、神が彼の祈 りを聞かれた

というこ とを証する以外の何 ものでも

あ りません。私は皆様 もよく御存知の

聖句ヤコブの手紙第1章5節 か ら7節

の力強い言葉 を毎 日主に感謝 していま

す。
「あなたがたの うち、知恵に不足 し

ている者があれば、その人は、とがめ

もせずに惜 しみなくすべての人に与え

る神に、願い求め るがよい。そうすれ

ば、与えられるであろう。ただ、疑わ

ないで、信仰をもって願い求めなさい。

疑 う人は、風の吹 くままに揺れ動 く海.

の波に似ている。そ ういう人は、主か

ら何かをいただけるもののように思 う

べ きではないd

またジョセブ ・ス ミスの著第2章12

節から19節 には次のようにあります。
「どの聖 句に もまさって、この時ほ

どこの言葉が私の心に真に力強 く迫っ

て来たことはない。それは私の心の底

という底 を大きな力で貫 き通すような

気が した。私は この言葉を再三再四思、

いめ ぐらして、もし誰か神 よりの智恵

を必要 とするならば、正にそれは私で

あることを知った。なぜならばこの際

私はどうしてよいか知 らなかったし、

当時の私の智恵よりももっと深い智恵

が得られなかったなら私は為すべ き方

法を知 らなかったか らである。それ と

言 うの も、種々な教派の宗教教師たち

は、聖書の同 じ章句をめいめい非常に

異なって解釈 し、その結果人が聖書に

訴えて疑問を決 しようとする信頼 をこ

とごとくうちこわしていたか らである。

とうとう、私はこのまま暗黒 と混乱の

中に止 まらねばならぬのか、それとも

ヤコブの指図する通 り、神に願わねば

ならぬのか、1どちらかにせねばならぬ

という結論 に達 した。私はついに 「神

に願う」 と決心 をして、もし神が智恵

の欠けた者に智恵を与え、 しか も惜 し

むことなく筈めることもないならば、

ひとつ神に願ってみようと決めた。

そこで神に願うと言 うこの決心に従

い、これを実行 しようとして私は森の

中へ人目を避けて入り込んだ。それは千

入百二十年の早春、一点の雲 もない美

しい朝であった。このような企てをし
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ようとしたのは、私の生涯ではじめて

であった。 とい うのは私があれほど苦 』

しんでいる真最 中でも、口に出して神

に祈 ろうとしたことはまだこれまでに

なかったか らである。

私は、前以て行 こうと計画をして置

いた場所へ人目を避けて入 り込んでか

ら、あたりを見廻 して人気のないのを

見すます とひざまずいて自分の心の願

いを神に祈 り始めたが、私が祈 り始め

るや否や、直ちに私は何 とも知れぬ力

によって捉 えられ、ついに私は全 く抵

抗力を失なった。またその力は私の舌

さえしびれる程の驚 くべ き力 を振るっ

たので私は物言 うこともできなかった。

そしてあた りはだんだん暗 くな り、一

時はあたか も私はこのまま急に死んで

しまうかのように思われた。

しかし、私は自分を捉えたこの敵の

力から何 とぞ逃れしめたまえと、全力

を振 りしぼって神 を呼び求めたが、私

が今に も絶望に打ち沈んでわが身 を破

滅に任せようとしたその瞬間、それは

考 えただけの滅亡 というようなもので

はな く、目に見えぬ世界から来た何 と

もわか らぬ生 き者で、全 くこれ まで私

が どんな者に逢 って も覚 えたことのな

い程の驚 くべ き強い力を具えた者の力

に打ち負けて、わが身を見捨てようと

したその瞬間、この非常 な驚 きの瞬間

である、私は自分の真上に太陽に も増

して輝 く一つの光の柱 を見た。そして

その光の柱は次第に下 りてきて、光は

ついに私の上にふ り注いだ。

その光の柱が現われるや否や、私は

わが身を縛った敵から救い出された事

に気が付いた。そしてその光が私の上

に留 まった時、私は筆紙に尽 くし難い

輝 きと栄光 とを有 ちた もう二人の御方

が私め真上の空中に立ちたもうのを見

た。そしてその中のお一入が私に言葉

をかけて私の名 を呼びたまい、他のお
一人を指 して 『こはわが愛子な り、彼

に聞け』と仰せ られた。

私が主に伺おうとした目的は、私が

何れに加入すべ きか を知 るためにすべ

ての教派の中で何れが正 しいかを知る

ことであった。それで私はわれに返っ

て言葉が出せ るようになるや否や、私

の真上で光に包 まれて立ちたもう御方

に、すべてこれらの教派の中で何れが

正 しいかそして私は何れに加わるべ き

かを伺 った。

ところがその御答に 『汝はその何れ

にも加わるべか らず、彼 らことごとく

誤れるを以てな り』.と言いたも うた。

そしで、私に話しかけたもうた.その御

方は 『彼らの信条はことごとくわが目
，∫より見て悪むべ きものな り

。 また彼 ら

信条 を口にす る者たちはことごとく腐

敗せ り。また彼 らは唇をもてわれに近づ

けど、その心はわれに遠 ざかれ り。彼

らは人の誠命を教え として教 え神を敬

う様 をす れども神の力を否む』 と宣 う

た。」

兄弟姉妹の皆様、予言者ジョセブ ・

スミスのこの記事 を決 して忘れないよ

うに しましょう。また、教義 と聖約第

20章47節 に言われている大切な勧告を

忘れないように しようではありません

か。
「また各会 員の家庭を訪れ、彼 らが

声 を挙げてもひそかにて も祈 りをなし、

またすべて家庭の務めにいそしむよう

に勧め」 とあ ります。

家庭にあ.っても、職場にあっても、

学校にあって も、また車 を運転 してい

るときや考 えごとをしているとき、交

際中にも、また教会や神殿においても、

あるいはひ とりで思案 しているときで

も、主は祈 りに答えて下 さいます。私

ほ きょう、皆様方の友 として、兄弟 と

して、神の計画と愛を理解するために、

たえず祈 られるように とお願いいた し

ます。 ・

家族は永遠に続 くものであって、家

族の単位 も永遠であることを銘記 して

いただ きたいと思います。私たちが今

日、これらの真理 を全世 界の人々に声

を大にして宣言するのは、私たちが文

字通 り、「それ故に、あなたがたは行

って、すべての国民に教えよ」(マ タ

イ28：19)と の命を受け、それに従っ

ているからです。堅固な家庭を築 くた

めには、いつも愛 と忍耐を実践するこ

とが必要です。
「さて、われ汝 らの家族に就 きて告

ぐ。 もし、人々汝らもしくは汝 らの家

族に一度危害を与うとも汝ら忍耐 して

これを堪え、彼 らをののしりまた讐 を

"

}
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返さんとすることなくば汝 らよき報い

を得べ しd

され ど、 もし汝 らそれを忍耐 して堪

えずんば、汝ら正 しき衡の量る如 くに

量 らるる者 と見なさるべ し。 .

また、汝 らの敵再び汝らに危害 を与

うとも汝らこれをののしちず、忍耐 し

てこれに堪 うる時は汝らの受 くるよき

報いは百倍 とならん。」(教 義 と聖約98

：23-25)

私たちは家族のだれに対 しても、努

めて変わ らぬ愛を示さなければな りま

せん。末 日聖徒は、どのような振舞い

や態度に出会 っても、家族を見捨てる

ことはしません。家族一人一人の値が

主の前に大いなるものだか らです。

そのことを自分の目で確かめ ること

は どんなに大切 なことでしょうか?

皆様方は、自分 自身 を本当に神の息子

娘 として見ていらっしゃるでしょうか。

自分 自身を尊び重ん じていますか。 自

分をつ まらないもの と考えてはいませ

んか。神の宮であることを忘れてはい

ませんか。 自分 を大いなる値を持っ者

として考 えていますか。以上の質問か

ら、私たちは神の助けによって 自分が

どの ようなことで もできること、私た

ちには無限の可能性があることを理解

する必要があ ります。主の道を歩む と

きに、安全が保証されることを一人一

人が知 ることは何 という神の恵みでし
「
ようか。聖典には 「心安かれ、われ汝

らの唯中にあ り」 とあ ります。私たち

が悔い改めて、神のみもとに立ち帰る

ときに、神は心から喜んで下さいます。

神の持てるすべての ものは、どれだけ

神の道から離れたかには関係な く、ふ

さわ しい神の子 らに与えられるのです。

私たちに希望 を与えて くれる放蕩息

子の話 を読んでみましょう。
「『よ く聞 きな さい

。それと同 じよう

に、罪人がひとりで も悔い改めるなち、

神の御使いたちの前でょろこびがある

であろう。』また言われた、『ある人に、

ふた りのむすこがあった。ところが、

弟が父親に言った、『父よ、あなたの財

憧 の うちでわたしがいただ く分をくだ

さい。』そこで、父はその身代 をふた り

に分けてや った。それか ら幾日もたた

ないうちに、弟は自分の ものを全部 と

りま とめ て遠 い所 へ行 き、そ こで放蕩

に身 を持 ち くず して財産 を使 い果 た し

た。何 もか も浪費 して しまったの ち、

その地方 にひ どい ききんが あ ったので、

彼 は食べ ることに も窮 しは じめた。 そ

こで、 その地 方の あ る住民 の ところに

行 って身 を寄せ た ところが 、その 人は

彼 を畑にや って豚 を飼 わせ た。彼 は、

豚 の食べ るいな ご豆 で腹 を満 た したい

と思 うほ どで あっ.たが、何 も くれ る人

はなか った。そ こで彼は本心 に立 ちか

えって言 った、 『父 の とこ ろに は食物

の あ り余 ってい る雇 人が大ぜ いい るの

に、・わた しは ここで飢 えて死 の う とし

て い る。.立って、 父の ところへ帰 って 、

こ う言お う、父 よ、わた しは天 に対 し

て も、あ なたにむか って も、罪 を犯 し

ま した。 も う、あ なたのむす こ と呼ば

れ る資格 は あ りませ ん。 ど うぞ、雇人

の ひ と り同様 に して くだ さい。』そ こで

立 って、父の ところへ 出かけ た。 まだ

遠 く離 れて いたのに 、父は彼 をみ とめ、

哀れ に思 って走 り寄 り、その首 をだい

て接吻 した。 むす ごは父に言 った、『父

よ、 わた しは天 に対 して も、 あなたに

むか って も、罪 を犯 しました。 もうあ

な たのむす こ と呼ばれ る資格 はあ りま

せ ん。』しか し父は僕 たちに言 いつ けた。

『さあ
、早 く、最上 の着物 を出 して きて

この子 に着せ 、指 輪 を手 にはめ、 は き

もの を足にはかせ な さい。 また、肥 え

た子 牛 を引 いて きてほふ りな さい。 食

べ て楽 しもうではないか。 このむす ご

が死 ん でいたの に生 き返 り、いな くな

っていたの に見つか ったの だか ら。』そ

れ か ら祝宴 がは じまった。 ところが、

兄 は畑に いたが、帰 って きて家 に近 づ

くと、音楽や 踊 りの音 が聞 えたので、

ひ と りの僕 を呼ん で、『い ったい、これ

は何事 なのか』 と尋ね た。僕は答 えた、

『あ な た の ご兄 弟が お帰 りにな りまし

た。無事 に迎 えた とい うの で、父上 が

肥 えた子牛 をほふ らせ なさったのです。』

兄 はお こって家に はいろ う としなかっ

たの で、父が 出て きてなだめ る と、兄

は父 にむか って言 った、『わた しは何か

年 もあなた に仕 えて 、一度 で もあなた

の言 いつ け にそむ いたこ とは なか った

のに 、友 だ ち と楽 しむ ため に子や ぎ一

匹 も下 さったこ とは あ りませ ん。 それ

だの に、遊 女 どもと一緒 にな って 、あ

なたの 身代 を食 いつ ぶ したこのあ なた

の子が帰 って くる と、 そのために肥 え

た子 牛 をほふ りな さい ま した。』す る と

父は言 った、『子 よ、あな たはいつ もわ

た しと一緒 に いる し、 またわた しの も

のは全部 あな たの ものだ。 しか し、 こ

のあな たの弟は 、死 んで いたのに生 き

返 り、 いな くな っていたのに見つ かっ

たのだか ら、喜 び祝 うのは あた りまえ

であ る。』」(ルカ15：10-32)

兄 弟 姉妹 の皆様 、私 は皆様 に心か ら

申 し上 げ ます 。神 は私 た ちすべ て を愛

してお られ ます。皆様 の未来 は、主 の

目か ら見て大 いな る価値 があ ります。

主 に従 い ま しょ う。主 を愛 しま しょう。

主の戒 め を守 りま しょう。そ して 「わ

た しとわ た しの家 とは共に主に仕 えるd

(ヨ シュア24：15参 照)こ とを堅 く決心

しま しょう。 そ うすれ ば、大 いな る喜

び と永遠 の幸福 が もた らされ るこ とを

お約束致 します。神は生 きてお られ ま

す。 この教会 は イエ ス ・キ リス トの教

会です 。 スペ ンサ ー ・W・ キ ンボール

大管長 は予言者 であ り、 イエ ス ・キ リ

ス トの福 音は真実 で あ り永遠不 変の も

のです。 これ らのこ とが真実 であ るこ

とをイエ ス ・キ リス トのみ名 に よ りへ

りくだって証致 します。 アー メン。
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8月ld日(日)一 般 大会 午後 の部 にお ける説教

邪悪に立ち向か う力， 'db

十二使徒評議員会会長

エ ス ラ ・タ フ ト ・ヘ ン ソ ン

する兄弟姉妹 ならびに友人の皆 さ愛
ん、この 日本に住む心温かい方々

のもとを再び訪れることができて嬉 し

く思います。 日本の方々を愛し尊敬 し

ています。福音を純粋に愛 しておられ

る皆さんを誇 りに思っています。，

再びこの国 を訪れ、多 くの思い出が

よみがえって参 りました。

私 たち家族に とり、すべてが楽 しく

貴いものです。

1950年 代半ばに私は初めてこの国を

訪れました。当時私は、アイゼンハワ
ニ大統領のもとで農務長官 を務めてい

ました。アイゼ ンハワー大統領の勧め

をいただき2人 の娘を同行致 しました。

農務長官時代のスクラップブックに

は旅行で とったた くさんの写真がファ

イルされています。私 たちは美しい田

園地帯 を訪れ、この国の最 も生産高い

農業の方法を視察しました。また学校

を訪ね、市場や一般の商店やデパー ト

にも行 きました。美 しい史跡や神社仏

閣に も案 内されました。

政府の方々と会談 した際に、日本の

方は進歩的で、親切で、有能で、いっ

もあいそよい方々であることを知 りま

した。

この国に初めてきた時、 日本の方々

に大 きな尊敬 と愛 を抱 くようにな り、

以来20年 間その気持はさらに強 くなっ

ています。実際、当時最 も感銘 を覚 え

たのぽ、各地の視察や会談ではな く、

日曜 日の教会の集会でした。教会貝や

友人と出席した日曜学校や聖餐会、そ

れにモルモンの軍人の特別集会 でした。

軍人の方々は、この愛する日本で主の

み業に貢献 しています。

のちに大管長会 よりアジアの教会の

業務 を管理する責任 を与えられた時の、

家族の喜びをご想像 いただけるでしょ

うか。 「第一回全 日本モルモン、ユー

ス ・コンファレンス」に出席 した時に

は、実に深い感銘 を覚えました。900

から1，000名 の若人 と初めて礼拝堂で

集会 した 日のことを、今 も覚 えていま

す。 きれいな、輝 いた顔 と黒 い髪に感

動しました。そこには金髪 も見 られな

ければ老 いた人もいません。その時か

ら日本のモルモンの若人を愛 していま

す。

今、ユースコンファレンスについて

詳 しくお話す る時間はあ りませんが、

広い会場での見応えある卓球の試合を

思い出します。同時に20試 合が行 われ

ました。さけび声やかんせ いはな く、

技術 をこらして黙々と行われ ました。

若入の優雅なダンスも印象深い光景 で 、

した。

しかしユー ヌ、コンファレンスのハイ

ライトは日曜 日の朝の証会でした。125

名の立派な若人の熱烈な証 を聞き、涙

をさそわれ ました。これらの愛する若

人は、福音の祝福 を得ていたのです。

30分後に他の団体が会場を使 うため

3時 間続いた証会 を終 えなければなり

ませんでした。 しかしなお85名 の若人

が列 をなし証の機会 を待 っていました。

これ らの若人 と家族に神の祝福があ り

ますように。私は彼 らを深 く愛 してい

ます。

私の家の暖炉や家具 、たなそして事

務所には、1969年 以来教会の責任でた

びたび 日本を訪れた時の記念の品が並

んでお り、、それ を見るたびにいつ も日

本 を思い出します。

これはみな、はるかな日本の地に住

む皆さんとの楽 しい日々を思い出させ

て くれます。この東京 に最：初のステー

・キ部 を組織 した日のことも思い出しま

す。1970年 の万国博では、恵まれてモ

ルモンパビリオンの展示で大阪 を訪れ

ました。パビリオンのための くわ入れ

式や献堂式、閉館式では、数々のすば

らしい経験 をしました。万国博では約

700万 入がパ ビリオンを訪れ、約80万

人が教会について知 りたいということ

でカー ドに名前 を書きました.。

万国博が終わった日、ホテルに故佐

藤首相 を訪れた時のことも思、い出しま

す。その後1972年 に再 び大阪を訪れ、

日本で2番 目のステーキ部 を組織 しま

した。

教会は今 日、かつてな く広 く名を知

られています。ほ とん どの地で、現在

の教会は知 られています。過去の反対

者は力を失っています。教会 とその教

えは全世 界少な くとも自由世 界の関心

をよんでいます。私は1970年 の万国博

で、700万 もの人が狭 いパビ リオンを

訪れたこの国に注 目しました。

万国博に関連 して、非常に多くの出

来事があ ります。伝道活動 と、日本に

琴

484



ザ'

おけ る教 会の発 展です 。 この 日本 の国

民 に与 えられた豊か な祝 福 を主 に感謝

してい ます 。

末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教会 は、

世 界の組織 です 。 この メ ッセー ジは世

界の メ ッセー ジです。 モルモ ン経 の予

言者 た ちは、今 の時代 を先見 す るこ と

を許 され 、キ リス ト教会 の会 員が、比

較 的少 ない こ とを知 って い ました。教

会 員が世 界各地 に住 む こ とも知 って い

ま した。世 界大戦 の終結 した1946年 に

私 は ヨー ロ ッパ に臨時 に設け られた伝

道部 で働 き、戦禍 を被 った世 界 各地 を

まわ り、教会 員が広 く分 布 してい る様

に胸 を打 たれ ま した。

正 に これ は世 界 の教 会です 。主は復

活後 、昇天 に先 立 っで全世 界へ伝道 す
`るこ との大切 な こ とを

、使 徒 たちに最

後 の指示 としてお与 えにな りま した。

主 は言 われ ま した。「あ な たが たは 行

って、すべ ての国民 を弟子 として、父

と子 と聖霊 との名 に よって、彼 らにバ

プテ スマ を施 し、あな たが たに命 じて

おいた いっ さいの こ とを守 るよ うに教

え よ。見 よ、 わた しは世 り終 りまで 、

いつ もあなた が た と共 に い るの で あ

る。」

1(マ タイ28：19 、20)教 義 と聖 約の 中

で も、主 は民 に言 って お られ ます 。「聴

け 、 汝 らわ が 教会 の 人々 よ。 い と高

き ところに住 みて、す べ ての人 を見 ま

もる者 の声 は告 ぐ。 曰 く、誠 にわれ告

ぐ、汝 ら民 よ、遙か なる所 よ り耳 を傾 む

け よ。海の 島 々にある者 よ、共 に聴け 。」

(教i義 と聖 糸勺1：1)

この 意義 あ る言葉 はア ジアの国 々に

あては ま ります。「汝 ら民 よ、 遙 か な

る所 よ り耳 を傾 け よ。海 の 島々に あ る

者 よ、共 に聴 け。」

私 はかつ て政 府 の仕 事 で2度 ほ ど、

また教会 の責 任 で しば しば これ らア ジ

アの 島々 を訪 れた時 、 この予言 の言葉

をよ く引用 して話 しま した。

1969年4月 に シンガ ポー ルの地 を奉

献 した時{私 た ちは 「海の 島々」 とい

う言葉 を思 い浮かべ ま した。台湾 を訪

一れ た時 に も、フ ィ リピン のマニ フで、

2，000人 以 上 の人が集 まった地方部 大会

に 出 席 した時 もそ うで した。 そ この

7，000の 島 々に は約4，000万 の 人が住 ん

でいます。親切 な指導者に迎えられ、

1万4，000の 島か ら成 るイン ドネシア

の地 を奉献 した時 も、この言葉がしき

りに浮かんできました。

現在ほ ど教会が、アジアの国民の心

を有効 にとらえる力と手段 を備 えたこ

とは未だかつてありません。主の時刻

表では今や とびらは開かれ、アジアで

のみ言葉が進む時です。訪れるたびに

心の励みが増 して参 ります。みわざは

進み、さらに広範囲に及んでお ります。

各国の教会の驚異的な発展には、全 く

心がふ るいたたされます。 この地域に

は、世 界人口の約3分 の1の10億 人が

住んでいます。 もちろん、全体 の人口

からみた場合、み業は始 まったばか り

で す。

世 界は大きな問題や困難 をかかえて

います。この教会の指導者は、啓示に

より召 された神権者ですから世 界の問

題 をはっきり見きわめ、解決す るすべ

をよ く知 っています。主は教会の設立

後間もな く予言者ジョセブ ・ス ミスに

言われました。「主の声はすべ ての人

々に及ぶ ものなれば、一人 ものがるる

者なし。」(教義 と聖 約1：2)ま た言

っておられ ます。「この末の世 にわが

選 びたる弟子たちの口より、すべての

人々に警めの声は及ばん。」(教 義 と聖

約1：4)こ れらの人こそ私たちであ

り、私 たちこそキリス トの弟子なので

す。

この世は邪悪です。私たちの知る限

り悪魔の軍勢は隊列な ど組んではいま

せん。悪魔はた くみに立ちまわ り、大

勢の使いを率いています。悪魔は教会

の若人を滅ぼ し、家庭 と家族 を弱め、悪

魔の大教会を通 して主イエス ・キ・リス

トの 目的を打ち破 ろうとしています8

末 日聖徒は、悪魔が栄えないことを

知 っています。教会は今 日かつてなか

ったほどしっか りと立っています。人

数だけで なく教 会 員の 信 仰 と証 も強

くなっています。それは、集会の出席

数、什分の一 と献金の納入状況、伝道

プログラム、建築プログラム、神殿事

業、その他のプログラムの進展か らも

よくわか ります。今 日教会には、すべ

ての人に祝福 をもたらす、完全な恵ま

れたプログラムがあります。これは真

実です。

しかし、私たちは邪悪な世 に住んで

います。正 しく清 く、気高 く、堅固な

ものが、ほ とんどすべて、かつてない

チャレンジを受けているようです。そ

して多くの人がそれを放棄 しています。

困難な時代 ですが、チャレンジと希望

と確信に満ちた時代でもあ ります。私

たちは人類が直面する問題に対する答

えを持っています。主が望んでお られ

る事柄 も知 っています。主は私たちに、
「起ちて己 が光 を輝かせ」(教 義 と聖

約115：5)、 国民のはたじるしとなる

ように告げてお られます。私たちは歩

むべ き道 も知 っています。その道 を歩

む信仰 と勇気はおあ りでしょうか。そ

のように願い祈 ってお ります。

現代の啓 示の中で主は告 げ ておら

れます。 「す なわち見 よ、 われ誠 に

汝 らに告 ぐ、天使 らは夜昼主に向いて

叫び、畑に遣 わされて刈 り取らんこと

を待ち構 えつつあ り。」(教 義と聖約86

：5)主 はまた同 じ啓示の中で言って

おられます。「小 麦 も毒麦 も共に刈 り

入れの時充分熟す るまで育つに任せ よ。

而して、それよワまず小麦 を毒麦の中よ

り選 みて集め、小麦 を取 り集めたる後、

見 よ、 みょ、毒麦は束につかねて畑は

焼 くばか りな り。」(教義 と聖約86：7)

今はまさに 「小麦 を集める」時、 日本
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とア ジア全域 の義 なる人.々を集 め る時

です。主 は皆 さん を愛 してお られ ます。

主 の僕 であ り末 日の守 り手 で ある指 導

者 も愛 してい ます。私 た ち と同様、砦

さんに も偉大 な伝道の 業の責任 が課せ

られて います 。

主は また啓示 の 中で予 言者 ジ ョセ ブ

・ス ミスに告 げ られ ま し た。「主 、われ

は悪 しき人々に対 して怒 り、地 に住 め

る人 々には今 わが 『みた ま』 を与 えず。

わ れ 怒 り て 誓 をな し地 の面 に戦 あれ

と命 じたれば 、悪 しき者悪 しき者 を殺

し、あ らゆる人々恐怖 におそ われ ん。」

(教 義 と聖約63：32，33)

主 の戒 めの書の 「は しが き」で ある

教義 と聖約 第1章 で、主 は次 の ように宣

言 してお られ ます 。「地 よ り平 和 の取

り去 られ、悪魔 自らの領 土 を支配 す る時

は なお い まだ し といえ ども今や近 きに

あ り。」(教 義 と聖 約1：35)

ジ ョセブ ・ブ イール デ ィン グ ・ス ミ

ス大管長 は1967年 に言われ ました。「平

和はす でに地 か ら取 り去 られ 、悪 魔 は

自らの領 土 を支配 して いる。主のみ た

まは退 いて いる。主が その よ うに望 ま

れたか らでは な く、 人類 の邪 悪 な行 な

いのため主 のみ た まは退 ぞかざ るを得

なか ったか らであ るd .(BYUに お

け る年度講話 「ジ ョセ ブ ・フ ィー ルデ

ィング ・ス ミス大 管長 の予 言」1967年

3月21日)

神 の予 言者 たちは、いつ の時代 で も人

々が悔 い改 め なけれ ば裁 きが世 に下 さ

れ るζとを予言 して います 。予言者 ジ・

ヨセ7・ ス ミスの時代 以来、予 言者しζ
..・.

教 会の指導者 は人 々が悪 い行 ない.を悔.

い 改め ない時 に1こ の世 にふりか か る.災
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いや 破壊 、疫病 な どにつ いて大胆 には

っき り語 って い ます。 しか し現在 、最

も大 きな災 い が起 こる前 の この時代 は、

私 たちが ビジ ョンを持 ち、 キンボール

大管長 がお っ しゃっ.たよ うに 、歩み を

早め 、視 野 を広 げ、 この偉 犬 な伝 道の

業 を急速 に、広 く推 し進 め る時 なの で

す。
「ウ ィルフ ォー ド ・ウ ッ ドラフ大 管長

は、1894年6月 にブ リガム シテ ィー で

次の よ うに語 りました。 「神 は長 年 、

小麦 を毒 麦 と共 に刈 り入れ るこ とが な

い よ う、殺 りくの天使 を差 し とめ て こ

られ た。 しか し今皆 さんに 申 し上 げ た

い。殺 りくの天使 はす でに天の 門 を出

て 、現在 この民 、 この国 民の上 に立 っ

て いる。 また空 中 をはいか い し、裁 き

を下す 時 を待 ってい る。 まさに今 日こ

の 日か ら裁 きが下 され るで あろ う。地

上の 災い と苦難 は増す であ ろ う。 これ

らの事柄 には 目的が あ る。、この こ とを

覚 え、考 えて欲 しい。私 たちは 自分 の

義務 を果 たす な ら、守 りを受 け、平和

と安 全の うちに苦 難 をまぬが れ るで あ

ろ う。聖 典 と啓示 を読 んで いただ きた

い。」(同 上)

ま さに平和 は地か ら取 り去 られて い

ます 。「∵・… も し予 言 が 成 就 されれ ば、

かつ て世 にない恐 ろし い戦 闘 が世 を待

ち受 けて い る。ゴ(同 上)

ヤ ング大管 長な 語 って い ます。 「長

・老 た ちの証 がや み
、主 が彼 らに 『帰 国

せ よ.、われ は 自 ら世 の国民 に説 き聞 か

せ よ う』 と言 わ.れる時 、皆 さんが今 知

つて いるこ とは 、その前置 きとなる。

.，1主は水や剣 ・暴風雨 ・地震 ・ひ よラ・、

∫.雨～.かみな り、稲妻 、恐 う しい破壊 を

もって説 き きかせ られ るであ ろ う。」

(J… 剛 ・∫Dゴ ・c・・r… 「説教集」

8：123)神 は 、私 たちがお くれず前 進

で きるよ う助 けて下 さい ます。神 はそ 「

う望 ん でお られ ます 。それ に応 え るの

が私 た ちの務 めですρ

なぜ 主 は悪 人 をお怒 りに なるので し

ょうか。救 い主 を拒 んだか らです 。

「福 音 を拒 み
、救 い主 を拒む者 は何

を受 け入れ る とい うの だろ うか 。ただ

悪魔 の計画 だけで ある。悪 魔の計画 と

は、人 を強制 し、 自由意志 を取 り去 り、

好 むと好まざるとにかか わ らず、命 じた通

りに行 なわせ よ うとす る ものであ る。

この考 え方 が世 に広 まって い る。主 は

時 は今や近 きに あ りと言 われた。100

年 以 上 も前 に言われ たので あるか ら、

当然 今 は も っ と近 づ い て い る。」(同

上)

ジ ョセブ ・フ ィー ルデ ィン グ ・ス ミ

ス大管長 はこの よ うに強調 され ました。

主 がモ ルモ ン経の 中で大 きな約 束 を与

え て下 さったこ とは、すべ ての末 日聖

徒 に とって な ぐさめです。 その約束 と

は、福音 に生 きる者 は、 な ぐさめ と確

信 を得 る とい うものです。 ニー ファイ

第一書 の最 後の章 で、主は予 言者 を通

して言 ってお られ ます。 「神が その は

げ しい怒 りを下 した まい義 人た ちを守

るため に火 を もってその敵 を亡 ぼ さね

ば ならな くと も神 はその能 力で必ず義

人 たちを守 りた もう。故 に義 人はお そ

れ るに及ば ない 、予 言者の言葉 に『たと

え火の力 を以 てす るに至 る とも彼 らは『

救 わるべ し』とあ るか らで あるら」(17節)

「義 人 は散 り
.乱 れ な い者 たちで あるか

ら怖 れ るに 及ば な い 」( 一22節)、 ま
せい じや

た26節 にこうあります。 「また聖 者

の 民 が 義 しい ため にサ タンは全 く

無力であ り、聖者の民が義 しい生活 を

しイスラエルの聖 者 が 治めたもうか

ら、サタンは民 の・心 を支 配 す る力が

なく長年の間解放 され ることができな

いq」

愛す る兄弟姉妹の皆 さん、このこと

は真実です。この業は真実 です。主が

予言者 を通 じて下 された警告 と約束は.

成就 します。主 は悪 人を 怒 っておら

れます。世の人々か ら主のみたまをと

どめておられ ます。この邪悪な世に願
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うことは、福音 を受け入れて従駄 戒

め を守 り 過公.と現代の予言者の警告.

・にやを留め るOと です。

々つて十二使徒定員会のオル ノシ.
プデ ソトは 神 の聖徒に下 る裁 きにつ

いて次のよっに評 りましたFも し私』

∫ノち力神の戒めを守 らず、子孫力神の

律法と この末 日に天か らカカやき下

った大 ・なる光 を銀視 し・羊 な碑 ピ

神権者⑱勧告力ら トをそむけ戸なb

私たちは悪人 と目様に罰せ られ、主の

み手によ1}裁 きを受けるであろラ・。そ

⑳時 主が教義 と聖約の書1ご述べ られ

た言葉 は成就するであろう。rシ オン

ガ 正 しきにあらざれば、われは激 し・き

苦悩 と疫病 と、剣と、飢饒 と、焼尽 す

火をもってシオンを訪れん。』」
・(オル ノン ・プラッ ト 「説教集」第ユ2

巻 り.345).'

プ リガム ・ヤング大管長は'ご り語

りまし.た。「末 日聖 徒は、 この世のも

の を追 うのをやめ、心 を改めて、父 な'

る神か ら与えられたみ業 を行 なわなけ
あたい

れば、価 なき無益 な僕 として一掃され

るてあろう(ブ リガム ・1ヤング 「説'

教集」第18巻p262)
.末 日聖徒には将来に大 き

.な希望力あ

ります 神の戒めに生 きる時 私たち

1は鯛 るレ期待 をもって王の再臨を待 ち

望 め るのてす また自ら.ク)努力起 より

愛する入々 と水遠に神めみ前に往める

のてす ζの大きな目標を達成するこ.

とは 難 しくあ りません 少しの門む.

気をゆるめてはな りませ んじ日々鈴生

活にあって、自らの意志 を明 らかにし、

主のみこころを行 ない、回復された福

音を宣へ伝 え、世に証 を述べ 、福音 を

人々とわカちあわなければなりません6

日め光栄の王国に住 むためにはすべて

この一と力払要 とされます。

皆さんはこの地の偉大な方々です。

私の孫てある、帰還宣教師のステイ.一

フン ベノ ノン長老がこう語ってい.ま

した。「白本の聖徒 は、どの国の教会

員にも劣らず、非常 に勤勉で献身的な

方々ですb.私 はい くど.も時間.と才能.と

労力 を主のみわざに捧げる姿を目に し

ました。こうした献身 を目にす ること

は ・実に'も温まる経験 でしオ句

皆さんは 子供の頃から従順 と、尊
'敬1
、腰レや りご威厳につ㌧て教えられ、

勤労 と教育 と中誠毛の価但を知 ってい

bっ しゃるのて 末 日聖徒 としての生

活に入 るごとは容易です。主は皆 さん

を愛しでおられ 皆 さんが召しを力い

つばレ果た し 王 と交わした誓約に忠

実 てあれは1虫 は喜んで祝福 を探けて

下さレます。そのこと力果せ るよっ祈

っております。 「'〆

どの安息 日にあたって証申しあげま

す。このみ業は真実 であ り、全世界で

最木の業です。末 日聖徒である私アち

は真理の寺 り手です。神は、、この偉大
`な真理 を友人や隣人に宣べ伝えるよう

ヒ

.望 ん でヤ・ち っ しゃいます 。神 は生 きて

お られ、 イエスは キ リス トです。 ジ ョ

準 フ ス ミスは、 この御 二方に お会 い

しま した。 これは救 い王 φ復活後起 こ

った最 大の 出来事 です 。 これ らのこ と

が 、 まこ とに真実 で あ るこ とをイエ ス

キ リス トの み名に よって、へ りくだ り

証 申 し上 げます。アー メン。

8月10日(日)」 般 大会午後 の部 にお ける説教

私が 目に した

最大の奇跡

日本東京 ステーキ部部長

菊 地 良 彦

私 は識 な気持 でイエス'キ1以 ト.
の福音が真実 であることを証 いた

㌣ します。地域総大会が発表 されました

とき、私の心に次の聖句が思い出され

ました。.「唯一人の人たりともわれに

導かば・∵・汝らの悦び如何ばかりそや。」

傲 義 と聖約18：15)ま たもうひ とつ

の聖句は、「この故 に汝 ら教会員は、

彼が上よ り受 くるままに汝 らに与 うる

誠命 と彼の言葉 とを皆心にとめてよ く

聞 き、わが前 に全 く聖 き道 を履 むべ き

な り.。そは彼の 言は 、汝 ら全 き忍耐 と

信仰 とを以て 、あたか もわが 口 よ り聞 「

くが ご と くにこれ を受 入 るべ きなれば

な りd(教 義 と聖約21：4、5)

私 は この聖句 を思 い出 し、主 よ りい

ただ く沢 山の霊の 恵みに感謝 しなが ら、

次の.よ うに思 い浮かべ ました。 「汝 ら

聖 徒 よ、来 たれ 来 たれ、主の予 言者 に.

耳 を傾 け よ。 そは キ ンボー ル大 管長 な

れば、 あたか もわが 口よ り聞 くが ごと

くに これ を受 け よゴ と主 は言われ ると。

そこで私 た ちは今 日ここに、愛す る

者 たち、友人 、恩 師、親戚 、仕 事の同

僚 、隣 人、，今 まで教 会に来 てい らっし

ゃらなか った方 々、兄弟姉妹 に参加 し

て いただ くよ う準備 を始め ました。4

月 の総大 会で キ ンボー ル大 管長は次 の

よ うに言われ ました。 あ る著名 な方が

ソル トレー ク ・.シテ ィー を訪 問 され ま
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して、 その ときに次 の ようにキ ンボー

ル大管長 に尋ね ま した。 「なぜ モ ル モ ・

ンは幸せ な民 なのですか。」大管 長は答

えて、「私 共 はす べ て を持 ってお りま

す。 イエ ス ・キ リス トの福音 、す なわ

ちそれ は光 であ り、神権 であ り、権能

であ り.＼契 約 、そ して聖 約 、神 殿、 そ

して楽 しい家庭 です。私 たちは真理 を

持 ってい るの です。」

本 日私 は ここに、今 日に見 る最大 の

奇跡の数 々 を皆 さんにお伝 え したい と

思 います。私 たちの ステー キ部 にあっ

て 、兄 弟姉 妹が 本当の改宗 をし、隣 人、

兄 弟姉妹 に対 して心 か ら関心 を寄せ た

とい う奇跡 です 。兄弟姉妹 、監督 、ホ

ーム テ ィー チ ャー
、家庭訪 問教 師、高

等評議 貝、副 ステーキ部長 、その他 多

くの兄 弟姉 妹 によ る魂 の癒 しの奇跡 で

す。 ある若 い姉 妹 は、断食 と祈 りに よ

っ て御 家族 全員 を今 日この大 会にお連

れ下 さい ました。当初 く.御両 親は その

姉 妹が教 会に行 くこ とす ら反対 してお

られ ま した。彼女 は両 親に この大 会 に

是 非 出席 して もらいたい と思 い、断食

しお祈 りい た しま した。 そ して長 い手

紙 を一 緒に住 んでい る1自分 の両 親に宛

て で書 き ました。 その手紙 が着 く頃 、

再 び彼女 は断食 しお祈 りを しました。

そ してあ る夜 、仕事 か ら帰 ったお父 さ

んが こ う言 われ たの です。 「お父 さん

とお母さんは、一緒に大会に行 くこと

にしたよ則 あ る高等評議員は、隣人

を自分の夕食に招 きました。そしてそ

の方は今 日ここに出席しておられ ます。

彼は専任宣教師 として伝道 していたと

きは優秀な宣教師でした。でも彼にと

って隣人に福音を分 ち与えるというこ

とはなかなか大変なことでした。 しか

しこの地域総大会 を機会に、彼 と彼の

奥 さんの心の中には、隣人に福音 を宣

べ伝 えるという偉大な奇跡が起こりっ

つあ ります。

ある帰還宣教師の話 をしたい と思い

ます。彼は15年 前にある年老 いた姉妹

にバプテスマを施 しましたが、その方

は長い間教会に出席 しておられません

で した。住所 も見つか らず訪問できな

いでいたのですが、奇跡的に探 し出す

ことができました。今 日その姉妹 と娘

さん御夫婦がこの大会に出席しておら

れます。ある高等評議員は4ヵ 月間、

家庭の夕べ を除いて毎晩、兄弟姉妹た

ちにこのよきお とずれを伝えました。

16年前にバプテスマを受けられました

ある姉妹ですが、それ以来全 く教会に

出席されず、住所不明でした。この姉

妹 も奇跡的に住所が見つか りました。

本 日この大会には来ておられませんが、

彼女のもとには美しい家庭の夕べの本

が届け られ、彼女 も教会に来たいと言

ってお られ ます。御年配のある姉妹は、

25年 間他の教会の非常に熱心な会員で

した。彼女はその教会で働けば働 くほ

ど、キ リス トに対する信仰 と安 らぎを

得ることができませ んでした。そして

この教会に改宗 し、今、御 自分の生徒

や親戚や家族、そして今特に妹 さん と

娘さん御夫婦にこの教えを宣べ伝えて

お られます。ほとん どの若い兄弟姉妹

は、宣教師 とカップルにな り、この2、

3ヵ 月一生懸命伝道 してい ます。私は

宣教師 とこれらの若い兄弟姉妹に心か

ら敬意 と感謝 を表したい と思います。.

ある監督会は宣教師 を非常によく助け

ました。沢山の家族が求道者 として訪

れ ましたが、この3ヵ 月間、ワー ド部

の兄弟姉妹、家族が一丸 となって一生

懸命にこの新 しい家族 を助けました。

その結果、大勢の兄弟姉妹、家族が教

会貝となられました。この歴史的な大

会により信仰は高まり、永遠の誓約 は

確立せ られ 、偉大な奇跡が会員の心の

中に起 こっているということは、何 と

素晴 らしいことで しょうか。

リー大管長は以前、次のようなこと

を言われました。「今 日私が 目にする

最大の奇跡は、病める人の癒 しではな

い。そうではな く、心に悩み を持 ち、

落胆し、とりみだし、坐折 し、そして

その坐折する一歩手前にある人々への

"
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助けである。それ らの人々も主の前に

大 いなる人々である。だれひ とりとし

て忘れてはならないd

私の会社の30歳 を過 ぎたある店長の

話 をしたいと思います。彼の姓は何度

か変わ りました。生 まれて間 もな く父

親を亡 くし、母親 も家 を出て しまい、

彼は孤児 とな りました。孤児院や いろ

いろな家庭 を転々 とし、学校 もろくに

卒業 しませんでした。彼は何度か死の
・うと思いました。今 まで4度 自殺を図

りました。良い仕事 を見つけることが

できず、彼は孤児院から学校へ通いま

した。そしてつい最近、ハワイにいる

自分の母親 を見つけ出すことができま

した。昨年彼は私の会社 に面接にまい

りました。彼は私の会社の支店長に昇

格いたしました。 ところがこの3ヵ 月

位の問、彼は体の調子がす ぐれず、何

度か休みがちで した。私はこの方を訪

問いたしまして、どのような事情があ

るか尋ねました。そ して彼の脳に悪性

の腫瘍があること、今までの自殺の後

遺症 として心臓が弱 っていることを初

めて聞きました。私 はその後で断食 し

お祈 りしました。そして彼1こもう一度、

この教会 と神権 の祝福 について話す機

会 を得 ました。私がモルモン教会の会

員であること、教会に行っているこ と

を説明 します と、彼は待っていたかの

ように、教会に連れて行って下さいと

言 ったのです。私はこのことか ら偉大

な教訓 を学びました。彼はこう言いま

した。「菊地 さん、私 はあなたの教会

に入 りたいと思います。私は明 日、ハ

ンコを持 っていけばよろしいのでしょ

うかd「 いいえ、教会に入るためには、

罪の許 しを受けるバプテスマを受けな

ければな りません。」「私にぜひそのバ

プテスマを受けさせ て下 さい。私はバ

プテスマを受けて清 くなりたいんですd

兄弟姉妹、彼は先週の土曜 日バプテス

マ を受けました。私は彼の証 を聞いて

涙が出ました。私は何 と美 しい霊 と交

わっ.たのだろうと思いました。

兄弟姉妹の皆 さん、本当にすべての

人は皆 さんの美 しい模範 と、そ して真

実の模範を必要 としています。家庭で、

学校で、教会で。「畑 は早 白 くして刈

り入れを待つが故な りd「 汝ら完 き清

き道 を踏み行 うべ しd「 我御父の国に

おいて、我の もとに導 き来 る唯ひとり

の人につ きて汝らの喜び大いならば、

汝 らもし多 くの人々を我に導 き来たら

ば汝らの喜びはたして如何がかりそやd

私は神様が生 きたもうことを証 いたし

ます。/エ スが私 たちの救 い主であつ、

この教会はイエス様御 自身の教会であ

ると心から申し上げたいと思います。

モルモン経が神の言葉であ り、私たち

の前にお座 りのキンボール大管長が神

様の真の予言者であるということを、

皆 さんに証いたします。私はキンボー

ル大管長について皆 さんに証 したいと

思います。

キンボール大管長は2年 前の東京ス

テーキ部の大会に十二使徒の会長 とし

て来日されました。ステーキ部長会を

開こうとしていたときです。私たちは

幹部の方にはステー キ部長の席に座 る

ようお勧めします。しか しキ・ンボール

大管長は、「いい え、田中部長、私は

あなた方の僕です。あなた方の僕です

から今 日ここに来 ました。この席に座

るのはあなたです。私ではあ りません」

と言われました。そ して折 りた.たみの

椅子にお座 りになられたのです。隅の

か しら石であるイエス様の代理入とし

て教会 を預かっている方はその ような

方です。私はこの方がまさしく神の予

言者であることを皆さんに証いたしま

す。この証 をイエス ・キ リス トのみ名

を通 して申し上げます。アーメン。

乞'

i戸 ・

懸 [譲

撫

イ梅
繭

譲 拝2
'
・学

や
.， 蹄

蜜F

l瀞 野
{'

難

489



8月10日(日)一 般 大会午後 の部 にお ける説教

聖典を読もう

十二使徒評議員会補助

ア トニ ー ・Y・ 小 松

する兄弟姉妹の皆さん、今私は皆愛
さんの前 に立 って 、この地域総大

会に出席 して得 た大 きな祝 福 を主 に感

謝 したい と思 い ます。 また大 会に おい

て強いみ たま を感 じ、キ ンボー ル大 管

長や 他の教会幹部 の方 々が与 えて くれ

た教 えや指導 に心 か ら感謝 して い ます。

特 に神 殿 をこの 日本の地 に建 て る と

い う発表 を聞 き、喜 び と感謝 の気持 で

一杯 です
。 また、 この発表 を聞 いた と

き、1970年 の9月 に ソル トレー ク神殿 ，

で働 いた ときのこ とを思 い出 しま した。

その とき皆 さんは2機 の飛行機 をチャ

ー ター し
、 ソル トレー クを訪 れ 、神殿

でエ ンダウメン トと結 び固めの儀式 を

受 け られ ま した。 恵 まれ まして 、私 た

ち もハ ワ イか ら神殿職 員 として参加す

るこ とがで きま した。

私が神殿訪問のグループの人々の家

族 とその死者のために結び固めの儀式

を行なっていたときのことでした。儀

式を始めてか ら私はふ と、今この歴史的

なソル トレーク神殿で、 日本人の家族

の結び固めの儀式が 日本語で、しか も

何の言葉の障害 もな く日本人によって

行なわれているのだ ということに気が

ついたのです。この神聖な儀式がすべ

て 日本語で行なわれているか らには、.

主は必ずいつか 日本の人々に神殿 を与

えられ、ここで受け る何百倍 もの祝福

が 日本人の上に注がれる日が来るにち

がいないと思いました。昨日神の生け

る予言者であるスペンサー ・W・ キ・ン

ボール大管長は、東洋のすべての人々

のためにこの東京の地に神殿が建てら

れることを発表 されました。

塾
嵐

、璽

廼

耀

細

この祝 福 は皆 さん の地 上 での生 活 だ

け でな く、永遠 に わたって続 くもの で

す。 しか し、神 か らこの祝 福 を受 け る

ため に、私 たちが しなければ な らない

こ とが あ ります。主 は予 言者 ジ ョセ ブ

・ス ミスを通 じて次の ように述べ てお

られ ます 。

「そ もそ も創世 の以 前 よ り天 に於 て

定め られ たる一 つの変 らざる律 法 あ り

て 、あ らゆ る祝福 はこれに基 くな り。

す なわ ち、われ ら何 にて も神 よ り祝

福 を受 くる時 は、 この祝福 の 基 く律 法

に従 うに よ りて然 るな り。」(教 義 と聖

糸勺130：20、21)

ここで王が言っておられ ることは、

私たちが神か らの祝福 を受けるために

は、祝福の基 く律法 に従 わなければ

ならないということです。ですか ら、

私たちが神殿で祝福 を受けたいな らば、

私たちは什分の一を正 しく、完全に納

め、知恵の言葉 を守 り、教会の幹部や

役貝 を支持 しなければな りません。ま

た、道徳的にも清 く、世の中の罪に染

らないようにしなければならないので

す。また、教会のいろいろな集会に も

出席 しなければな りません。私たちが

このような教えを完全に守 るならば、

主は私たちに神殿に入るための資格 を

与 えて下 さいます。

神殿の推薦を受ける資格 を持 ってい

るすべての会員は、自分のエンダウメ

ントを受け、主の宮居の完全な祝福 を
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受けることかてきます。

ですか ら、私 たちは日本にこの神殿

を建 てるために、私たちのすへてを捧

けなけれはなりません。そ うすれは、

主は私たちの努力に対 して大きな祝福

を与えて くたさるにちかいありませ ん。
一年前
、キンボール大管長はステー

キ部長、伝道部長およひ地方部長 を通

して、教会の神権i指導者に父親 と神権i

定貝会 を強めるように指示 され ました。

その とき、予言者か述へた多 くの事

柄の うち、聖典 を読んで研究すること

について考えてみたい と思います。キ

ンボール大管長は教会のいかなる指導

者 も忙 しいからと言って、毎 日神の言

葉 を勉強す るの を忘れることのないよ

っにと吾われました。

もし、キンホール大管長か神権の責

任にかかわらす、教会の指導者に忙 し

すきて聖典 を毎 日読んて研究すること

を忘れてはいけない と言っているなら、

教会の会員てある私たちはとうてしょ

うか。

私たちは指導者 よりももっ と聖典 を

勉強す る必要かあると思いませんか。

聖典 を読み、神のみ言葉を研究すれば、

私たちの霊性はます ます高められます。

反対に、聖典 を読 む回数か減 るに従って

霊性は低 くな ります。

とうか私たちか聖典 をよく読み、研

究することによって、主のみ言葉 を理

解す ることかてきます ように。

また、私 た ちか その教 え を忠実 に守

るこ とに よって、ふ さわ しい会 貝 とな

り、主 か主 の土 国て働 くよ うに私 た ち

を召 され る ときは 、いつ て もその用意

か て きるよ うに した い と思 い ます。

私 は主か生 きてい らっ しゃるこ とを

はっ き り知 ってい ます。 また、主 は私

たちの祈 りを聞 き、答 えて くた さいま

す こ とも知 ってい ます。 また イエ スは

キ リス トて あ り、 スペ ンサ ー ・W・ キ

ンホー ル大管長 は神 の予言者 てあ りま

す。 これ らの証 をす へて イエ ス ・キ リ

ス トのみ名に よって 申 し上 け ました。

アー メ ン。
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8月10日(日)一 般 大会午後の部 におけ る説教

証. '紳

十二使徒評議員会補助

0・ レ ス リ ー ・ス ト ー ン

蹴.

する兄弟姉妹の皆様 、時間の関係

愛上 、話の原稿 を離れて、現在私の心
にある思いを少 しの時間申し述べたい

と思います。私はこの福音がイエス ・

キ リス トの真の福音であることを知 っ

ています。今 日、私たちと席を共にし

ている予言者は、私たちを導 き、神の

王国の建設の歩み を早めるべ く力を尽

くしておられます。このことを皆様方

全員が知っていただきたいと思います。

証について多くの方々が話 して参 り

鯉
総 師難

触 躍

鰍梅

続轟

響
辮紳

蛸
ました。証は確かに、末 日聖徒が所有

できるものの中で最 も価値あるものの

ひとつです。しか し証 それ 自体が皆様

を日の光栄の王国に至 らせ るのではあ

りません。私たちは証に関連 して何か

をしなければな らないのです。行動 を

起こさなければな らないのです。

それはなぜでしょうか。サタンはこ

れがイエス ・キリス トの真の福音であ

ることを知 っています。現在教会に活

発に集っていない多くの会員 も、福音

が真実であることを知 っています。け

れども彼 らは、それについて何 も行な

っていません。ですか ら、日の光栄の

王国に入 りたいと願 うならば，兄弟姉

妹 の皆様、私 たちはイエス ・キリス ト

の福音に従って生活しなければならな

いのです。福音を生活の中に取 り入れ

なければならないのです。

ハロル ド・B・ リー大管長が証につ

.いで語っだ言葉が ございます。証 とは

今 日私たちが持っている何かではな く、

いつ も持 とうと心掛けているものであ

る， とい う言葉です。証はもろい、 と

リー大管長はおっしゃいました。証は

月の光 と同様につかまえているこ とが

斡ずかしいのです。それは 日々得なけ

ればならないものなのです。

私は皆様を愛 し、尊敬 しています。

これ まで 日本の方々にお会いするたび

に、いつ も尊敬 と愛の気持を覚えて参

りました。 また、東京に神殿が建て ら

れるとい う発表をうかがい、深い感動

を覚 えています。

私の証 と祝福 を残 したいと思います。

私は、イエスがキリス トであ り、ジョセ

ブ ・ス ミスが神の予言者であることを存

じています。今 日の神の予言者が私たち

を導 いておられます。皆様に私の証 と祝

福 を残 し、また私たちがこの地域総大会

に出席す る機会をいただいたことをキン

ボール大管長に感謝致 したい と思います。

イエス ・キリス トのみ名により申 し上げ

ます。アーメン
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8月10日(日)一 般 大会午後 の部 にお ける説教

心を備えよ

大 管長

ス ヘ ンサ ー ・W・ キ ンボ ール

愛 する兄弟姉妹ならびに友人の皆様・
この栄えある大会を終えるにあた

って、私 たちは皆様に愛 と感謝 とをお

伝 えしたいと思います。

私たちはこの大会で聖歌隊のすべて

の合唱を心ゆ くまで堪能致しました。

そして本 日は、1，200名の大合唱に圧倒

された思 いが致 しました。人数ばか り

でな く、声 も美しく見事でした。

私たちは 日本の皆様か ら数多くの教

訓を学ばせていただきました。謙遜、

礼儀、親切について学ぶことができま

した。皆様 とこの国の方々に対す る大

きな愛を持って帰国 したいと思います。

忠実な兄弟たちの捧げて下 さった祈 り

と説教を感謝致 します。ここで再び皆

様に、私たちが皆様に対 して抱いてい

る大 きな信頼 と深い感謝の気持 を表わ

したいと思います。

心残 りではあ りますが、間 もな くこ

の大会 も終了致 します。本当にすば ら

しい3日 間でした。私たちは得がたい

経験 としてこれを日記に、また心に記

しておきたいと思います。

皆様のステーキ部には祝福師がおい

でになります6伝 道部の会員の方々は

由 適切 な手続きを踏んで推薦を受け、ス

テーキ部に行 って祝福 を受けて下 さい。

祝福師の祝福は、さなが ら道路の中央

に引かれた白線のような ものです。そ

れは最 も大きな幸せ を見いだせ る道を

示 しているのです。'
一昨 日私たちは、ステーキ部長 と伝

道部長 を交えて非常に大切な会合 を持

ちました。そこで全員目に涙 して、主

の神殿 を建てる決意を固めたので した。

私たちがソル トレーク空港 を発つ と

きに、新聞記者たちが、「新 しい神殿

を発表なさる予定ですか」 と尋ねて参

りました。そこで私は、「もし知 りたけ

れば新聞記者に尋ねて下さい」と申し上

げ、何の約束 も致 しませんでした。私

たちは、アジアの方々が まず自ら決意

していただきたかったか らです。一昨

日の会は感銘深いものでした。消極的

な気持は露ほども見 られ ませんでした。

ある兄弟たちは、この新 しい神殿の建

築にす ぐにでも献金を始めたい勢いで

した。

この神殿の用地は格好の場所にあ り

ます。皆様はその敷地についてよく御

存知だ と思います。 しか し、神殿が建

てられるものかどうかお知 りになりた

いのではないかと思います。私たちは

この件について東京の建築士 と話 し合

いました。そして親切で思いや り深い

応対 を受けました。

この神殿建築の発表が全世 界に伝え

られるよう願っています。もうすでに

ニュ「ヨー ク、ロン ドン、パ リ、南米、

その他世 界各地の新聞に報 じられてい

ることと思います。

私 たちは2、3年 の うちに新 しい神

殿 を献堂す るつもりでいます。ある幹

部が申しましたように、今 日この聖な

る一時、この会場には私たちの 目に見

えない訪問者がお られるように思われ

，ます。これまでの12名 の大管長は皆、

この東京に神殿が建てられるとい う栄

えある夢を見ていたことと思います。

この世界は、この世 を去った人々の行

く世界からそれほど遠 くはないのです。

次の世にいる方々が時折この世 を訪問

なさるとい うことを私たちは知 ってい

ます。そして本 日、ジョセブ ・スミス、

ブリガム ・ヤング、それにヒーバー ・

J・ グラン トを含む歴代の大管長が皆、

確かに私たちか ら遠 くない所にいらっ

しゃると思います。

今 日を契機に、私たちは新 たな目的

と新たな標準 を打ち立て、なお一層働

き励みたいと思います。そして明 日か

ら大いなる活動が展開されるよう願っ

て止みません。各伝道部で伝道が急速

に進み、改宗者が増すことで しょう。

また同 じく各ステーキ部で集会の出席

者が増 し、活動に拍車がかかるごとで

しょう。またさらに多 くの人が伝道に

出るよう願っています。そうするとき

に、伝道を終えて帰る日本人の宣教師

は、自らの家庭に、 また教会に新 しい

感化 と熱意 とをもたらす ことでしょう。

今後、これまでにな く多くの人々が

完全な什分の一 を納めるようになると

思います。家庭 での祈 りも定期的に行

なわれ、その敬虜さも増すことでしょ

う。家庭には、新たな息吹が吹 きこま

れ、献身 と忠実 さが増すに違いありま

せん。若人の皆様は将来の結婚 を計画

するときに、神殿 と神殿結婚に思いを

はせ ることでしょづ 。そして、この大

きな祝福にあずかるにふさわしく、備
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えをする必要があることを自覚す るに

違いあ りません。木々の問にそびえる

神殿を目にしながら、皆様は献堂の 日

に備 えることでしょう。

私たちは神殿の献堂式の折に再び皆

様のもとに戻って参 りたいと心か ら願

っています。その 日には、すべての末

日聖徒が献堂式に列席 したい と願 うこ .

とでしょう。割当てを受けてこの国を

訪れる幹部の兄弟たちは、この献堂式
・を心待 ちにすることで しょう。

私たちはこの地の指導者の方々を心

から誇 りに思っています。皆様は指導

者の方々を愛 し、敬い、共に奉仕 して

いただきたいと思 います。

この広大なアジアの地で、 日本に最

初の神殿が建てられることは、極めて

ふ さ わ しい ことです。主はこの大切

な福音の儀式 を重要視 しておいでにな

ります。主は神殿の業に関して幾つか

の非常に大切な啓示を予言者ジョセブ・

スミスにお与えになりました。教義 と

聖約131章 にはこのように記されてい

ます。「日の光 栄には三種の天界、す

なわち三種の階級あり。而して.その最

も高きものを得んために、人はこの神

権の位(す なわち新 しく且つ永遠の結

婚誓約を言 う)に 入 らざるべか らず。」

(教義 と聖約131：1、2)こ の啓示は家

族の生活を非常に強調 しています。人

は正 しい神権の系統を通 してこれにあ
も

ずか らなければ、この高い光栄の階級

を得ることはできないのです。

大勢の人々はこの世 を去 って偉大な

裁き主の もとへ行ったとき、「なぜ私は

最高の光栄の階級をいただけないので

すか。私は善人で通 したのに、なぜそ

れをいただけないのですか」 と尋ねる

かもしれ ません。するど永遠の裁 き主

はおっしゃるでしょう。「あなたは私の

言ったこ・とを行なわなかった。あなた

は自分の思いと私の思いを同 じに扱っ

たdさ らに主はおっしゃるでしょう。
「計画を立てたのは私であ り、私が定め

を設けた。あなたは他の祝福 を受ける

ことができるかもしれない。 しかし日

の光栄の王国に属する祝福は得 られな

い 噌 電.

私がアリゾナに住んでいたとき、私

たちの町に、ある善良な男の方が住んで
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いました。その方はもう亡 くな りまし

たが、生前、その方 と美 しい奥 さん と

は教会の教えを受け入れませんで した。

そして御主人の亡 くなった後、その奥

さんはこ う申 しました。「私たちは永

遠に夫婦です」 と。彼女は何千回でも

このように言うことはできるでしょう。

しか し実際にはそのようにならないの

です。その理由は、この夫婦が十分に

へ りくだって結婚の律法に従わなかっ

たからです。彼 らは数々の祝福にあず

かれるか もしれません。けれ ども昇栄

は得 られないのです。この昇栄は、忠

実な、神の戒めに従 う人々のために備

えられているのです。
一般に主は、人に語 りかけ、新 しい

啓示を下されるときは、あらかじめ聞

く者の注意 を喚起なさいます。「見よ、

われ汝に告 ぐ」あるいは 「誠にまこと

に》われ汝に告 ぐ」 と仰せにな ります。

と申しますのは、神は言葉を下 される

ときは、聞き逃が してはならない大切

な事柄を告げられるからです。この啓

示の場合 もそのように告げておられま

す。「この故に、わが まさに汝に与えん

とする教えを受け入れてこれに従がわ

んため、汝の心構えをなすべ し。すべ

て、この律法 を啓示 さるる者共はこれ

に従わざるべからざればなり。見よ、

われ汝に一つの新 しく且つ永遠の誓約

を啓示す。而して汝らもしこの誓約を

守らざるときは行 き止 りとなるべ し。

何人 もすべてこの誓約 を拒絶するを得

て、而 もわが光栄に入るを許 さるる者

あらざればな り。」(教義 と誓約132：3、 .

4)

先程申し上げました夫婦は、必要な

業が行 なわれるまで、決 して昇栄にあ

ずかることはないのです。

ユタ州北部に住んでいたある若い男

女が、結婚す るためにソル トレーク ・

シティーへ参 りました。ふた りは神殿

結婚 をする気持があ りませんでした。

あるいはふ さわ しくない と考えたのか

もしれません。いずれにせ よ、ふたり

は民事結婚 を致 しました。結婚式を終

えると、故郷で催されるレセプション

に出るため、自動車に乗って出かけま

した。 ところがその途中で事故に遭っ

てしまったのです。そして大破 した自

動車の中で、その若.い男女は亡 くなっ

たのでした。ふた りが夫婦でいた時間

はわずか1、2時 間でした。それで結婚

は終わったの'です。ふた りは互いに愛

し合っていました。永遠に一緒にいた

いと願 っていました。 しか しそれ を可

能にする戒めに従いませんでした。そ

の結果、死をもってふた りの結婚は終

わったのです。このふた りは善良であ い

ったかもしれ ません。しか したとえそ

うであって も、天では天使に しかなれ

ないのです。このふた りは、神にも女

神に も、祭司に も女祭司にもなれ ませ

ん。なぜな らば、神の戒めに従わず、

求め られたことを行 なわなかったから

です。

時々ある人々は、「ああ、その うちに

神殿に行 きましょう。でもまだよ く準

備ができていません。もし私が死んだ

ら、誰かが神殿で私のために儀式 をし

て下さるで しょう」 と申します。

このことをはっきりと皆様に知って

いただきたいと思います。神殿は生き

ている人々 と、この世でその恩恵にあ

ずか る機会のなかろた死者のためにあ

るのです。1主をあなどれますでしょう

か。主 をないが しろにしたこの若い男

女に、主は祝福 をお与えになるとお思

いに な りますか。「結ばれざる一切の

誓約は人の死 を以て終 りを告 ぐればな

り」(教 義 と聖約132：7)と 主は言っ

ていらっしゃいます。

この神殿は大勢の 日本人のために建

て られるものです。大勢の人々が福音

を聞 く機会を持 たずに亡 くなっていま

す。天にはその時機 を待 ちこがれてい 「

る霊が満ちています。神殿がなかった

時代にこの世に住んでいた私たちの先

祖のために、神殿は建てられているの

です。神殿 は聖 なる目的のためにある

ということを教 えられた人々だけのた

めに建てられるのではあ りません。も

ちろん、愛する血縁の方が彼 らのため

に儀式を行 なうことはできます。けれ

ども、偉大な全地の裁 き主は私たちが

神殿をよく使ったか どうかを裁かれる

のです。

この啓示の中で、主は何度も繰 り返

しておっしゃっています。「この故に、

彼らこの世の外に去る時は、め とり嫁

'
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ぎすることなくして彼 らは天に於て天

使に任命せ らる。而してこれ らの天使

は……奉仕の僕な りd(教 義 と聖約132

：16)

天使は祝福を受ける人々に仕えるの

です。

アブラハムは祝福 を受けられ るよう

自らを備 えたので、主のあらゆる祝福

を授かったと、主はおっしゃっていま

す。次いで私たちにこのようにおっし

ゃっています。「この故に汝行 きてア

ブラハムの業 を為せむ(教 義 と聖約132

：32)と 。

主は、すでに神殿の祝福を受けたふ

さわしい人々について、次のようにお

っしゃっています。忠実な人々は、「神

々となるべ し。彼 らは終 りなければ

な り。されば彼らは続 く故に永遠より

永遠に至るべ し。それより彼 らはすべ

てのものの上にあらん。すべてのもの彼

らに従えばなり。それより、彼 らは神

々 とならん。彼 らはすべての機能を有

し、諸天使彼らに従えばな りd(教 義

.と聖約132：20)「 汝 らわが律法 を守る

にあらざればこの光栄に達するを得ずd

(教義 と聖 約132：21)

多 くの方々は、天使になればたいし

たものだと考えています。 しか し、私

たちが忠実であって、神殿の儀式を受

け、完全にふさわ しい生活をするなら

ば、天使以上の存在になれ るのです。

そして天使は私たちに仕 えるのです。

そのために間 もな く神殿が建 てられ

るのです。資金の不足で神殿の建築が

遅れるようなことのないように してい

ただきたいと思います。昨日申し上げ

ましたように、すべての幼 ない子供た

ちに、この神殿の建築 を手伝 う責任 を

自覚 させていただきたいと思います。

この神殿は子供たちが成長 したときに

利用する神殿なのです。

私たち家族ゐひ とりの子供は、ニュ
ザ'

一 ヨー クに住 ん でい ます
。 その地の教

会員 は、ワ シン トン神 殿の建 築 を手伝

うこ とにな りま した。私 たちが その家

庭 を訪 れた と き、孫た ちが こ う申 しま

し：た。「今 週 は デザ ー トがな いの 。だ

って、僕 たち、神 殿の ためにお金 を貯

め て るん だ もの」 と。 こ うして孫 た ち

は、将来 自分 た ちが参 入す る神殿 の た

めに、お金を貯めていたのです。

すべてめ子供たちは、将来 自分たち

のもの となる神殿のために、何千円も

の献金をすることができると思 います。

この地域総大会で発表された事柄の中

で、恐 らくこの神殿建築の発表が最 も

大切であると思います。私たちは、フ

ィリピン、香港、台湾、韓国にもこの

メッセー ジを携えて参 りたいと思いま

す。

これは皆様の神殿です。 日本人以外

の方々もこの神殿 を建 てるのを援助 し、

これを使用 していただ きたいと思いま

す。今このすばらしい大会 を終えるに

あたって、皆様に私たちの祝福 をお残

ししたい と思います。皆様の仕事が成

功 し、また皆様が信仰 を失 うことな く

すべての面で耐え忍ぶことができます

ように。

もう一度申し上げますが、この国に

住む1億1，100万 の人々に福音を説 くこ

とは皆様の責任です。次いで皆様は、

海 を越えて大陸へ渡 り、何億 もの中国

人に福音 を伝 えることになります。

福音に国籍はありません。全世 界の

人々はすべて神の息子 であり、娘なの

です。皆、私たちの兄弟姉妹です。主

イエス ・キリス トが下された大切な戒

めを私たちは果たしたいと心から望ん

でいるのです。主は11人 の使徒だけに

おっしゃったのではありません。皆様

にも、私にもおっしゃったのです。そ

して これは、軽 々 し く扱 う類 の言葉 で

は な く、は っ きりとした戒 めなの です。

「全世 界 に 出 て行 って
、すべ ての造 ら

れ た ものに福音 を宣べ伝 え よむ(マ ル

コ16：15)全 世 界のすべ ての男女に宣

べ伝 えよ とい うこ とです。

皆様 のお子 さんが、福音 に忠実 で気

高 く成長 な さいます よ うに。皆様の心

に平安 があ ります ように。皆様 が この

業が神 のみ業 であ るとい う証 を得て 、

さ らに この大 いな る業 に まい進 な さい

ます ように。

ニ ュー ヨー ク州 の森 でひ ざまず いて

祈 った少年 が 、主 の予 言者 として立て

られ たこ とを、私 は存 じてい ます。 こ

の少年 はニ ュー ヨー ク州 の森の 中でひ

ざまず いて祈 った ときに、父な る神 と

その御子 に まみ え ました。 この少年 は

主 の予 言者に なる方で した。彼 を通 し

て与 え られた啓示 は、 まさ し く神 よ り

下 された もの です 。彼 は世 の人 々に福

音 を説 く門戸 を開い たので した。私 は

この ことを存 じて います 。 これが事実

であ るこ とを確 かに知 って います。私

は彼が着手 した この偉大 な業 を進め る

ために、余生 を捧げ たい と願 ってい ま

す 。皆様 に私 た ちの愛 と祝 福 を差 し上

げた い と思 い ます。私 た ちの主 イエ ス・

キ リス トのみ名に よって 申 し上 げ ます。

アー メン。
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